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始まり




　俺はリュウ。

　平民なので姓はない。

　今年で十六になる。

　職業、調教師。

　具体的な仕事の内容は、牧場で放牧している馬や乳牛を育てることである。

　それでもまぁ、たまにペットの診察をしたりもするのでちょっとした獣医でもある。まだまだ見習いではあるけど。

　この職業の適性というかスキルというか、これは町の教会で貰ったカードに書いてあるもので、特別自分がなりたくてなるものでもない。元々はただのスキルで、職業もこのスキルがあったから選んだだけだったりする。

　実際、俺の幼おさな馴な染じみの二人は『勇者の卵』と『魔法使い』だった。

『勇者の卵』は簡単にいうと勇者になる可能性があるものという意味で、勇者になれるかは今後の成長とどれだけの人たちを救ってきたかによるらしい。

　ついでに『魔法使い』はよくある職業ではあるが、頭がよくないといけないのと生まれもった魔力量が高くないといけない。魔法使いは回復や後方支援向きで常に重宝される存在でもある。

　ただその幼馴染も今では上位職の『賢けん者じゃ』になる一歩手前だとか周りの人たちが言ってるのを聞いたことがある。

　つまり俺たちの中で特別な奴が二人もいたのだ。

　ま、その分二人は危険なことばかりに首を突っ込んでいるらしいが、俺はそんな危険なこともなくしっかりと仕事をこなしている。

　ただやっぱり二人と比べてしまうと情けなく感じるのも事実だった。

　いつもの朝、今日も変わらず朝が早い。馬と牛たちのために牧草を食わせてやらないといかん。あと水も。

　英雄二人が帰ってくる時でも、こっちは命を預かってる立場もあるからなかなか暇ができない。ここは職員の数も少ないし、あまりいい職場とはいえない気がする。

　俺と同じぐらいの年の女の子はいない。

　はっきり言うと全然人気のない職業だったりする。町から少し離れているし、職業柄馬と牛たちの糞尿を肥料にするために集めるのも俺たちの仕事なわけだから、女性はほとんどいない。いたとしても嫁として来た人たちばかりで、正直おばちゃんしかいない。

　多感な十代の青年としては泣けるような話なのだ。

　昼、買い出しに行ってたおばちゃんが言ってた。町に二人が帰ってくるらしい。おばちゃんはその時ぐらい二人に会ってきたらと言ったが、俺は断った。

　だってもう一緒に遊んだ記憶ですらおぼろげになるくらい昔のことだし、すでに生きてる世界が違う。

　俺は平民で、あいつらは英雄。

　元は同じ平民でも今では立場とか色々違いすぎる。だから俺はもうあいつらとは二度と交わることはないし、きっとその先もあいつらとはなにもないのだろう。




　ある日の休憩時間、俺は近くの森の中にいた。ここにはよく休憩時間に来ていて、ただボーッとしていることが多い。

　今も二人が帰ってくるという話を聞いて、頭の中をすっきりさせたくてただボーッとしていた。

　ここで昔、俺と幼馴染の三人で遊んだもんだ。

　でも三人で遊んでいた時間はとても短かった。

　一人は勇者になるために騎士団で剣を振るうようになってから遊べなくなったし、もう一人は勇者になろうとしたアイツを支えるために教会で魔法を学び始めるようになってから遊べなくなった。

　どちらも立派な理由だと思う。でもやっぱり子供だから寂しい感情の方が大きかった。

　だから『調教師』のスキルを使って犬やら猫やらを遊び相手にしてた。猟師の狩猟犬の世話と称してそいつらと遊んでたこともあったし。それの延長線なんだろなぁ～、この人気のない職業にしたのは。

　突然、ガサガサと音が鳴った。

　なんだろうと思いながら音がした方に向かうと一匹の狼がいた。

　とても綺き麗れいな狼だった。夜のように黒い毛並みに月明かりのような金色の瞳、四肢は細く長い。その身体は無駄な贅ぜい肉にくが一切なく、しかし痩やせすぎていることもないように見えた。そんな綺麗な狼がそこにいた。

　どうやら猟師の罠わなに掛かったらしい。ガシャンガシャンと後ろ足を引っこ抜こうと、もがいていた。

　はっきり言っておくと、狼は俺たち人間にとって邪魔な存在だ。

　うちみたいな小さな牧場では牛一頭でも失えば大赤字になるし、滅多にないことではあるが、人も襲う。

　実際ギルドには狼を駆除する依頼だって来る。

　つまり一言でいうと害がい獣じゅうだ。

　普通なら見て見ぬふりをするところだが、俺はこの狼を助けることにした。

　俺はこの狼を見てもったいないと感じたからだ。あまりに美しすぎるこの狼がここで死ぬのはもったいない。そう感じたからこその行動だった。

　俺が動くと狼も俺に気付いて威い嚇かくする。でも俺は気にせず近付いて罠を外そうとする。

　そして狼は思いっきり俺の腕に噛み付いた。当然のことだと思う。いきなり現れた自分を殺すかもしれない相手に会えば当たり前の行動だろ。

　ただこの牙めっちゃ痛ってぇ！　犬や猫に噛まれたことはあるが、ここまで痛くはなかったぞ！　本気で食い千切ろうとしてるなこいつ！

　それでもまぁ痛いのを我慢しながら罠を外したら、すぐに離れた。

　たださっきの罠のダメージのせいか、後ろ足を気にしながらこちらをじっと見ている。

　だから俺はこいつの後ろ足に向かってポーションをぶっかけた。

　かかった後すぐまた威嚇を始めたが、足の傷が治ってるのに気付くとまた不思議そうな顔をしているように見えた。

「ほれ、さっさと逃げな」

　そういった後、俺は牧場に向かって帰る。普通は野生の獣に背中を見せてはいけないが、さすがに今回は襲われたりはしないだろう。

　少し歩くとガサガサと音がしたので振り返ってみると、もうその狼はどこかに行ったようだった。










狼に連れ去られて冒険が始まりました




　狼を助けたその日の夜。

　なんとなく眠れなくて窓から月を見ていた。思い出すのはあの綺麗な狼のことばかりだった。

　まさかあそこまで綺麗な生物が存在するとは思ってもみなかった。

　ウトウトとしてきたのでそろそろ寝ようかと思った時、狼の遠吠えが聞こえた。

　牛と馬が襲われる危険があるので慌てて着替える。

　俺には戦闘能力が皆無なので、牛や馬が全て舎にいるかをチェックするのが俺の仕事になる。

　それが終わったら外で狼が来ないかを警戒する。昼間は助けたが、牛や馬を襲うならこっちだって戦うしかない。

　ただやけに遠吠えが多くないか？　あっちこっちから聞こえてくる。

　まぁいいか、まだ被害が出たわけではないようだし、狼を見たという報告もない。

　このまま何事もなく過ぎるというならそれでいい。

　人間同士の喧嘩ぐらいならどうとでもなるが、殺し合いはしたことないんでな。それに狼に食われて死ぬのも嫌だし。

　そう思いながら牛舎の前を陣取っていると、なにかが吠えた。

　吠えた方を見るとあの狼がいた。

　非常に綺麗な目をした漆しっ黒こくの狼。瞳は月のように金色に輝き、漆黒の体毛は夜の暗闇であろうともはっきりとわかるほどに深い。

　昼に会ったとても綺麗な狼が、群れの仲間だと思われる狼たちと共にいた。

　夜の闇に紛れて金色の瞳だけが相手の位置を教えてくれていた。瞳の数を数えるだけで十匹以上いると思う。

　これじゃ勝てない。死ぬ気もないが、牛と馬たちと食われるわけにもいかない。

　さてどうしたもんかな？

『こんばんは、いい月夜ね』

　声が聞こえた。凛としたハスキーボイスで多分、俺に聞いてきた。

「ええ、いい月ですね」

　とりあえずそう答えるしかなかった。多分こいつらはかなり上位の魔物だ。

　魔物は基本、人語を話すことはない。

　理由は二つ。一つは人語を話すのは長命種であり長い時間をかけなければ覚えることはないから、もう一つはただ単に人間を見下しているというものだ。

　長命種、有名なところではドラゴンや悪魔なんかが多いが、どれも人間なんて取るに足らない相手でしかない。相手になるのはそれこそ『勇者』くらいなもので、その他の人間では国一つ分集まっても勝てないらしい。

　そんな奴が俺になんの用なんだか……。

『今日はあなたに質問があって来たの』

「質問ですか？　自分に答えられるものでしたらなんでもどうぞ」

　とりあえず下した手てに出ないと一瞬で殺される。

『あら、素直なのね。ではさっそく聞かせてもらうわ。あなたはなんで私を助けたの？　貴重なポーションを使ってまで』

　さてどう答えたものか。

　素直にあなたが綺麗だったので、なんて言って信じてもらえるとは思えないし、かといって適当な嘘をついたらそれはそれで殺されそうだし。

『早く答えなさい。私はそんなに気が長くないの』

　やっべ、これはさっさと答えないと。一か八かで正直に答えるしかないか。死んだら死んだで諦めよ。

「あなたがあそこで死ぬのはもったいないと考えたので助けました」

『もったいない？　なにがもったいないと思ったの？』

　後ろ足で頭掻かきながら聞くのはやめろよ、余裕丸出しかよ。

「綺麗なあなたがあそこで死ぬのはもったいないと感じたので助けました」

　その言葉を聞いて狼はピクリと耳を動かした。そしてやけに匂いを嗅ぐような仕草をしたと思ったら急に笑い出した。

『なによその理由。人間が私を綺麗だと思ったから助けた。長いこと生きてきたけどそんな理由で助けたのはあなたが初めてよ！』

　そう言って思いっきり笑ってるところすみませんけどね、そっちのお仲間の一部が思いっきり威嚇してきているのをやめさせていただけませんかね？　めっちゃ怖いんですけど。

『本当に面白いわ。あの遊びで助けた数少ない人間の中でも特に稀な部類よ、あなたは』

　へ、遊び!?　あれ遊びだったの！　なんだよそれ。助ける必要なかったのか。

　それにしてもよく信じたな、綺麗だって言ったところ。

『ねえ、私あなたのことを気に入ったわ。名前は？』

「え、あぁ自分は――」

『畏かしこまって言わなくていいわ』

「……俺はリュウだよ、ただのリュウ」

『リュウね……珍しい名ね。リュウ、今からあなたは私のものよ。異論は認めない』

　…………はい？

　狼は仲間になにか伝えると他の狼たちがキャンキャン鳴いてたけど、狼が黙らせた。なに、これからどうなるんだ？

「えっと、私のものって一体？」

『そのままの意味よ。今からリュウを私のペットとして連れて帰るということよ』

　はあ!?　なんだよ、その突然すぎる展開は、俺をペットとして連れて帰るとか。

『じゃ行くわよ』

　そう言って大型犬ほどの大きさから十メートルぐらいの大きさまで巨大化して俺を咥くわえようとしたので慌てて聞く。

「ま、待てって！　どこに行くんだよ！　せめて荷造りぐらいはさせろ！」

『荷物なんて邪魔になるだけだから要らないわよ。それとどこに行くかはすぐわかるわ』

　そのまま俺を咥えて、どっかに走り出したのだった。

　……マジどうなるんだろ、俺。
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　こうして始まった俺の冒険。今の状況はデッカい狼に咥えられ、どこかに移動中です！

　……いや～なんだろう。ここまで不思議体験になるとハイテンションになるのはなんでだろ？

　どこに向かってるのかも全然わからないし、とりあえず聞いてみるか。

「あの～俺は一体どこに向かってるんでしょう？」

『森よ』

　どこの森だよ。

「どこの森でしょうか？」

『この大陸の中心の森よ。人間たちがあの森をなんと呼んでいるかは知らないわ』

　大陸の中心の森？　確かそこって……。

「確かそこって高位ドラゴンやら高位の精霊とかが住んでる森のことではないですか？」

『そうよ。それからいい加減その言い方はやめて。気に入らないの』

　あ、すみません。だから俺を咥える力を強くするのはやめて。地味に怖いから！

「わかったやめる。けどなんでだ？　高位の魔物はプライドが高いって聞いたんだが？」

『……ただの私の性格。みんな私に遠慮してつまらないから、ペットのあなたにまで気を使われるのは私も疲れるのよ』

　ふーん、結構さばさばした性格というか、気を使われるのが疲れるって魔物でも同じなのか。

「意外だな。もっとこう、なんていうんだ？　傲ごう慢まんというか人間を見下すイメージがあったからやっぱり意外だ」

『あら、それは間違ってないわ。人間なんて私たちより短い命だし、力もない。そんな存在見下すなって方が変よ』

「じゃあなんで俺はいいんだ？　ただ気に入ったってだけで」

『……なんとなく、よ』

　なんとなくって答えになってない。

　でもま、なんとなく気に入った奴と一緒にいたいってのはわかる。俺もひとりぼっちで友達は犬猫だったという悲しい過去を持った寂しい人間だし。

『もうすぐ着くわ』

　ん？　ああ、本当だ。『大森林』だ。




『大森林』、正確には『大陸中央精魔龍の大森林』だ。

『精霊』『魔物』『ドラゴン』の三さん竦すくみがいる非常に巨大な森。

　大森林は国によって呼び方は違うらしいが、大体は『大森林』で通じる。

　基本的にさっき言った三種は仲が悪いといわれている。

『精霊』は樹木や湖、大地などからひょっこり生まれるらしい。精霊の本体となる樹木などは、人間には切り倒すのは難しいが、昆虫型の魔物に喰われたり寄生され苗なえ床どこにされたりすることもあるらしく、魔物を嫌っている。

『魔物』は獲物を食らい繁殖するので、最も生物に近いといわれている。獣、鳥、昆虫、魚類型と種と数が多いのも特徴の一つだ。ただ生物に近い分、種が違うと獲物にされる。魔物の中でも食物連鎖が存在するのだ。

　最後に『ドラゴン』だが、俺はよく知らない。ドラゴンも魔物同様に繁殖はするらしいが、生物の進化によって生まれたのではないらしい。歴史的に見てもドラゴンは突然現れ、その強大な力で町や国を滅ぼすらしいが、理由は不明だとか。

　そして俺は、英雄どころか戦士でもない。平民の俺が暮らせる場所になるのだろうか。

　……即死しないよな？　俺。
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　そして着きました！　大森林!!　しかもすごく深いところで下ろされる。なにもしてないのに涙出てきた……。

　しっかし本当にデカい森だ。森に入ってから数分かかった。

　ま、今は目の前の連中に集中しないとダメか……。

　目の前にいるのは狼の群れ、数は……ざっと二十匹……いや、俺を拉致ってきた連中も含めれば三十五匹ってとこか。

　結構多いな。普通の狼の群れなら少なくて三匹、多くて十匹いるかいないかってところなんだが、一番多い状態の三倍以上となると、ここのボスがかなり強いか、ただ単に大家族なだけか……判断を間違えたら集中攻撃をくらうはめになるかも。

　特にヤバそうなのは少し白髪が入った真ん中の一番デカい狼。多分あれがボスだ。

　あぁ、マジでヤバい。なにがヤバいって俺を取り囲んでみんなで威嚇してるんだよ、すでに。

『娘よ、その人間はなんだ？　なぜここに連れてきた』

『私が気に入ったので連れてきました』

　この二人、親子だったんだ。そして俺、気まずい。

『理由を聞いている』

『私が気に入ったからだと言ったでしょう、それが理由です』

『理由になっていない!!』

　っだ！　なんだよ今の。ボスの視線をぶつけられただけでかなり痛かったんだけど!?

　そして娘の方はさらっとどこまで強いんだよ！

　やっぱりダメだ、この森で生きてく自信ないよ……周りが強すぎる。

『おい、貴様！　貴様は娘とどこで知り合った！』

　俺に矛先が向いた！　どこって……。

「職場の牧場で知り合いました！」

『どうやって知り合った！』

「罠に掛かっていたとこを助けたのがきっかけです！」

『娘は人間の作った罠などすぐ壊せるわ!!』

「罠に掛かったふりをする遊びだと、この狼は言ってました!!」

『またそれか……』

　あ、なんかボスのテンション下がった。途中まで変なテンションだったけどなんか落ち着いた。

　って狼や、その目はなんだ？　そして鼻先でツンツンするのはなんだ？

『余計なことは言わないで』

　余計って、仕方ないじゃん。お前の親父さん怖いし……。

『とにかくそれは元の場所に返してこい』

　……本当に娘が勝手にペット拾ってきて困ってる父親じゃん。

『嫌です』

『……それがなんの役に立つ？　力もない、魔力もない。そんな存在を引き入れてどうする』

『これは〝調教師〟です。これならお祖父様の具合も少しはよくなるかと』

　するとボスは俺の方を見た。なにか品定めをしている様にも見える視線。それに狼の爺さんの話も出てきたし、なんか訳有りみたいだな。

『これがお義父様を救うとでも？　お義父様は寿命だ。その人間でも救えん』

『それを知るために連れてきたのです』

　よくわからないが、狼の爺さんは死にかけているってとこか？　その理由を知りたいために拉致った、ってことでいいのかね？

　ま、とりあえずこの会話に参加しないと次にいきそうにないな。

「親子喧嘩中悪いが、その爺さんに会わせてくれないか？　俺がそいつを診断してみればいいんだろ？」

『貴様、生意気な口を!!』

「俺を連れてきたこいつはその爺さんを助けられるなら助けたい。でもあんたが言うように寿命なら俺にもどうしようもない。ならとりあえず診せてほしい」

『リュウ？』

　狼は俺を不思議そうに見てるがこいつが一番手っ取り早い。

『……ならやってみせろ。その代わり診た後は消えろ』

「構わない。でも情報が欲しい。お前らの種族、その爺さんの歳、あと、いつからその状態になったか教えてくれ」

　ボスは舌打ちしてから背を向けると、『来い』とだけ言った。
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『ねぇ、あんなこと言って大丈夫なの？』

「大丈夫ってなにが？」

『お父様にあんな大口叩いて』

「とりあえず診てみないとわからない。それより情報をくれ。お前らの種族はなんだ？」

『フェンリルよ』

「……予想はしてたが、やっぱり伝説の魔獣かよ」

　神喰狼フェンリル。現代においてもはや伝説の中でしか知られてない魔獣。

　伝説にはその爪で全てを切り裂き、その牙で命を喰い殺すと書かれている。

　まさかそのフェンリルが一種族として繁栄してるとは思ってもみなかった。

『知ってるの？　私たちの生態を』

「まさか。知ってるといってもおとぎ話や伝説がいいところだよ。たった百年も生きられない人間が、伝説になるような存在をどうやったら調べられると思うんだよ」

『自信があるように見えたからよ。だからてっきり私たちの生態でも知ってるのかと思って』

「自信があるように見えたんなら、それは調教師としての自信だろ。生態を知ってるからじゃない。それよりその爺さんの症状といつからそうなったのか教えてくれ」

　まずは情報だ。全てはそこからだ。

『原因はみんなわかってるわよ………』

　わかってる？　なのに治せない？

「どういうことだ？」

『簡単よ、お祖父様の不調の原因は魔力不足。しかも私のせいでね』

　あぁ、なんとなくわかった。

　となると治療法は……。

『着いたぞ』

　ん？　あ、この狼か。

　確かにすんげぇ歳を食ってるな。

　全身白髪だけど目力は強い。が、その肢体はガリガリに痩せ細っている。寿命だと言われてしまうのも仕方がない。

　ただ色々と言わせてくれ。なんで病人を地べたに寝かせてる。いや、なにもないからこうするしかないのだろうが。

『……何者だ？』

　よろよろと起き上がろうとする爺さんを、慌てて隣にいた白髪の狼が支えた。

「初めまして、爺さん。俺はあんたの孫娘に連れてこられた調教師だ。あんたの病気を治しに来た」

『これは治せん。わかるじゃろ』

「治せるよ、爺さん。といってもあんたがそこまで死にたいのなら治さない。俺は患者の意思に流されやすい性格でね、よくやぶ医者扱いされるクズだよ」

　この言葉にぎょっとしたのは俺を連れてきた狼だった。

　この爺さんを助けたくて連れてきたのに、治さないと言ったようなものだと感じたのだろう。

『ほら見ろ。所しょ詮せん下等な人間の言うことだ、我々を騙だます気なのだろう。娘よ、これを元の場所に返してこい』

『待ってください、お父様!!　この人間は死にたいのなら、と言いました。つまりお祖父様が生きたいと言えば治すのですよ!!』

　隣でまた親子喧嘩が勃発したようだが、俺には関係ない。

　どうする爺さん。

『…………本当に治せるのか？』

「治せる」

　俺は自信満々に言った。治せないものを治せる、と言うほど愚か者じゃないさ。

『なにが望みじゃ。人間は欲深い』

　お、話が早くていいね。

　もちろん望みはあるし、欲も深い。

「望みは簡単だ。しばらくこの群れに居座らせてもらう。それが望みだ」

『理由は』

「生態調査さ。伝説の魔獣を近くで観察しながら生きるならこれ以上ない環境だ。もちろん他の人間たちに公表する気はない」

　最後のはこいつらへの配慮ってわけじゃなくただの独占欲だけどな。

『本当じゃな？』

「くどい」

『では頼んでみようかの』

『お義父様!?』

『お祖父様!!』

　親父さんと狼が真逆の反応で面白い。

　でもま、とりあえず治療に入りますか!!

「あ、ところで爺さんの牙は健在か？」

『当たり前じゃ。身体は弱ろうと牙は死後も生きる』

「大丈夫ならいいんだ」

　てか死後も生きるってどういう意味だよ？　ま、なんかの比喩かもしれないけど。

　とりあえず準備だ、準備。ズボンに入れてたろくに切れないナイフで左腕の毛を剃る。次に消毒をしたいんだが……酒もないし水で綺麗に洗うか。簡単な魔法なら使えるし、自分で水を出して洗う。

　これ、結構野蛮な治療法だが、フェンリル達は気にしないだろう。

　なんたって野良だし、野生だし。

　あと、外野のフェンリルたちはじっと俺を見るな。

「それじゃ治療始めんぞ、爺さん」

『儂わしはなにをすればいい？』

「簡単簡単。俺の腕を噛んで血を流させろ。そしてその血を飲め」

『それだけか？』

「それだけ」

『ふん、嘘臭くさい』

『お父様!!』

　まぁそりゃ、そういう反応は当然だよな。

　でもな親父さん、俺が血を流せたらこれがどれだけ手っ取り早い治療かすぐにわかる。

「早く噛めよ、爺さん」

『うむ』

「あ、骨は砕くなよ」

『わかっている』
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　そして爺さんは俺の腕に噛み付いた。

『こっこれは!?』

　流れ落ちる血に混じって大量の魔力が嵐のように周囲に溢れ、木々が激しく揺れ、暴れながら爺さんの口の中に吸い込まれていく。

　あぁ痛ってぇ。マジ痛ってぇ。

　けどわかったろ。俺の血肉には大量の魔力がある。

　流れた血の量だけで伝説の魔獣の魔力不足を補えるほどの魔力が。

『ちょっと、どういうこと！　これほどの魔力があるのに『調教師』だなんて。これほどの量ならっ！』

　驚く狼の娘に軽く説明する。

「勇者以上だよ、まぁ訳有りだけど」

『訳有り？』

「そう、訳有り。簡単にいうと魔力量が多すぎて身体の方がついてこれない。全力で力を使えば俺の身体が爆散する」

『つまり魔力量が多すぎて逆に力が出せないってこと？』

「そうそう。普通は訓練やら修行やらで魔力が上がっていくはずなんだが、俺は生まれつきこんな魔力量でな。しかも歳を重ねるごとにまた魔力が上がる。おかげでガキの時はよく体調を崩してた」

　ためきれない魔力は熱になって散らされるが、おかげで親に心配ばかりかけてた。

　そして狼に説明する。

「だからこの機会にここで身体でも鍛えようかと思って」

『ここに住むことを条件に？　生態調査のことを言った時は嘘の匂いはしなかったけれど、そっちが本命かしら』

「まぁねぇ。でもお前らに興味があるのも本当」

『食えない人間』
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　爺さんが俺を噛んで数分後。

『もう大丈夫じゃな』

　そう言って俺の腕から口を離した。

　爺さんは立ち上がり身体を振るわせた。毛並みも初めて見た時より艶もあるし、肢体も力強く地面を踏み締めている。

　といっても、病み上がりなのは変わらないので、念のため触診したがなんともなかった。

「流石さすが伝説様だ。魔力を補っただけで、ここまで回復するとは」

『お主の魔力がよかったからの。それよりその魔力を使いこなしたいと』

「ああ、俺自身使ったらどうなるのかわからないから、町や近くの森で特訓するわけにもいかない。ここなら人も滅多に来ないだろうし、いい修行場になる」

『それは構わん。しかしまずはここで生きていく力を手に入れんといかん。でなければすぐに死んでしまうぞ』

　え、そこからなの？　俺の修行って、そっから始まるの？

『お義父様！　それはいけません!!このような人間を群れに入れるのですか!?』

『なにを今更。儂を助ける代わりに儂らの群れに身を置くのが条件じゃったろ』

『それはそうですが、この人間はあまりにも危険です！　あの力が我らに向けばこの群れは!!』

『今ここで殺しておいた方が!!』

　狼の爺さんに、狼の父親や他の狼達がそう言い放つ。

　やっぱり納得しない奴も出てくるか。

　どう説得するかなぁ。

　すると爺さんからとんでもない殺気がっ。

『貴様、儂の命の恩人を殺すと言ったか？』

　なにこの殺気。向けられてない俺もめっちゃ怖いんですけど!!

　って逃げるな、外野の狼ども!!　いや本当逃げないで、本当に怖いんだって!!

『やっぱりお祖父様は凄いわ、これほどの殺気を放つなんて』

「お前の爺さん、何者だよ」

『お祖父様は初代フェンリルよ。修行と進化を繰り返すうちに今の存在になったそうよ』

　初代か、納得。

　そりゃ強いに決まってる。

　だって親父さん完全にビビってるし、周りの連中が逃げ出すわけだ。

「なぁ爺さん。ここで生きていくのに必要な力はどのぐらいなんだ？」

　とりあえず話を切ろう。このまんまだと話進まん。

『む、必要な力はかなり多い。しかも人間のままでは我々の領域まで多くの壁があるぞ』

「人間を辞めろ……か。ま、いいよ、別にそのぐらいなら」

『案外あっさりしてるのぉ。恐ろしくないのか？』

「怖いか怖くないかの二択なら怖いよ。でもなにもできずに死ぬよりはましだろ」

『平然と言うのぉ』

　苦笑いしながら爺さんは言った。

　狂ってるのは自覚してる。

　でもやっぱり力は欲しい。そのぐらいいいだろ？　男なんだからさ。

『まぁよい。力は持っていて損はないからの、欲しけりゃ持っていくがいい』

　やっぱり楽だわー。魔物は力を得ようとすることに疑問を持たないし、なぜ得ようとするかいちいち小うるさくない。

「そんじゃ稽けい古こでもつけてくれるのか？」

『まだダメじゃ。今やったら一秒も持たん、まずは身体作りからじゃ』

　そりゃそうか、とりあえず今後の方針が決まっただけでもいいか。
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「ところでさ、お前のことはなんて呼べばいいんだ？」

　爺さんの話が終わった後、俺は俺を連れてきた狼と一緒にいた。

　詳しい話は親父さんのお仕置きの後となった。

　ただ俺へのお目付け役は必要だということで俺を連れてきた狼が選ばれ、話が終わった後も一緒にいた。その時に、ふと思ったことを口に出していた。

『そうね……お嬢様、かしら？』

「畏まったのは苦手じゃなかったのか」

『ここではそう簡単に呼ばせるわけにもいかないのよ。《名》はとても大事なものだから』

　そうなんだ、知らなかった。

　魔物に《名》を与えるのはその存在を肯定する行為になるらしい。その際名付け親は与えられる側に魂の一部を分け与える、とまで言われている。

　実際下級の魔物を使って様々な魔物と契約しようとした者もいたらしいが、そいつらは使役する前に魂が朽ちて死んだ。

　魔物によって消費する魂の量は変わるので、様々な魔物の名付け親になろうものなら、魂を全て魔物たちに与えることになるので、とても危険なのである。

　実際、魔物に《名》を与えるのは禁忌とまで呼ぶ国もある。

「それじゃあ……お嬢でどうだ？　あんまり畏まってないだろ」

『う～ん。ま、無難じゃない』

「そんじゃ今からお嬢で」

　決まったな。

　やっぱり呼び名がないと不便なんだよ。

『私はリュウって呼び続けるから』

「ああ、問題ない」




　で、その次の日の朝から修行が始まることになった。

　内容はお嬢たちと狩りをすることだった。

　俺に合わせて弱い魔物『豚頭魔獣オーク』が今回のターゲットらしい。

「てか、狩りそのものが初めてなんだけど……」

『人間は狩りをしないの？』

「するっちゃするが……」

　だってほら、俺平民だし……調教師だし。

　狩りをするのも『狩人』とか『騎士』の戦士職の連中だし。

『人間ってそのショクギョウを気にしすぎじゃない？』

　……そうかもな。でも俺は違うぞ。調教師だけど頑張ってますよ。

「でも武器になりそうな物ぐらいはくれよ。俺、丸腰だぞ」

『それは大丈夫よ。お祖父様からこれを貰ってきたわ』

　そう言って取り出したのは……牙の欠片かけら？

「これなんの牙だ？」

『お祖父様の牙よ。お祖父様はこれもお礼に渡せと仰っていたから』

　爺さんの牙？　これ希少どころの値打ちじゃないぞ。

　大きさは短剣ほどか？　長過ぎなくて使い勝手はよさそうだな。

「あとで爺さんに礼を言っとかないとな」

『そうね。でもオークをお土産にした方がもっと喜ぶと思うわよ』

　はいはい、狩りをさせたいのね。りょーかい。

　そんで早くも森の入口付近。

　オークの居場所はお嬢のお供が索敵してくれるので楽なのである！

『その内リュウ一人でできるようにならないとね』

　……その内な、その内。

　まずは身体作りだし。

　で、しばらく歩くとオークが六匹いた。

　こうしてオークをまじまじと見るのは初めてだ。本当に豚が二足歩行してる！

『リュウ。あなたはオークを一匹仕留めることができればいいわ。他のオークは私たちが仕留めるから一匹に集中しなさい』

「ありがとう。助かる」

　それじゃ、どのオークがいいかね。ある程度知能があるのか、武器持ってるんだよな。

　といっても棍棒程度だから殴られたら痛そうなくらいか？

　でも相手は魔物だし油断大敵か。できるだけ避けよう。

「攻撃のタイミングは？」

『好きにしなさい』

　俺に合わせてくれるのか。ありがたい。

「じゃ、行くか」

　お嬢たちも駆け出す体勢をとる。

　あ、オークたちがなにか警戒し始めた。やっぱり野生の勘みたいなのはどんな生物にもあるもんなんだな。

　一度呼吸を整える。

　初めての狩り。やっぱり緊張する。けどこれが強くなる第一歩だ!!

　そして草むらから飛び出す。

　って速い！　お嬢たちが速すぎてもう一対一になった!?　どんな速度だよ!!

　相手のオークもビビってるよ！　そりゃビビるよな！

　その内に棍棒を持った腕を切り落とす！　そのまま後ろに回って次は足！　オークも俺が後ろに回ったのを見て避けようするが、その前に軸足を切る！　後ろに倒れる間に次は残った腕を切る！　オークが驚いているように見えたが、気にせずラスト、首を切り落とした。




「はぁはぁ」

　なんとか一匹仕留めた。怪我とかはないけど、やけに疲れた。これが死ぬかもしれないプレッシャーか……。

『随分バラバラにしたわね』

「お嬢……」

　ヤバい。起き上がるのもしんどい。

『全く。運ぶの大変じゃない。頭は置いていっていいけど』

「あぁ、考えてなかった。わりぃ」

　安全に殺すことしか考えてなかった。

『最初に頭を切ればよかったのに』

　そうぶつぶつ言わないでくれ。

　こっちだって必死だったんだよ。

「あぁ疲れた」

　とりあえず帰ろ。このオークたちは食料として持ち帰る。

　お供二匹もオークを回収している。

　だから俺もオーク一匹を担いで帰った。
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　朝食の時、ちょっとした問題が起きた。

　問題とは飯である。

　食料はある。正確にいうと朝、狩りで獲ってきたオークだ。

　しかし調理道具も調味料もない。

　つまり全部生なま。マジこのまんまだと腹壊す。

　せめて火ぐらいは通しておきたいが、フライパンもない。焦げたところを払って食うしかないのか……。

『人間って不便ね』

　おのれ野生！　調理は文化の象徴だぞ！　美味うまいんだぞ！

　と言っていても仕方がない。洗った棒を串代わりに肉を焼いて食うしかないので、そうやって食った。

　なんか少しずつ野生児になりつつある気がする。




　飯を食って少し時間が経つと爺さんに呼び出された。

　よくはわかんないが、修行に関することらしい。

「爺さん、来たぞ」

『おお来たか、リュウ』

　嬉しそうに尻尾を振る爺さん。俺を孫かなにかと勘違いしてないか？

「爺さんいいのか、俺ばっかり贔ひい屓きにしてさ？　よく思ってない連中も多いぞ」

『構わん。儂が引き入れたのじゃ。文句があれば儂に勝たねばならん』

　爺さんに勝つか。そりゃ無茶だな。

「で、修行に関することってなに？」

『それはこれじゃよ』

　そう言って鼻先で転がしたのは木の実だった。

「これでなにすんだ、握り潰せとか？」

　触った感じそんな硬くもないが……。

『いやいや、それを食って『耐性』を付けてもらおうと思ってな』

　あぁ『耐性』か。つまりこれ毒のある実なのか。

『人間はそういった毒を少しずつ体内に取り入れることで耐性を付けると聞いた。ならばリュウも同じことをすればよいと思ってな』

　確かに『耐性』、もしくは『無効』といったスキルは、一人で行動する俺には必須。手に入れておいた方がいい。

「ありがと、爺さん。ただこの実、そんなに強い毒じゃないよな？」

『安心せい、腹を下す程度じゃ』

　爺さんが言うなら大丈夫か。

　そう思ったので俺は自ら毒を食ったのだった。




　夜になるちょっと前、修行という名の狩りが再び始まった。

　今夜の獲物は『雄鶏魔鳥コカトリス』だと。

　朝は豚肉、夜は鶏肉か。

　ちなみにコカトリスは昼間はかなり厄介な相手になる。魔眼持ちなので見られると石化するし、尾の蛇は毒蛇だしでかなり面倒臭い。

　しかし弱点もある。

　まずはコカトリスは鳥目だということ。次に鶏にわとりだけに飛べない。最後に尾の蛇は弱く、不意討ちでもして噛まれる前に殺せばいい、ということ。

　だが更なる問題は俺一人で仕留めろというところ。

『リュウ、大丈夫？』

「大丈夫じゃない」

　大丈夫なわけないだろ。朝のオークだって初めての狩りだったってのに、ギルドのＢ級冒険者のパーティーが仕留めるような大物相手だぞ？

　それを初心者の俺が仕留めろだなんて……。

『手伝ってはいけませんか？　お祖父様』

『ならん。不満ある者には力を見せるのが早い』

『しかしリュウは私のものです』

『それでもじゃ』

　お嬢が心配するとは、それだけの相手になるのか。

『いざという時は助けに入るわい』

　なら最初からいてくれ。

『ほれ、いたぞ』

　あー本当にいたよ、デッカい鶏が！

　今は寝てるからいいけど起きたら手が首まで届かないなありゃ。

　えっと尻尾の蛇は……いたいた、まずあれを倒すか。

　蛇は切ってもしばらくは生きてるらしいし、頭を刺して殺してから本体の鶏を攻撃するか。

「じゃ、行ってくる」

『死んだり石化しちゃダメよ』

　お嬢が俺の顔に頬を擦すり付ける。

　こんな状況だけど、お嬢の毛並みはスッゲー気持ちいい。

「わかってる。死ぬのも石化もごめんだからな」

　さて……一狩り行きますか！

　茂みから一気に飛び出し蛇に向かっていく。

　って本体より蛇の方が先に起きた!?

　まぁいい、どうせ俺の狙いは蛇だからな！

　蛇の首を掴んで頭をブッ刺して殺した。毒にさえ気を付ければ弱いんだな。

『キェェェェーーーーーーーー！』

　鶏が怒った！　いや当たり前か、自分の尻尾切られれば当然怒るか。

　でもこっちだって死にたくないんだよ！

　さて次はどうする。相手は怒ってるし、鳥目で向こうからあまり見えてないとしても危険なのは変わらない。

　ならまず狙うのは足！　鶏なら飛べないはず。動けなくなったところで狩る！

「オラ！」

　足狩りだ！　て、跳ぶな……って飛んだ!!　鶏のくせに飛んだ!!

　マジかよ、鶏のくせに飛ぶのか……こうなるとどう攻撃したもんか。って痛ってぇ！　なんだ今の。風で皮膚が軽く切れたのか。

　つまりあいつ魔法も使えるのかよ!!　とりあえず木陰に退散するか。

　木陰から様子をうかがうと、まだ空にいやがる。

　となると、こっちも長距離攻撃ができるようにならないとどうしようもない。

　でもどうする？　魔法の知識は精せい々ぜい生活を補うぐらいで攻撃にならない。

　俺の使える手札はこの爺さんの牙と、あとは……魔力？　待てよ、この牙に俺の魔力を乗せて攻撃できないか？　よし、やってみよう。

　まず俺の魔力を牙に少しずつ流す。どのぐらい必要かわからないから少し多めに注ぐ。じゃ、あとはぶっつけ本番ってことで！

「そこ！」

　コカトリスの首を切るように牙を振るった。

　すると黒い線が空を斬るように一直線に伸びていき、そのままコカトリスの首に向かう。

　コカトリスは風の魔法で打ち落とそうとしたが、黒い線は風の魔法に影響されることなくコカトリスの首を切り落とした。

　ほ、本当に倒した。

　首を失ったコカトリスが落ちてくる。なんか現実感がない。勝ったけどなにかを得たとは思えない。

『リュウ？』

　お嬢……そっか、見てるって言ってたもんな。

『その、大丈夫？』

「なにが」

『なんというか、寂しく見えたから』

「……大丈夫だろ、多分」

　実感がないだけだろ、あんなデカいのを仕留めた実感が。

　それに今まで生き物を育てる側だったのが、命を奪う側に回ってしまったことに対して少しずつ実感が湧いてきただけ。

　オークの時はただ必死で生き残ることしか考えられなかったが、こうして落ち着くと本当に俺が殺してしまったんだと強く実感した。

『リュウ、よくやったの』

「爺さん」

『これで群れの仲間入りじゃ』

「は、仲間入り？」

『そうじゃ、不満ある者も多いと言ったじゃろ。なので今回の獲物をお主一人で狩ることができれば認めろとな』

「えぇ～」

　そのためにこの狩りをさせたのかよ。

『リュウ！』

　力が抜けて倒れそうになった俺をお嬢が支えてくれた。あぁ柔らかい。気持ちいい。

「お嬢、疲れた」

『全くもう』

　お嬢が俺を包むように丸くなってくれた。うん、暖かくて気持ちいい。

「じゃお嬢、おやすみ」

『え、ここで寝るの？』

「寝る」

　ため息が聞こえた気がするが、気にせず寝た。







［閑話 Unknown］




　私は笑う。

　なぜと聞かれたら、嬉しいから。

　私の大好きなリュウが強くなるために頑張り始めたから。

　私はリュウが小さい頃から知っている。

　初めて会った時、リュウの友達が国のために遊べなくなったらしい。

　だから私が代わりに遊んであげた。

　私は普通の人間の女の子のふりをして一緒に遊んであげた。

　私も楽しかった。

　こんな風に遊ぶのはどのぐらいぶりのことだったろうか？

　とにかく、毎日夕方になるまで遊び続けた。

　ある日のこと、リュウも力が欲しいと言い出した。

　なんでも友達だった勇者が大怪我をしたらしい。

　魔法使いの友達だった子や騎士団の大人たちが頑張って、どうにか死だけは回避できたそうだ。

　それをきっかけに、リュウも力を欲しいと言うようになった。

　自分だけ町で親を手伝うのではなく、その友達だった子たちのためにも強くなりたい。

　リュウは泣きそうな顔をしながら言った。

　でもリュウの適性職業は『調教師』。たとえ強い獣を従えたとしても、魔物が相手では一瞬しか時間を稼ぐことはできないだろう。

　だから私は一つの提案をした。

　私がリュウの『従魔』になると。

　リュウは私が人間でないことに驚いたが、すぐ受け入れてくれてまた嬉しくなった。

　その後、私と契約することでどんな力が手に入るかと、どんなリスクがあるかを言った。

　もちろんリスクは事細かに伝えた。

　下手をすればリュウの身体と魂はもたない。

　だからできれば諦めてほしかった。でもリュウは諦めてくれなかった。

　正直不安だった。だからリュウが契約を成功させた時は驚いた。

　私の魔力を狙って様々な人間が契約に来たが、みんな私の魔力に耐え切れず死んだ。成功しても狂ったり壊れたりした。

　でもリュウは成功しても狂ったり壊れたりしなかった。私の魔力で熱が出やすくなったが、問題というほどの問題は出てこなかった。

　流石にリュウの魂が気になって調べたら驚いた。

　リュウの魂はとても大きく力強く輝いていた。

　長い時間生きてきたが、これほど強い魂は初めて見た。

　そして確信した。

　リュウは勇者より強く、大きくなると。

　リュウ、あなたはきっと私より凄い存在になるよ。

　だから頑張って。初代フェンリルは少しずつ強くなったからきっといい目標になるよ。

　私もいざという時は助けてあげるね。

　だから頑張ってください。応援してます。







［閑話 side 勇者］




　私はティア。職業『勇者』。

　私たちは久し振りに帰ってきた。

　大規模な魔物の軍勢を討伐してきたので心身共に疲れた。

　でもきっと『勇者』の私はそんな弱音を吐くことも許されない。

　そんなことを言ったら騎士団の士気が下がり、危険が増す。

　だから毅然とした態度をとり続ける。

　私は負けてはいけない。全ての戦いに勝ち続けなければならない。

「大丈夫か、ティア？」

　私に声をかけたのは幼馴染のタイガだ。

　職業は『賢者』。私と長い間一緒に戦ってくれている戦友でもある。

「大丈夫ってなにが？　タイガ」

「今回の戦いでも先陣を切って戦ったんだ。少しは休みを入れた方がいい」

「ダメよ。私は勇者、みんなのために先陣を切るのは当たり前」

「休める内に休むのも仕事だ」

「それは普通の戦士がすること。私には必要ない」

「……なら僕一人でリュウにでも会ってこようかな」

「リュウに？」

　私が振り向くとタイガはニヤニヤした顔で私を見た。

　また引っ掛かったと思っているのだろう。

　リュウは幼馴染の中で唯一普通の人間だった。

　職業は『調教師』とあまりいい職業ではないが、私たちのように戦場を駆けることがない分、平和に過ごしている。

　彼は少し不思議な感じがした。

　いつ私たちに会ってもなんてこともなく受け入れてくれる優しい人。一方で、成長し、教会の中で強くなってきた私たちの周りは色々変わってしまった。雑貨屋のおばさんも精肉店のおじさんもみんな、子供の私に敬語を使うようになった。もっというと私の親戚を名乗る大人がいっぱい出てきた。叔父さん、叔母さんなら昔から知ってる。でも叔父さんの叔父さんとかは知らない。

　そんな人たちがいっぱい現れた。

　でもリュウは変わらず私たちにタメ口だし、特に気を使っているようには見えない。

　そんなリュウは私が弱音を吐ける唯一の人だった。

「どうするティア。僕は行くけど」

「……私も行く」

「なら一緒に行こうか」

　そうね。少しなら問題ないわよね。

　久々にリュウに会えると思うとすごく嬉しかった。




　私たちはリュウに会うために町外れの牧場に向かって馬に乗っていた。

「さて、今回はリュウにどんな話をしようか」

「いつもの下らない笑い話でいいでしょ？」

「え～、たまには別な話をしようよ。いつも同じ話じゃリュウも飽きると思う」

「ならどんな話にするの？」

　リュウはプレゼントよりこういった話の方が好きで、よく笑いながら聞いていた。

　だから今回はどんな話をするかで盛り上がっていた。

　話をしながらだったせいか、牧場にすぐに着いた。

「こ、これは勇者様。今回はどうしましたか？」

　牧場主のおじさんが焦りながら聞いてきた。

　ここに来る理由はいつも同じなので、普段はこんなことを聞くことはない。

「おじさん、リュウは？」

「それが、その……」

　歯切れが悪い。もしかしてリュウになにかあった？

「リュウになにかあったの？」

「あったというか、なんというか……」

「はっきり言って」

「ティア、落ち着いて。おじさんも、そんなにビクビクしないで話してもらえないかな」

　タイガが落ち着かせるように言う。少しきつく言いすぎたかもしれない。

　おじさんは一度深呼吸すると不安そうに言った。

「リュウは……行方不明なのです」

　行方不明？　リュウが？

「行方不明、ですか？」

　タイガが聞いた。

「はい」

「一体いつからですか？」

　そしておじさんはポツポツと話し始めた。

「二ヶ月ほど前に狼が牧場に現れたのですが、その時にリュウも……」

「狼に襲われたとかは？」

「全くそんな形跡はありませんでした。ですから余計わからないのです！　リュウは毎日真面目に働いていましたし、馬や牛たちに気に入られていたので突然いなくなるなんて!!」

「落ち着いてください！　とにかく襲われたとかじゃないのですね？」

「それは確かかと」

「だってよ、ティア」

　本当にどういうこと？　確かなのはリュウはここにいないということだけ。

「ティア？」

「今日は帰ります。リュウのこと、教えていただきありがとうございました」

「いえ、なんの役にも立たずすみません」




　町に戻る途中。

「タイガ。私、リュウのこと探しに行く」

「ちょっと、勇者の仕事はどうするの!?」

「勇者の仕事のついでに探させてもらうだけ。それなら問題ないわよね」

「まぁついでなら……でもどこにいるかは全くわからないよ」

「だから探すのよ。死んでたら許さない。絶対に見つけ出すからね、リュウ」










旅立ち




　あれからどのぐらい時間が経ったんだろ？

　この森で修行ばっかりしてたから今日が何日なのか全くわからない。

　ただわかるのはなんとなく暑くなってきたことだけ。お嬢と会ったのは春頃だったから、もうすぐ夏になるのかな。

『リュウ、なにしてるの？』

　お嬢が俺を見つけて走ってきた。

「ん？　ただもうすぐ夏だなぁって思ってただけ」

『そうねぇ。夏になれば美味しい獲物が増えて嬉しい季節よね』

　相変わらず飯が一番かよ。

　コカトリスを狩った後、他の狼たちに認められた。

　お嬢の親父さんも渋々ではあったけど認めてくれた。

　それからは少しずつ狩りのアドバイスをくれたり、森を走る時なにに気を付けるかを教えてくれたり、組手の相手もしてくれるようにもなった。

　おかげで大だい分ぶ狩りも上達したし、身体もかなり頑丈になったので感謝しかない。

　そうそう、修行の結果スキルも増えてカード情報も更新された。





名前　：リュウ

職業　：調教師

スキル：身体能力強化、五感強化、第六感、自己再生、威圧、毒無効、麻痺無効、精神攻撃耐性

魔術　：火魔術、水魔術、風魔術、魔力放出






　ただ問題も起きた。

　いや個人的には嬉しいんだが、お嬢がよく俺に身体や顔を擦り付けるようになった。

　どうもこれが親父さんの逆げき鱗りんに触れたらしく、しょっちゅう追いかけ回される。よく『私の大切な一人娘をどうする気だ!!』と本気で殺しに来るので意外とこれが一番の修行だった気がする。

　それと驚いたのは、親父さんは意外と地位が低かったこと。

　一番偉いのは爺さん、二番目は爺さんの奥さんの婆ちゃん、三番目はお嬢のお袋さんで、四番目にやっと親父さんが偉いと。

　だから親父さんに嫉妬で追いかけ回されると、毎度お袋さんが親父さんを踏みつけるってのがお約束になりつつある。

　だからとても楽しい生活だった。狩りして、組手して、寝るだけだが、ただ牧場で働いていた時よりも充実している。

　それでも牧場に残してきた牛や馬たちのことが気になるが、元気にしているだろうか。

　なかには気性が激しくて俺にしか懐なつかなかった子もいたけど、後輩の調教師が気に入られ始めてたから大丈夫だろう。

　先輩達もいるから大丈夫だと思う。

　もう一つ問題がある。

　それは俺の服事情だ。ずっと着ていた一張羅が完全にぼろぼろだということ。

　むしろここまでよく頑張りました、と言いたいが、もう限界だ。

　だから一度町に服を買いに行きたいと感じていた。

「やっぱダメかな」

『なにがダメなの？』

「一度町に行って服を買いたいんだよ」

『そこいらの魔物の毛じゃダメなの？』

「そんな服を作る技術は持ってない。できるなら魔物の毛を使った物の方が頑丈でいいんだけどね」

『なら持っていけばいいじゃない。その服を作る人間のところに』

「それはそれで金が要るんだよ」

『人間ってよくわからない仕組みの中で生きているのね』

　ま、お嬢が言ってることも間違いじゃない。

「とりあえず爺さんに相談してくるか」

『そうね。お祖父様に聞いてからになるものね』




　なので爺さんと相談してみる。

『人間の町か……』

　まあ、それは悩むよな。親父さんが言ってた情報漏ろう洩えいに繋がる話でもあるし。

『やはりやめるべきでは？』

『私もやめるべきだと考えます』

『しかしリュウには大切な問題ですよ。リュウには我々のような毛皮はないのですから』

　発言はお袋さん、親父さん、婆ちゃんの順です。

　普通に爺さんに相談しに行ったのだが、自分一人で決める問題ではないと判断したらしく、フェンリルトップ会談という家族会議が始まった。

『まぁ、そのみすぼらしい姿をしていればいずれぶち当たる問題じゃったか』

『そうですね。ほとんど上半身裸ですし、ズボンの裾もちぎれていたり、穴だらけですからね』

　そう婆ちゃんも言う。

『ふん。獣としては正しい姿ではないか』

『黙りなさい』

　親父さんがお袋さんに踏まれる。親父さん、いい加減学べ。

『お祖父様の知り合いに人間はいないのですか？』

『う～む、流石に人間は……ん？』

『あなた、人間の知り合いはいませんでしたよね？』

　婆ちゃんの問いかけに爺さんはしばらく考え込むと、思い出したように言う。

『リュウ、一つ質問だが、必ずしも人間でなければならない、ということはないかの？』

「ん？　ああ、服さえ買えるならどこでもいいぞ」

　なんだその確認？

『なら知り合いの〝鍛冶亜人ドワーフ〟を紹介してもよいか？』

　ドワーフか。話には聞いたことはあるが会ったことはないな。

「どんな連中なんだ？」

『背は低いが怪力で、手先が器用でな。あやつなら服も作れるじゃろう』

「でも職人気質な奴らは気難しいって聞くぞ。人間だって職人肌の人はそうだったし」

『ま、儂に恩もあるし。素材さえあればこしらえてくれるわい』

　素材さえあればいいならこっちも楽だ。でもどんな素材がいいんだ？

『とりあえず中央の森で服の素材になりそうな物を見み繕つくろうか』

『お待ちください、お義父様。この者一人では我々のことを色々と話すかもしれません』

　親父さん……踏みつけられているのに言う時は言うのか。

『ならば孫に行かせればよい』

『娘を行かせるのですか!?』

『そろそろ世界を見せておくべきじゃろうて』

　つまり俺とお嬢の二人、いや一人と一匹旅になるのか。

『その男とだけは!!』

『いや、行かせる。よいな、孫よ』

『はい！　リュウと共に旅に行って参ります!!』

　お嬢も尻尾ブンブン振っちゃって、まぁ可愛い。そんなに旅がしたかったのか？

『お父様、それは素晴らしい案です。リュウ、娘をよろしく頼みますよ』

『わたくしからもお願いしますね、リュウ』

「はい!!　承知しました!!」

　なんだろう？　お袋さんと婆ちゃんはそう言いながら俺に期待しているような……。

『グルルルルルルゥゥゥゥゥゥ!!』

　親父さん、怖い怖い。

『では儂とリュウは服の素材を集めてこよう。お前と娘は孫にあの術を教えてやってくれ』

『『わかりました』』

　さて、どんな旅になるのやら。




■




　朝、森を出てドワーフの国に行く日。

　親父さんが朝から踏まれていた。

「えっと？」

『ごめんなさいね、リュウ。この夫バカが娘と離れたくないと』

「ああ、なるほど」

　納得した。

　娘を溺愛する親父さんだ。娘が男と一緒に旅するなんて認めるわけないか。

　親父さんが俺を強く睨にらみ付ける。いやそんなに威嚇すんなよ。娘と二人旅する相手が気に入らないのはわかったからさ。

「それでお嬢はまだですか？」

『きっとリュウも驚くと思いますよ』

　お袋さんは笑いながら言った。

　一体なにに驚くのか期待しながら待つと……。

「お、お待たせしました」

　綺麗な女の子が爺さんの後ろからそっと出てきた。

　漆黒の髪に白い肌、胸は少し小さめに見えるが、多分歳は俺より少し下だろうか？

「えっと爺さん、その娘は？」

『くくく、やはりわからんか。ほれ自己紹介せい』

「えっと、本当にわからないの？　リュウ」

　向こうは俺を知ってる？　あと爺さんやお袋さんの反応を見る限り俺も知ってる娘のはず。そしてこの声はよく聞くお嬢の声と同じ……ん？　同じ？　え、てことは!?

「もしかしてお嬢!!」

「ふふ、もしわからなかったら噛んでたかも。でも気が付いたから許してあげる」

　どうなってんだこりゃ!?　お嬢が人の姿になった!!

「人化の術、成功ですね。お祖母様！」
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『ええ、これで少しは人の目を欺くことができるでしょう』

　確かに完成度は高いが……。

「その尻尾と耳は隠せないのか？」

「そこはまだ練習不足だし、出しておかないと落ち着かないのよ」

　へぇ、そんな弱点があったとは。

『リュウ、孫はご覧の通りまだ術を使いこなしているわけではありません。なのでわたくしたちの代わりに守ってあげてくださいね』

「はい。お嬢を守らせてもらいます」

　そう言うとお嬢が顔を真っ赤にして尻尾を振った。

　そんなに喜ぶことかね？

『お父様、これならあれもよろしいのでは？』

『そうじゃのう。だが、ちと寂しくもあるのう……』

『仕方ないですよ、あなた。孫もすでに女なのですよ』

　婆ちゃんが爺さんに顔を擦り付ける。

　一体なんの話だ？

『リュウ、心して聞け』

　いや、本当どうしたの？　こんなマジな空気出してさ。

『これからリュウに我が孫娘の真ま名なを教えようと思う』

　真名？　お嬢の真名を教える？　ちょっと待て。

「爺さん。お嬢の、いや魔物の名前はばらしちゃいけないものだろ？　なんで俺に教えようと思った？」

『その子がお主を強く求めているからじゃよ』

「ペット感覚じゃなかったっけ？」

『そんなちんけな絆なら教えんわい。お主なら問題ないわ』

　そんなに期待されても困る。

　俺は人間だし、お嬢より弱い。

　なのになんでそんなに俺を期待できるのかわからない。

「なんでそんなに俺を信頼できるんだか」

『リュウは自分で感じているより義理堅い。そうでなければ孫をやるわけがない』

「ならお嬢を従魔にしてもいいんだな？」

『一生添い遂げるなら』

　平然と言いやがった。

「なら貰っていく。俺も男だ。責任はとる」

　俺は強気に言った。

「なんか強気のリュウもいい」

　また尻尾を振った。え、強気で行っていいの？

「じゃ名前教え――」

「いや、やめとけ。俺が新しく『名付け』る」

『リュウ!?』

「爺さん。大事な名前だ、それは本当にいつか来る大事な日のために残しておいた方がいい」

「でもリュウ。『名付け』は危険なんでしょ」

「俺の魔力量がとんでもないのは知ってるだろ？　だから安心しろ、大したことはない。それより俺のネーミングセンスの方が不安だ」

「どんな名前？」

「一応シンプルに『リル』って考えた」

「本当にシンプルな名前だ……」

「やっぱダメ？」

「ううん。それでいい。それがいい!!」

　この瞬間、『リル』との間に魂の繋がりができた。

　とても温かく気持ちいい感覚。ずっとこの感覚を大切にしたい。

「爺さん、リルは俺が守り抜く」

『頼むぞ』

「当たり前だ。それに服と武器を作ってもらうだけだから終わったらすぐに帰るよ」

『その時は曾ひ孫まごも頼む』

「流石に気が早すぎるって。行こうか、リル」

「ええ、お祖父様、お祖母様、お母様。行って参ります!!」

『お父様は!!　お父様にも言ってくれ!!』

　しかしお嬢改めリルはなにも言わず、リルと俺の二人旅が始まった。
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「ドワーフの国はどんなところなの？」

　リルは爺さんに聞いてないのか？

「鉱山の麓ふもとにある国らしい。鉱山からとれた鉱物を加工して武器を造ったり、鎧よろいを作ったりして大きくなった国だって聞いた」

「あまり美味しいものはなさそうね」

　ちょっと残念そうなリル。

　でもただの鉱山都市でもないぞ。

「美味いか不味まずいかは行かないとわからんが、交易都市でもあるから他の国の美味いものはあるかもよ？」

「なら楽しみ」

　リルはまた尻尾を振り始めた。そういや、リルの性格が変わってきてるような？

「なぁリル、お前性格変わってね？」

「変わったっていうよりは、素の自分でいられてる、っていった方が正しいかも」

「素って、お前そんな子供っぽかったのか？」

「まぁね。お嬢様も意外と大変なのよ。みんなの前ではキリッとしてなきゃいけないとか、誰にも甘えず孤高を気取らなきゃいけない、みたいな」

「じゃ今は？」

「リュウとイチャイチャしながら甘えたい！」

　そう言って俺の腕にしがみつく。

　あの、リルさん。腕に柔らかいものがくっついてますよ？　俺ムッツリだから指摘しませんよ？

　そんな俺の邪心に気付かず腕に頬擦りまでしてくる。

　そういや、よく考えると普段と変わんない気がする。

　俺はよくリルの腹を枕代わりに寝ていた。リルはその時いつも身体を丸めて俺に頬擦りをしてた。

　ただ、今はリルが人の姿になっているから普段と身長が逆転。俺の方がデカくなって、リルが小さくなった。だからこんな感じになってるのか。

　そう考えると普段となにも変わらないんだなぁ。

「キャー！」

　のんびり歩いていると、どこからか悲鳴が聞こえてきた。

「なんだ？」

「行ってみよっか」

　俺たちが悲鳴の聞こえた方に走って行くと、そこには四人組の冒険者がいた。

　軽装備の男性と大盾を構えた大男が前に、その後ろには魔法使いと思われる女性がもう一人の弓を構えた女性をかばっている。

　おそらく森の近くに来ていた冒険者たちだろう。十匹くらいのゴブリンの群れに囲まれていた。

「あれって助けるべきなのかな？」

「助けた方がいいんじゃないか。あんまり強くないみたいだし」

　実際四人の冒険者たちはゴブリンに囲まれていることで、すでに委縮してしまっている。あの状態だと勝ち目があったとしても勝つことはできない。

　だから俺はゴブリンに向かって飛び出した。

「え」

　冒険者の一人が俺たちに気が付いて驚いている様子だが、気にせずゴブリンたちを倒す。ゴブリンも森にいたが、かなり外側にいる種族でオークよりも弱い。

　だから簡単なパンチとキックだけであっけなくゴブリンたちは飛んでいく。

　全てのゴブリンたちを追い払った後、尻餅をついていた冒険者たちに聞く。

「怪我とか大丈夫か？」

「は、はい。大丈夫です」

「それはよかった。次は気を付けてね」

　そう軽く言ってから俺はリルの元に戻る。

　なぜかはわからないが、リルは参加せず遠くから眺めているだけだった。

「ちょっとくらい手伝ってくれてもよかったんじゃない？」

「あのくらいリュウ一人で大丈夫でしょ。それに耳と尻尾が隠れていない状態で人間の前に出るのはできるだけやめておいた方がいいんでしょ」

「そうだったな」

「それじゃ旅に戻るか」

　こうして少し感覚がずれた二人の旅はドワーフの国までさらに二日かかった。

　三日間歩いたり走ったりしているうちに目的地の鉱山が見えてきた。

「ほ～、彼処あそこにドワーフの国があるのか」

　ドワーフの住む鉱山。その麓に国があるらしいのだが……。

「どこだろうねぇ」

　遠くから見る限り、町の影もない。

「とりあえず麓をぐるっと見て回るか」

　それしか思い付かないのでそうする。

「あとリル、悪いが入国する時は狼の姿になってもらっていいか？」

「いいけど、なんで？」

「だってお前、カード持ってないだろ」

　そう、大体の国に入国する時はカードで身分証明をするのが一般的だ。

　逆にリルの場合は狼の姿で俺の従魔と言った方がすんなり入国できるが、人の姿だと絶対に検問に引っ掛かる。

「てことでリルは狼の姿でいてほしいんだよ」

「じゃあ面倒だからここで術を解除しとくね」

「ああ、頼む」

　そしてリルは術を解除した。

　入国できる場所を探して歩いていると、長い行列にぶつかった。

「あの、すみません。ここって入国審査の列ですか？」

　一番後ろに並んでいた男の人に話しかけた。

「そうだよ。君はもしかして『フォールクラウン』は初めてなのかな？」

「はい。魔物の素材を売るのとそれで服を作ってもらおうと思いまして」

「へぇ、それなら確かにフォールクラウンは最適だね」

　と、こんな感じで話を始めた男は商人のマークさん。行商でこの国に来たらしい。

　マークさんも審査まで暇だからいい退屈しのぎだから、と言って俺と色々話してくれた。

　どうもこの国は鉄を掘り出す時に使った坑道を拡げて造った国らしく。鉱山の中に国があるそうだ。

　それじゃあ外から見てもわからないわけだ、と言ったらその通りだと爆笑していた。

　ちなみにリルは俺の腕の中で寝ている。

　本当のサイズは俺を連れていった時の大きさだが、今は大型犬くらいにまで小さくなっている。

　これも人間社会でいたずらに騒ぎを広げないための術だ。

　俺と会った時も普通の狼の大きさくらいだったからこの術は元々使えていた。

　暇だ暇だとうるさいので抱っこしたら落ち着いて眠ってしまった。

　そしてようやく俺たちの審査の番が回ってきた。

「それでは国内で会いましょう」

「ええ、また会いましょう」

　そして別々の窓口へ。

「今日はどのようなご用件でしょう」

　そうドワーフの受付の人に言われた。

　ドワーフは俺たち人間と比べると背が低い。ただし小柄でもその力は人間よりも強く、身体も頑丈だ。

　男性は髭をたっぷりと生やすことが男らしさの象徴であり、大人になるとみんな、髭を伸ばす。

　流石に女性の髭は伸びないが、人間から見ると大人でも少女のように見える人の方が多い。

「素材を売りに来ました」

「素材の売買ですね。商人ギルドに登録はしてますか？」

「してません。なので冒険者ギルドで売ろうかと」

「わかりました。素材はなんでしょう？」

「全部売るわけではありませんが、ほとんど魔物の皮です」

「魔物の皮ですね。拝見してもよろしいですか？」

「はい、どうぞ」

　皮を手渡し、受付の人は中身を見ると「失礼します」と言ってどっかに行ってしまった。

　訳もわからずしばらく待っていると別の人が出てきた。

「すみません。詰つめ所しょの者ですが、少しよろしいですか？」

　え？　なんで詰所の人が出てくるんだよ？

「えっとなんでしょう」

「こちらの皮素材を売りに来た、で合ってますか？」

「はい」

「冒険者ギルドの方で売ると聞きました」

「はい。といっても全部ではありませんが」

「残りはなにに使う予定で？」

「自分の服を作ってもらうために残します」

　すると詰所の人は悩むような素振りを見せた後。「こちらに来てください」と言うので、リルと一緒に詰所に移動した。

　詰所にはこの人の他に二人いた。

　なんか狩っちゃいけない魔物でもいたのかな？

「どうぞお座りください」

「あ、どうも」

　と言って座ったけど大丈夫だよな。

「実は今回お引き留めしたのは、こちらの皮を国で買い取ることができるかどうかのご相談なのです」

　え、国で買い取る!?

「どれも質のいい素材です。できれば国で買い取りたいと、上からの話でして」

　……マジか。でもなぁ、これ職人に見せてから売ろうと考えてたからなぁ。

「……ダメでしょうか？」

「いえ、売るのは構いませんが、この国にいるという職人の方に会ってからと考えていたもので」

「ちなみにその職人の方とは」

「ドワル・クラウンという方だそうです。話ではいい職人だとか」

　その名前を出した時、周りの人たちが固まった。

「ドワル・クラウン、と言いましたか？」

　え、なにこの空気。ヤバい人なの？

「えっと、知り合いの爺さんに紹介してもらっただけで、その人のことはよく知らないのですが……」

　すると詰所の人は俺の皮の入った袋をもう一度見てため息をつき小さな声で「この素材だったらなぁ」と言った。その後俺を見てこう言った。

「ドワル・クラウン様はこの国の国王です」




　……マジで？
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　まさか爺さんの言ってた人が王様なんて聞いてねぇよ!!

「ドワル・クラウンさん……じゃなくて様は王様って本当ですか？」

「事実です。ドワル様はここ百年ほどこの国を統治しています」

　マジか。依頼しようとした人が王様なんて!!

『リュウ、そのドワルって人がどうしたの？』

『服を作ってもらおうとしてた人がどうもこの国のボスだったらしい』

　スキル『念話』でリルと話す。

　このスキルはリルと契約した時に得たスキルだが、実は使い勝手が悪い。

　距離に制限はないが、代わりに『名付け』によって生まれた魂の繋がりを利用したもののようで、簡単にいうと名付けした者か、同じ者に名付けられた者同士でしか使えない微妙なスキルなのだ。

　といっても仲間内で相談する時には便利ではある。他の人に盗み聞きされる心配は少ない。

『そっか。偉いドワーフだったんだ』

『そうなんだよ。おかげで他の人に依頼せざるをえないかもな』

『……そういえばお祖父様が、いざとなったら自分の牙をその人に見せれば大丈夫って言ってたような？』

　爺さんの牙って俺が貰ったあの牙か？　でもどっちにしても一度会わないとわかんないか……。

「あの一度ドワル様にお目にかかることはできますか？」

「え、お会いするのですか？」

「はい。できれば売る相手の顔は覚えておきたいので」

「……少々お待ちを」

　ずっと後ろで待機していた人が、多分偉い人にこのことを伝えるためにどっか行った。

　ところで俺は入国できるのか？

「あの、入国の方は問題ないのですよね」

「はい。そちらは問題ありません」

　あ、それはよかった。入国もできなかったらヤバすぎる。

「なら話が終わるまで国内を見ていていいですか？」

「申し訳ありません。ドワル様の連絡が入るまではご入国はお待ちください」

　それはそうだ。ただなにか情報が欲しいな。とりあえず世間話みたいな内容から話してみるか。

「すみません。国内でこの子と一緒に泊まれる宿はありますか？」

「従魔と一緒に泊まれる宿は詰め所を過ぎて右側の道を進んで三つ目の宿です」

「ありがとうございます。この子寂しがり屋で、できるだけ一緒にいてあげたいので安心しました」

「いえ、商人が多く来る国なので馬等を駐めておく場所も必要なのですよ」

　こんな感じで話をする。小さなことでも情報は必要だからな。

「ドワル様がお会いになるそうです！」

　あ、帰ってきた。会ってくれるんだ。てっきり代理の人が来るとばっかり思ってた。

「いつ頃になります？」

「明日の十三時に時間をとれるそうです」

「なら、それまでその宿でごろごろしてようかな」

『私、美味しいの食べたい』

　とりあえず今日はゆっくり休んで、明日王様に会ってみるか。

「では明日、お迎えに参ります」

「あ、よろしくお願いします」
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　やっと入国できた。

　それにしても大森林の中央の魔物の素材ってそんなに希少だったのか？　何匹かは俺一人でも狩れるぐらいの雑魚ざこもいたはずだが。

「リュウさん、遅かったですね」

「マークさん？　待っていてくれたんですか！」

　待ってくれているとは思っていなかった。

「なにか問題でもありましたか？　この国は様々な方たちが来るので審査は確かに厳しいですが、あまりにも時間が掛かっていたので心配しましたよ」

「いや、すみません。どうも素材の確認で時間が掛かってしまったようで」

「なるほど、魔物の素材を売りに来たと言っていましたからね」

「それから図々しいと思いますが、冒険者ギルドはどこにあるか教えてもらえないでしょうか？」

「構いませんよ。私もあなたの素材に興味があります」

「なら報酬はその素材で」

「報酬だなんて、ただの道案内ですよ。『商人』として報酬は自分で作るものです」

　あぁいい人だ。久し振りの人間がいい人でよかった。

「ではこちらです」

　マークさんの案内で、目指すは冒険者ギルドだ。

「はい、着きましたよ」

「って、早っ！」

　想像以上に近すぎだろ。

　本当に入国して目と鼻の先じゃないか。

「入国後すぐにギルドで依頼の達成報告をするために、入口近くに建てられたそうです」

　マークさんは笑いを堪えながら言った。

　いやそうだったんだ。マジで赤っ恥だよ。

　それにしても立派な建物だ。壁は全部切り取った石を積み上げてできたもののようだし、巨大なギルドマークまである。

『リュウ、ここでお金に換えるの？』

『そうだよ。ここで皮とお金を交換するんだ』

『それじゃ見てくる！』

「おい！　待てって！」

　リルが俺の腕から飛び出してギルドに行ってしまった。

「リュウさんも待ってください！」

　俺が慌ててリルの後を追うと、マークさんもそれに続く。

　中に入ると案外人が少ない。まだ疎まばらに感じる。

「昼はみんな仕事に出掛けているのですよ。夕方頃にはみんな帰ってきます」

　つまりみんな仕事中なのか。

　ってそれよりリルは……すぐそばにいた。

「こら、勝手に走るな」

　優しく捕まえて抱き上げる。珍しいのはわかったが、大人しくしてくれ。

『リュウ、人間ってこんなに多いの？』

『これでも少ない方だって』

『……そうなんだ』

　リルにとっては人間が多かったらしく驚いているようだ。全く可愛いなぁ。

「リュウさん、買い取り受付はこっちですよ」

　マークさんが手招きをしながら俺を呼ぶ。

　受付はいくつかあった。

　一つは一般受付。俺のようなギルドの会員ではない人が依頼を頼んだりするところ。

　次は冒険者受付。冒険者が依頼の達成報告をするところ。

　最後は買い取り受付。依頼に関係のない魔物や動物の素材を買い取ってくれる場所。

　今回は素材の買い取りなので最後の受付になる。

「こんにちは、フォールクラウン支部にようこそ。今回はどのようなご用件でしょうか？」

「この素材を買い取ってほしいのですが……」

　そういや、国もなんかの素材が欲しいんだったな。なら雑魚の素材一つでいいか。

　それで出したのは『超巨大猪ジャイアントボア』の皮、丸々一匹分を出した。

　体長八メートルほどに育つマジでバカデカい猪だ。このぐらいなら問題ないだろ。

「これ売ります」

「しょ、少々お待ちください」

　あれ？　またどっか行った。ジャイアントボアなんて、ただのデカい猪だろ？

「リュウさん、一体どこから持ってきたんですか!?」

「どこってただの猪の皮ですよ」

「ただのじゃないですよ！　ジャイアントボアはＡ級の魔物ですよ！　そこら辺にいる猪と同じ扱いにしちゃいけませんよ!!」

　どうも大森林の生活で俺の感覚は狂っていたらしい。まさかジャイアントボアごときが人間感覚だとかなりの強者扱いになるとは……。

「あの皮一枚で幾らぐらいになるのでしょう？」

　マークさんは考えてから答えた。

「金貨五十～六十枚ほどでしょうか」

　銅貨一枚でパンや肉といった食料が買える程度。銀貨で武器やちょっとした道具が買える。

　しかし金貨となれば馬を買うなど、大きな買い物もできてしまう。

　その金貨が五十～六十枚だと!?　しばらく遊んで暮らせる額だぞ。あんな猪一匹で五十～六十枚も儲かるとは。

「お待たせしました。ジャイアントボアの毛皮一枚で金貨六十二枚でよろしいでしょうか？」

　六十二!?　マークさんの予想より高い！

「そ、それでいいです」

「ありがとうございました。こちら金貨六十二枚です。ご確認を」

　金貨十枚が積み重なった六つの山と金貨二枚が置かれた。初めて見たぞ、こんな大金。

「はい、ちょうどありました」

「ありがとうございました、またお持ちください」

　なんか意外な形で大金を手に入れてしまった。

『早く美味しいの食べに行こ！』

『はいはい、わかったから落ち着けって』

「そうだ、マークさんも一緒に食べに行きませんか？　今なら色々奢れますよ」

「あ、ありがとうございます。ではお言葉に甘えて」

　さて先立つものは手に入れた。あと問題は明日の王様か？
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　明日はどうするか考えてる内に早くも次の日の朝。

　王様と会う約束の日だが、本当に会ってくれるのか？

　一応昨日の内に礼服っていうのか、スーツを買っておいたが、これでいいのか？

『リュウの今日の服、格好いいね』

「ありがと、ただこれでいいのかよくわかんないけどな」

「じゃ私が直してあげる」

　人の姿になると俺の服を細かく直してくれる。

「どこで習ったんだよ。俺もよくわかんねぇのに？」

「お母様に習ったの。女はこういう技術も持っておくといいよって」

　言いながら曲がったネクタイを直してくれた。本当いい女だよ、リルは。正直俺にはもったいない。

「リルはいい女だよ」

「本当！　じゃあ結婚して!!」

「その前に住処すみかと金をちゃんと手に入れたらな」

　むーっと可愛く怒るリルの頭を撫でてあげると尻尾を振った。やっぱり可愛い。

「リュウ殿、おられますか」

「時間か」

　リルが人の姿を解とく。

　それじゃ爺さんの知り合いである王様に会ってみようか。




　昼になる少し前、俺は一人でイスに座っていた。

　リルも一緒に待機中。俺の従魔だからか一緒に会うことを許された。

　俺が待機してるこの部屋も滅茶苦茶豪華だった。

　豪華な絵。高そうな花瓶に入った花。フカフカのソファーとイス。庶民の俺には全くわからない値打ち物が多分いっぱいある。

　やっぱりこれから会うのは王様なんだなぁと、改めて思った。

「リュウ殿、お時間です」

「はい」

　さてと、とりあえず会ってから交渉は考えてみるか。

　昨日の内にマークさんから俺の持っている魔物の皮の価値は聞いておいた。物によっては特別な道具がないと加工できない皮もあるらしいが、もし王様が頼みを聞いてくれなかった時は町の技術者にでも依頼するとしよう。

「くれぐれも粗そ相そうのないように」

　はいはい、わかってますって。

　バカデカい扉を他の人が開けてくれる。

　どうもどっかの部屋とかじゃなくて玉ぎょく座ざのある場所で話をするようだ。

　謁えっ見けんの間とかいうのか。とにかく人の数が多い。周りには全身武装した騎士が大勢いる。逃げるだけならどうにでもなると思うが、リルが別室にいるのも気になる。

　いざって時の人質代わりのつもりかな？

　俺より強い存在が人質ってのは笑える。

　っと、もう王様の御ご前ぜんか。

　俺は跪ひざまずいて待つ。少ししてカシャカシャと鎧が擦れる音がした。

　しばらく黙って待っていると、

「面おもてを上げよ」

　と言われたので顔を上げた。

　この人がドワル・クラウンか。

　がたいのいいオッサンってのが最初の印象だ。王様としか聞いていなかったので戦えないのかと思っていたが、結構強そうだ。今まで強い連中ばっかりの森にいたからわかる。爺さんや親父さんほどではないが、上位の魔物クラス程度には強い。

「名と職業は」

「リュウです。職業は調教師です」

「調教師、あの皮は盗んだ物か？」

　盗んでねーよ。一応そう言われる覚悟はしておいたが、いきなりか。

「いえ、あれはみんなで狩った獲物の皮です。決して盗んだ物ではありません」

「……そうか。では、どのような者たちと共に狩りをした？　これほどの魔物を狩る者たち、ぜひ聞いておきたい」

「彼らに名などありません。ただの狩人でした」

「通り名ぐらいはあったであろう」

「覚えがありません」

　爺さんを疑うわけじゃないが、この王様は信用できない。俺の『第六感』も信用できない、と判断してる。しかもこの反応は危険サインだ。

「まぁいい。お前の持ってきた皮は全て買い取らせていただく。問題ないか」

「いいえ。一部の皮は私の防具として加工するつもりです」

　不穏な空気が漂い始めたからか、周りは戦闘に入る準備を始める。

「では要るものを取れ。残りは買い取る」

「いえ、残りませんよ」

「なに？」

「あなたに売る皮はないと言ったんです」

　わかりやすいぐらいに怒ってる。血管浮き出てるぞ。

「どういう意味かわかって言っているのだな？」

「はい。あなたは信用できない」

「その男を捕まえろ」

　周りの騎士が俺を捕まえた。

「抵抗しないのか」

「抗あらがっても無駄な気がして」

「そこだけは賢明な判断だったな。牢に入れておけ!!」

　さてと、この後はどうしようかな。
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「大人しくしてろよ」

　そう言われてぶち込まれたのは少し広い牢屋だった。

　今は特に枷かせはかけられていないが、やっぱり不安だな。とりあえずリルが来るまでゆっくりさせてもらうか。

「新入りか。なんで捕まった」

　向かいの牢屋から声をかけられた。

　見るとなかなか強そうなドワーフがいた。声をかけられたことだし、話を聞いてみるか。すぐ脱獄する予定だけど。

「王様に皮を売らなかった罪」

「またそんな理由で捕まえたのか」

　ため息をつきながらそんなことを呟つぶやいた。

「先輩の罪はなんですか？」

「反逆さ。ただ王にそれはやめておけと忠告しただけでだ」

「随分短気な王様だな」

「ああ、大森林に行って大規模な魔物狩りをしようとしたのを止めただけのつもりだったのだがな」

　だから俺の皮をあんなに欲しがったのか。少しでも軍の力を強くするために。なんだかんだで俺って森の平和を守った感じがするな。

「なにか目標みたいなものってあったんですか？」

「ない。ただの素材集めとして百匹は狩ると息巻いていたがな」

　やはり信用しなくてよかった。あのオッサン、なんか嫌な感じしたんだよ。

「百年も統治してるっていうからもっと凄い人だと思ってたから残念だね」

「すまんな。ドワル様に代わり謝罪する」

「いや、あんなのの代わりに謝罪されても」

「あれは偽物だ」

　あんだって？

「あれは弟のドルフ様だ」

　はあ!?　王様の弟だぁ!!

「あれは暴君だ。ドワル様の名を騙り悪政をしている」

「本物はどこだ」

「奥の特別独房だ。鉄の扉に鉄の部屋、しかも力を出せぬように呪いが掛かっている」

　そりゃまた厳重な。となると爺さんが言ってたのはそっちか。なら俺のためにも本物の王様は脱獄させた方がいい。

「先輩、その人脱獄させたらどうなる」

「その前に脱獄できるのか？」

「いいからいいから。もしもの話ですよ。そのまま王位奪だっ還かんといけますかね？」

「そう簡単にはいかないが、それに近い形にはなるかもしれん」

　ふむ、やっぱりそう簡単にはいかないか。面倒臭いな人間社会って……ヤベ、完全に魔物の思考だ。

「とにかく俺ができるのは脱獄とその後の護衛ぐらいかな。政治のことはよくわからん」

「……なぜそこまでする？　なにか目的があるのか」

「目的はあるよ。ただ、今は言わないでおく」

『リュウ、大丈夫？』

　お、来たか。なら脱獄できるな。

「リル待ってたよ。ちょっとお仕事だ」

『お仕事？』

「本物の王様を助けてやるんだ。俺を騙した偽物の王に正義の鉄拳を食らわすのさ。あとリルは俺がここから出たら元のサイズに戻っておいて、ちょっとは驚かせたい」

『ええ、ここは狭いからやだ』

「なら偽王の前だけでいい」

『あの広い部屋ならいいよ。それよりここから出よう』

「そうだな」

　とりあえずここから出るのが先か。

　そう思って牢を蹴り壊す。『身体能力強化』を使えば簡単に壊せる。

「先輩の牢も壊すのでちょっと離れてください」

　彼は驚きながらも隅に行った。さっそく壊す。

「ところで先輩の職業は？」

「『騎士』だ。お前の職業はなんだ？」

　本気で不思議そうにしてるよ。

「『調教師』ですよ」

　笑いながら言った。
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「調教師にそんな力があるはずがない!!　なんだ『拳闘士』か、それとも『武術家』か？」

　大声出すな。他の奴らにバレる。

「そういうのは全部終わってからにしましょう。それより王様のところまで案内よろしく」

　先輩は不審そうに俺を見たが、「こっちだ」と案内してくれる。

『信用できるの？　そのドワーフ』

『しなきゃなにもできない』

　リルは首をかしげているが、なにも言わず付いてきてくれる。

『ところでそっちは大丈夫だったか？』

『嫌な感じがしたからすぐに逃げたよ。一度外に行ったからまだ外を探してるかも』

　上出来上出来。そんじゃこっちも戦闘準備に入るか。

　まずは仲間集めからだな。

「先輩。他に仲間になってくれそうな人っていません？」

「大丈夫だ。ドルフ様に捕まっていない仲間がまだいる。彼らと協力する予定だ」

「その人たちの職業は」

「『魔術師』だ。だが高齢でな、動きは鈍い。すでにこの国の暗部にいる。捕まってはいないが、今はスパイ活動中だ。あとはその部下たちだな」

　魔術師なら逆に歳食ってる方が頼もしいか？　あとは暗部ってのだが？

「暗部って信用できるのか？」

「無論だ。あいつら以上に信用できる奴らはいない。私の目や耳として各地で諜報活動をしている者たちだ。無論国内にもおり、現状を知っている。彼らにも私たちを解放するために動いてもらっている」

　なら大丈夫か。

　先輩がそっと息を潜めて指を差した。

「あそこにドワル様が幽閉されている独房がある」

　どれ『五感強化』で監視の人数とか調べてみるか。

　……心臓の音は二つか。目でも確認したいが、そっちはやめておくか。

『リル、敵の数は二で合ってるか？』

『合ってるよ、リュウ』

『なら二人で行くぞ。ただ殺すな』

『それはそれで難しい』

　それじゃ先輩はどうだ？

「先輩って速く動けます？」

「いや、そんなに速くない」

　うむ、どっちも使えん。

　そういえば先輩って『騎士』じゃん。素手じゃまともに戦えないだろ。

　なら俺一人でやるか。相手も雑魚っぽいし。

「じゃ、俺一人でやってくるんで少し待っててください。さっさと終わらせます」

　先輩がなにか言おうとしたが無視。さっさと潰そう。

　まず『身体能力強化』で一気に近付き、『五感強化』で相手と殴るところをキチンと確認、そしてダメ出しの『第六感』でさらに正確性を底上げする。

　あとは思いっきり顔面を殴るだけ。

　まず一人目は、突然現れた俺に驚いているところを正面から拳で叩き込んだ。鼻血を出しながらあっけなく倒れる。

　すぐに二人目が俺に向かって剣を振り下ろそうとするが、その前にリルが剣を噛んで折った。

　剣を折られたことで動揺している監視の隙をついて、俺は拳を下から上に向かって振り上げた。

　殴られた二人は気絶した。

「終わったぞ、早く来い」

　呼ぶと、リルはすぐに来た。

　先輩は呼んでも来ないので俺一人でさっさと終わらせよう。

　軽く叩くとこの扉が厚いのがわかる。殴って壊すのは無理だな。

「リル、牙出して」

『切るの？』

「爺さんの牙なら簡単だろ」

『私が切ってもいいよ？』

「ダーメ。リルがやったら本物の王様も一緒に切っちゃいそうで怖い」

　リルは頬を可愛く膨らませながらも牙を出してくれた。

　ありがとう、と言って頭を撫でると尻尾を振るのは変わらない。

　とりあえず扉を切り刻む。

　バラバラになった扉の奥に一人のドワーフがいた。

　謁見の間にいた男より少し痩せているように見えるが、その眼光はあの男より鋭い。

「ドワーフ王のドワル様で合っていますか？」

「……誰だ、お前は」

「初めまして、俺はリュウ。ただの調教師です」
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「調教師がよくここまで来たな」

　なにもないただの鉄の部屋にしか見えない場所だった。

　ただこの部屋に入った時から力が入りづらくなった気がする。

「おかげで偽王と色々面倒なことになりました」

「俺の愚ぐ弟ていは元気か？」

「元気なせいでこんなところに押し込まれましたけどね」

「それはすまない。俺から謝罪する」

　姿勢を正して頭を下げようとしたが止めた。

「しなくていい。させるなら弟の方にさせます。それより依頼があります。どちらかというとそっちの方を聞いてほしいのですが」

「依頼とは？」

「これを短剣にできる方を探しています。その情報が欲しい」

　右手の牙をドワルに見せる。

「手に取っていいか？」

「いいですよ。かなり希少レアな素材で切れ味もいいので気を付けてください」

　俺はドワルに牙を渡した。

　あえて爺さんのことは言わない。偽王のせいで若干人間不信に陥っている気がする。

「これは……この牙はフェンリル殿の牙か？　いや、あの方が負けるはずは……」

　へえ、わかるんだ。爺さんが言ってたドワーフはこの人で合ってるみたいだな。

「これはそのフェンリルに貰った牙です。昔の喧嘩で欠けた牙を貰いました」

「なんと！　あのフェンリル殿に気に入られたのか！　お前……いやあなたは一体何者ですか？」

「敬語を使われるのは苦手なので普段通りにしてください。それよりそれを加工できる職人を知っていますか？」

　ドワル王はじっと牙を見ている。なにか気迫のようなものが身体から表れると力強く言った。

「俺に打たせてほしい！　あのフェンリル殿の牙を他の誰かに任せられない、任せたくない!!　この牙なら伝説レジェンド級の武具が造れる!!　おそらく俺にとっても最高傑作になるだろう!!」

　なんだか滅茶苦茶興奮してるが、頼むのは造るところまでだぞ。

「その武具は俺が使いますが？」

「いや、お前以外に使えないだろう。この牙はまだ素材だが、お前以外に使われるのは嫌うだろうな」

「嫌う？　まるで生き物のように例えるんですね」

「俺たち鍛冶師からすれば、鉄も魔物の素材も生きているようなものだ。素材の声を聞き、俺たちはその声に導かれて最高の武具を造れると信じている」

　素材の声か……嫌な表現じゃない。むしろ気に入った。

「わかりました。この牙はドワル王にお願いします」

「っ!!　本当か!?」

「本当だ。ただしこの騒動を終わらせてからだ。あと牙の加工はどのぐらい時間が掛かる？」

「……納得のできる物を造りたい。最低ひと月、下手すれば一年掛かるかもしれん」

　い、一年か。そりゃ爺さんの牙は頑丈でなんでも切れるが、そこまで時間の掛かる素材だったとは……。

「わかった。あと必要な道具や素材は俺に言ってくれ、俺の剣だ。俺もできるだけ協力する」

「それは助かる。おそらくただの炎では熱すら入らん。どこかの強力な魔物の炎が必要になるだろうからな」

　火の時点ですでに探さんといかんのか!?

　ま、まぁしゃーないだろ。爺さんの牙は規格外だろうし……。

「とりあえずドワル王はこの変な部屋から出よう。出なきゃ加工もなにもできない」

「そうだな。まずは弟から鍛冶場を取り戻さなければいけないな」

　それじゃ一つ喧嘩しますか。
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　さてと、ドルフに喧嘩売るのは確定として、具体的にどうするかが問題なんだよな。

「で、王位奪還はどうすんですか？」

「奪還など必要ない、王位はまだ俺にある。だから必要なのは弟を告発することだ」

「なるほど、つまり証拠集めがいると」

「そうだ。ただし弟は策さく士しでな、なかなか尻尾を出さない」

　うわー面倒臭い。殴って終わりじゃないのはわかってたが、これは面倒臭い。

「そんな顔をするな。今、俺の部下が証拠集めに力を注いでいる。それなりに時間も経つから、お前が証拠集めをする必要はない」

　顔に出てましたか？　これは失敬。

「じゃあ俺は特になにもしなくていいのですか？」

「そうなるな」

　ならどこにいようかな？　牢に戻るのもありか？

『リュウ、お腹減った』

　あー、そういえばもう昼か。リルは美食家だし、牢の中じゃ美味いのは食えそうもないな。

「ドワル王、悪いが俺たちは国の外に出ます。問題ありませんか？」

「問題ない。あとは俺の仕事だ」

「もう一つ頼みがあります。あなたの弟が俺の魔物の皮を盗っていったので取り返してほしいのです」

「……あいつ盗みまでするようになったのか」

「あいつからすれば売らないから奪ったってとこじゃないでしょうか？　とにかくあの素材で服作ってもらう予定だから返していただきたい」

「わかった。まだ売ってなければ返す」

　売ってなければか。

　ま、仕方ないか。ドワルがどうにかできるかはわかんないか。

「それじゃあお嬢、外に行こっか」

『うん』

「お嬢？　その狼は何者だ」

「爺さんの孫娘」

「そうか。フェンリル殿の……」

　そう小さく呟いてからリルのことをじっと見る。

　リルは不思議そうに首をかしげていたが、ドワル王はすぐに視線を俺に向ける。

「隠し通路を教えておく。そこから帰るといい」

「ありがと、ドワル。おかげで安全に帰れそうだ」

　こうして俺とリルはフォールクラウンから出国した。




　ドワルが教えてくれた道から久々に外に出た。

「さて、なにを食いに行こうか？」

「今日は鶏肉が食べたい」

　人間の姿になったリルが今日の献立を希望した。

　鶏肉か。この辺にいるかな？

　そういえばここって鉱山だけど生き物っているのか？

「リル、この山に生き物の気配ってある？」

「意外といるよ、食べられるかはわかんないけど」

「なら………登ってみるか」

　とりあえず飯になりそうな奴を探しながら登ってみようか。










なにかの雛を拾った




　山には飯になりそうな奴が意外といた。

　軽いけど鉄のように頑丈な羽毛に守られた鳥や、鉱山特有の蜥蜴頭人リザードマンなんかもいたり生き物は結構いた。ただ美味そうな奴は鉄の鎧を着た鳥ぐらいしかいない。

「あんまり美味そうなのがいないな」

「本当だね」

　と、言いつつも鳥を焼いている俺。

　生き物はそれなりにいるが、食えそうな魔物、美味そうな魔物がいないため山の中腹あたりまで登って、今は遅めの昼食の準備をしていた。

「やっぱ場所が違うと食える物と食えない物と色々違うもんだな」

「そうだね。まさかここまで獲物を探すのに時間が掛かるとは思ってなかった」

　本当にな。あれだけ探して美味そうなのが一種しか見つからないとは。

「さて、もう焼けたかな？」

　少し切って焼き加減を確認しようとしたら、

「ピーピー」

「ん？　おっと！」

　あっぶね！　踏むかと思ったぞ。このチビ助。いつの間にか俺の足元には小さくて黄色いフワフワの羽毛に包まれたなにかがいた。

　よく見てみるとひよこに似てるが、サイズは俺の知ってるひよこより一回り大きい。

「ピー」

　翼をばたつかせながらジャンプするチビ助を見るのは大変可愛いが、ただ火の近くで跳ぶな。危ないから。

「なんだお前、腹減ってるのか」

「ピー！」

「リル、ちょっとだけこいつに餌やってもいいか？」

「いいけど……その子も従魔にするの？」

「それはもう少し先かな？　その時俺といたいなら従魔にするし、野生で生きていきたいならその時は放すさ」

「多分付いてくると思うなぁ」

　なんか不満そうにしてるが、なんでだ？

「てかこいつ肉食えんのか？」

　肉を見てバタバタしてるが、本当に大丈夫か？

「とりあえずあげてみたら？」

　そりゃそうだが……とりあえず手にのっけた肉を近付けると啄ついばみながら食べ始めた。

「本当に食ったよ、こいつ」

「なら一安心。私たちも食べよ」

　身体が小さいせいかほんの少しの量で腹が膨れたようだ。うとうとし始めたので、いなくならないように懐ふところに入れてから俺も飯を食い始めた。
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　俺たちの飯も終わりごろごろしていると、リルが俺の横で寝転んだ。

　チビ助も懐から出て、またうとうとし始めた。

　なんか癒されるねぇ。可愛いのがこう、まったりしてるのを見るのはいい。

　しかもリルは人間の姿だから、くっつくと余計温かく感じる。

「リュウ、今日は暖かいねぇ」

「そうだな、今日はいい天気だ」

「ピ～」

　チビ助も同意するように鳴いた。

「少し寝るか」

「それじゃおやすみ、リュウ」

「ピッ」

　おやすみ、みんな。




　なんか身体が重い。ダルいとかじゃなくて物理的に重い。

　リルは人間の姿で腕の上にいる。俺の腹の上にいるのはチビ助のはず。じゃあこの重みの正体は一体？

　目線を動かし腹の上を見ると、綺麗な羽に包まれた一羽の鷲わしがいた。

　紅の羽に輝く木漏れ日のような金色を所々にあしらったような美しさで、その尾羽は長く、もし翼を広げる姿を見たら、優雅に飛ぶ姿が目に浮かぶだろう。

　大きさは普通の大人の鷲と同じくらいか？

　ただこいつはどこから来たんだ？　なんで俺の上にいる？

　全くわからん。

「リュウ、おはよう……」

「あぁリル、おはよ」

　リルが目を覚ました。リルはこいつのことをなにか知ってるかも。聞いてみよう。

「リル、この腹の上にいるのはなんだ？」

「なにってあの雛でしょ。もうこんなに大きく育ったんだ」

　雛ってあの俺が拾ったチビ助のことか？　昼寝する前はおチビさんだったのがこのサイズに!?

「大きくって、成長早すぎだろ……」

「きっとリュウの魔力を食べたんだろうね。だからこんなに早く育ったんだよ」

　魔力を食った？　それでここまで育った？　明らかに寝てますよ？

「魔物の生態ってよくわからん」

「そうかな？　強く進化し続けるのが魔物だと考えていたけど」

　その力の根源が魔力か。魔力ってなんなんだ？

　いくら考えてもよくわかんないが、きっとなにか大切なものなんだろう。

　そしてそのわけのわからんエネルギーが俺の中にある。しかも大量に。

「特に害があるわけじゃないし、放っといていいんじゃない？」

　リルがそう締めくくったので今はいっか。その内誰かに聞いてみるか。

　そんな話し声がうるさかったのか、雛……だった鳥も目を覚ました。

「おはよ。よく寝たか？」

「ピッ」

　頭を振るとピョンと飛び下りた。

　太陽がもう沈みかけていた。

「寝起きで悪いが、晩飯の調達に行くか」

「はーい」

「ピー！」

　そして俺たちはまた獲物を探して山を登るのだった。
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　次の日の朝。

　ただ今、鉱山の七合目あたりで起きました。

　やっぱ朝日と共に起きるのは気持ちがいいね。

　ちなみに他二匹はまだ寝てる。

　寝ている二匹を見てわかった。鳥だけじゃなくリルも俺の魔力を食っているのが判明。

『第六感』を使って魔力の流れを探ってみたら、鳥よりリルの方が俺の魔力を食ってた。

　多分これは魂の繋がりによるものだと思う。

　どうも『名付け』による影響は付けた後も続くっぽい。実際リルの体内の魔力量は上がっている。

　多分これが『名付け』の影響で、『名付け親』が不相応な契約をした場合死ぬ原因だ。

　俺は『あいつ』のおかげで魔力が大量にあるからなんともないが、きっと素の状態ならとっくに死んでる。

　ちなみに魔力の流れを探っているうちに、スキル『魔力探知』が手に入った。

『第六感』は爺さんたちの修行中に暗闇の中で鬼ごっこをしている間に自然と手に入った。

　目や耳だけに頼ってはいられない、そんな環境の中で相手が攻撃を仕掛けるタイミングなどがなんとなくわかるスキル。

　この『魔力探知』は結構使える。『第六感』だと敵意や危険がないと反応しないが、『魔力探知』なら周りの敵意の有無に関係なく反応するので楽。さらにこの二つを同時に使うことで広範囲に敵意のある生物がわかる。

　まさかこんな形で便利スキルを手に入れるとはよくわかんないもんだ。

『ふわ～』

「ピュイ？」

「お、起きたか。おはよう二人共」

　獣状態の二匹を撫でながら言った。

「それじゃ、朝飯にしよっか」




「さて今日はどうすっか……」

　朝飯を食った後、今日の予定を聞く。

「鳥以外で美味しいの探さない？」

「リルは飯のことばっかりだな。鳥は……あれ、どこ行った？」

　こんな時こそ『魔力探知』。少し調べると少し高いところにいた。

「なにやってんの？」

　鳥は空を見ながらじっとしてる。

　するといきなり飛び出した!!

「え、飛べたの!?」

　雛からそんなに時間経ってないのにもう飛べんのかよ。

　本当に魔物の成長って早いな。

　って、あ。

「落ちたね」

　はい、落ちましたね。

　でも諦めずにまた飛ぼうとしてる。

「……しばらく見守るか」

　なんか頑張ってるし、応援してあげたくなる。

「じゃあ、私も見てよ」

　リルは完全に物見客状態か。

　とりあえず頑張れ、鳥。
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　あれから一週間が経った。

　鳥はキチンと飛べるようになったし、今じゃ口から金色の混じった紅い炎を出せるようにもなった。

　身体のサイズはすでに止まったようで大きくなる様子はない。

　最近のお気に入りの場所は俺の肩の上で、よくそこに止まる。

　リルも最近はよく俺の膝の上にいる。鳥がお気に入りの場所を作ったから、それに対抗している様にも見えた。

　実際俺が片方の頭を撫でていると、もう片方も撫でろと言わんばかりに頭を擦り付けるようになった。

　そういえばドワルの方はどうなったんだろう？　少し気になる。国を追い出されることはないと思うが、また牢屋にぶち込まれてないか気になる。

「今日は下山してみるか？」

　いつもみたいに二人を呼んで聞いてみた。

「私はいいよ。鶏肉も飽きたし」

「ピィ？」

　リルはよさそうだが、鳥はよくわかってないみたいだ。

「一度山を下りてドワーフの国に行かないか？」

　目を合わせて言ったが、やっぱりわかってない。

「ま、行っても問題ないか」

　そう呟いてから立ち上がると、鳥は俺の肩に止まる。

「ふふ～ん」

　リルは俺の腕に腕を絡ませてきた。

　さて、久し振りのフォールクラウンはどうなったんだか？




　山の三合目あたりでリルは狼の姿に戻った。

　そっからさらに歩いて山の麓に着いた俺たち。

　ドワルは王位の問題が片付いたら迎えに来ると言っていたが、まだ来てないから終わってない可能性の方が大きいか。

　入国する場所から堂々と入るわけにもいかないしな。

　そう考えていると見たことのある顔があった。

「リュウさん、ここにいましたか」

　詰所のオッサンだった。

「あれ、どうしたんです？」

「どうしたじゃないですよ。ドワル王の命であなたを探していたのですよ！」

　探してたってことはもう終わってたのか？

「そうでしたか、もうゴタゴタは終わったのですね？」

「ゴタゴタ？　まぁ私のような下の者には王のすることはよくわかりませんが」

　どうも秘密裏に終わらせたようだ。

　ま、これでいいのだろう。王家のゴタゴタを無理に表に出す必要がないならそれでいいんだろう。

「それじゃ、また案内お願いします」
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「久しいな、リュウ。今までどこにいた、探したぞ」

　うん、この気配はドワルの気配だ。やっぱりゴタゴタは解決したみたい。

「この山の上の方にいたよ。あんまり離れるわけにもいかないしな」

「この鉱山はそれなりにランクの高い魔物が多くいたはずだが……まぁいい、そろそろお前の頼みを叶えるとしよう」

「それはありがたいが、弟はどうなった？」

　一応聞いておかないといけない件だ。

　あの弟のせいでこっちは面倒臭いことが続いたのだから、少しは知っておきたい。

「弟はそこにいる」

　周りを見渡すと以前よりも簡素な服を着たドルフにそっくりなドワーフがいた。

　以前ドワルのふりをしていた時の覇気もなければ戦闘もしたことのなさそうな、大人しそうな雰囲気。あえていうなら知能派、後方支援向きな気がする。

「このそっくりさんが問題起こした？」

　あまりにも以前と雰囲気が違うので、つい指を差しながら聞いてしまった。

「そうだ。あれが弟のドルフだ」

　そっか、あれだったんだ……まだ敵意はあるから油断は禁物か？

「ところで俺の皮はあった？」

「あった。綺麗にコレクションされておったわ」

　なら売られるよりましか。

「それで服を作ってもらうために持ってきたし、ついでに服に加工してくれ」

「王に頼む内容ではないな」

「なら腕のいい職人を紹介してくれ」

「俺を超える職人はいないな」

「ならドワルに頼む」

　まるでただの職人と冒険者みたいな会話だ。

　実際は王と平民なんだよな。

　変な関係。

「リュウ、お前に頼みがある」

「なんだ炎のことか？」

「それだけではなく、弟に仕事の一つを任せたい」

　ほう、なにを任せたいのかによるな。

「内容は」

「魔物の皮を使った服の製作は弟に任せ、俺は短剣の製造に専念したい」

　服の製作か。牙はドワルに任せられるからそっちは気にしない。ただドルフは信用がない。

　てか腕はいいのか？

「俺が聞きたいのはそいつの腕と信用だ。どうなんだ？　そいつに職人の誇りはあるのか？　わざと不良品を渡されても俺が死ぬだけだ。そんな相手に命を預けたくはない」

　正直な気持ちだ。俺は戦士職ではないが、武具の大切さはよくわかっているつもりではある。信用できない武具で戦いには出たくない。

　そして信用できない相手が作った武具など着たくもない。

「だそうだ。どうするドルフ」
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　するとドルフは俺の少し前に立ち、頭を下げた。

「今回の件、謝罪させてもらう。しかし弁明はさせてほしい！」

　つまり、理由はあったってことか。しかし弁明といっても内容によるとしかいいようがないが、一応聞いてみるか。

「いいよ。ただし手短にな」

　ドルフは一度深呼吸すると言った。

「私はあなたの皮を見た時それは美しい皮だと思った。どれも滅めっ多たに市場やギルドの販売などでは見掛けない、Ａ級やＳ級の素材だと一目見てわかった。これは極上の品だと。所持者は調教師と聞いていたのでとにかく金に物を言わせればどうにかなると思った」

　……俺の皮ってそんなによかったのか？　素人の皮剥はぎが？

　そんな疑問が湧いたが、話は続く。

「……妬ねたましかったのだ。貴き殿でんのように魔物の素材を持ち込み武器や装備を造ってほしいという依頼は必ず来る。しかしそういった依頼は必ず兄の元に行き、私は素材に触れることすらなく終わってばかり。それが同じ職人として悔しく、口では言い表せないほどの怒りが込み上げてきた」

　震えながらドルフは今までため込んでいた物を吐き出すように言う。

「私も兄と同じだけの技術を持っていた。しかし依頼されるのは有名である兄ばかりであり、私には来ない。兄も依頼にはしっかりと応えるため一人で製作する。しかし確かに同じだけの技量はあるのだ。それなのに有名であるというだけで、王であるというだけで、私が劣っていると見られていると感じるようになってから、その時の私でも自覚できるほどに暴走してしまった。その結果が兄の幽閉だ」

　さすがにそこまでしなくてもいいと思うが、弟にとってそれだけ大きな悩みだったということなのだろう。

　そしてうつむいて話していたドルフは顔を上げ、俺を見ながら言う。

「そんな時にあなたが現れた。兄のふりをして依頼を受ければ私の腕は確かに兄と同じであると、決して劣っていないと証明できるはずだった。しかしあなたは私に売らないと言った。信用できないと。……私はなぜか自分でも抑えられないほどの怒りを覚えた。兄の真似で王をしている私を見透かされた気分になった。このたびは本当に申し訳ない。兄になり代わり依頼を受けようとする者を信用できないというのは当然のことだ。改めて申し訳ない」

　そう改めて謝罪された。

『どうする。許してあげるの？』

　リルは俺にそう聞きながら首をかしげる。

　許すつもりだが、どう許せばいいのかがわからない。

　なんて考え込んでいるとドワルが口を開く。

「俺からも頼めないだろうか。これは俺の責任でもある」

「兄上!?」

　意外なところからドルフに助けが入った。

　驚いている間にもドワルは話す。

「今回の件、俺の責任でもある。弟の腕をわかっていながら依頼されたのは私だからという責任感から一切依頼について触れさせなかった。そういった積み重ねが今回の事件を起こしたのだろう。だから兄として許してほしい」

「わかりました。許します」

　俺がそう言うと、二人はほっとしたように息を吐き出した。

　特に強く怒っていたわけではないのだが、なにも言わないことで誤解させてしまったのかもしれない。




　それにしても職人ってのはいい素材を見るとみんなこうなるのか？　ドワルも爺さんの牙を見せた時滅茶苦茶食い付いたし。

「腕はどうなんだ？　生半可な技術力じゃ加工すらできないんだろう？　魔物の素材って」

「俺の服や防具はドルフが作っている。服や防具に関しては手先が器用なドルフの方が上手い」

　なんと、ドワルの鎧は弟作だったのか！

　ドワーフの鉄鎧と聞けば各国の騎士が喉から手が出るほど欲しがる鎧だ。

　普通の鍛冶職人が作ると重くて使いこなせる人の少ない全身鉄鎧だが、ドワーフが作った全身鉄鎧は鎧の重さを軽減する魔法を付与していたり、さらに頑丈にするための防御魔法を付与していると聞く。

「鎧のご感想は？」

「この鎧に何度命を救われたか。それに手足もよく動く」

「今回は皮だが？」

「問題ないだろう。ドルフは手先が器用だ、俺よりもな」

　実力も問題ないか……なら最高の一品のために頼んでみるか。

「なら俺からの条件を言わせてもらう。一つは全力で最高の一品を作ってもらう。二つ、足りない素材は俺が獲ってくるから言ってくれ。三つ目はお前ら兄弟で作れ、以上だ。そっちの条件は？」

　俺からは以上。なのにそっちはなんで目をパチパチさせてる？

「一つ目は当然として、わからんのは三つ目だ。俺たち二人に依頼する、ということか？」

「当たり前だろ？　どうせ二人同じところにいるんだ、面倒だから二人でやった方がいい武具ができそうだし」

「それは牙もか？」

「当たり前。二人に俺の命を預ける」

　このぐらい言っとけば断りにくいし、格好いいじゃん。

「私もよろしいので？」

「俺は二人に依頼した。あといい加減堂々としろ、王様の弟か？　それでもよ」

　いい加減ペコペコされるのは気に入らないし、やっぱこういう関係は対等じゃないといけない気がする。

「なら俺からの条件はまず炎の確保だ。かなりの魔物の炎を炉に入れる必要がある」

「わかった。で、ドルフの方は」

「私の方は今のところは問題ありません」

「それじゃ頼む」

　こうして俺の武具製作が始まった。
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　まず最初に身体中を測られた。

　身長、スリーサイズ、肩幅、腕の長さ、太股とふくらはぎの太さなど、マジで身体の隅々まで測られた。

　他にも掌から足のサイズまで自分でも気にしてなかったところまで測られ、ここまでするのか？ってところまで調べるから本当に驚いた。

　それだけ二人が本気になっているってことだからいいんだけど。

　あと炎の確保のためあっちこっち探し回っているがなかなか見つからず、早二ヶ月が過ぎようとしていた。




「これでもダメか」

　これで何百回目だろう。爺さんの牙で短剣を造る作業は全くといっていいほど進まない。

　最初は炎の温度調節から始まり、炎そのもの、つまり精霊や魔物の炎を変えながら手探りで進めてきたが、全くかすりもしない。

　爺さんの牙は普通の炎では何千度という熱を与えても全く変化せず、ハンマーで叩いて形を整える鍛造ができない。

　いい短剣を造るには、まずは熱して何度も叩く。これは強度をさらに高めるための工程だと説明されたが、爺さんの牙はあまりにも特殊すぎて普通の炎では一向に溶ける気配すらしない。

「あと試してない炎ってあったっけ？」

「いや、この辺にいる鍛治精霊や火精霊も試したが変化すらない……」

「……遠出して炎を持ってくるって手もあるが、正直それもダメなら心が挫くじけそうだ」

「兄上、リュウ殿。少し休憩を入れましょう」

　ドルフが茶を持ってきてくれた。この工房は他のメイドさんたちも入ってはいけない場所らしく、いつも茶を持ってきてくれるのはドルフだ。

「ありがとドルフ。ドワルも一度休憩入れようか」

「しかし……」

「焦りは禁物だ。上手くいかない理由を探しながら休めばいいさ」

　無理矢理ドワルを連れていく。

　工房から少し離れた部屋で茶と菓子を食べて一服する。

「ドルフの方は大丈夫なのか？　国の仕事をしながら服の製作もしてくれてるんだろ？」

「私は少しずつ進んでいるからまだましです。問題は兄上の方です」

　茶も菓子も手をつけず頭を抱えて悩んでいるドワルを見て不安そうにしている。

　弟のドルフは今回の件で防具を中心とした製作責任者となった。

　もちろんただ若い人たちに指導するだけではなく、ドワルよりも得意としている防具の製作を中心に依頼されるようにもなった。

　これによりフォールクラウンは武器のドワル王、防具のドルフという形で各国から注目され始めた。

　ああ、まさかここまで苦戦するとは思ってもみなかった。爺さんの牙ってどんだけ頑丈なんだよ……。

『リュウ、大丈夫？』

　あぁ、俺の癒しがやって来た！

「おいでお嬢、そして俺を癒してくれ～」

『全くもう、あの子もいるんだからね』

　そう言った後、一羽の鷲が俺の肩に止まった。

「なら二人で癒してくれ～」

　二人を正面に持ってきて思いっきり抱き締めることで癒しを求める。

「ははは、リュウ殿は本当にその二匹が好きですね」

　渇いた感じで笑うな。

「はぁ、どの炎ならいいんだ……」

「ドワル、いい加減休め。こっちまで気が滅入る」

「すまん。だがこの問題が解決しないと先には進めんのはわかっているだろ」

「こうなりゃひたすら磨といで削るか？」

「その場合、何年先になるか…………」

　本当に手詰まりって感じだな。

　……にしても炎か。一つだけいける気がする炎がある。

　……一か八かでやってみるか。これ以上ドワルを疲ひ弊へいさせるわけにもいかない。

「ドワル、ドルフ。一緒に外に行かないか」

「ん？　気分転換か？　なら一人で」

「俺の中で一つだけ上手くいくかもしれない炎を持った奴に会う」

「なんだと!!　そんな相手がいるなら最初に紹介しろ!!」

「まだ未熟なんだよ。だからはっきりいって賭けだ。それでもよければ付いてきてくれ」

　俺は多分だが成功する気がする。

「その相手は誰だ」

「この子だよ」

　ドワルの問いに俺の膝の上にいた鷲を抱えて教える。

「その鷲が？」

「そうだ。俺が工房に籠こもってる時お嬢の組手の相手をしてる。これがどういう意味かわかるよな？」

「なるほど。フェンリル殿の孫娘と同等に戦えるということはその鷲も同等ということか」

「兄上！　その鷲がフェンリルと同格の種族だというのですか!?　それにリュウ殿がフェンリルを従魔にできるなんて」

　ドルフが驚いた。ま、普通の反応だな。

「多分な。それなら爺さんの牙も少しは変形するかも。どうだ、ドワル。少しは希望が出てきたんじゃないか？」

「……今までそのことを言わなかった理由を教えろ」

「ただ単にこの子は俺の従魔じゃないってのと、フェンリルクラスの大物がいるとバレたらこの子の害になるかもしれなかったから。従魔になるかどうかはこの子自身に決めてほしかったってのもある」

　ちょっとはわかってほしいがわかってくれただろうか？

　するとため息をつきながらドワルは言った。

「わかった。従魔ではない野生の存在をむやみに使いたくなかったってことだな」

「リュウ殿は優しいのですね」

「わかってくれたならこの子に協力してもらう。いいか？」

　俺は膝の上にいる鷲に聞くと「ピイ！」と鳴いた。
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　さて外に出てきたのはいいんだが……

「ギャラリーが多くね？」

　そう、なんか無駄に人が多いのだ。

「すまんすまん。これでも王族だから外に出る時はこうなるもんなんだよ」

「すみません、リュウ殿。こちらもできるだけ目立たぬようにしたかったのですが……」

　流石王族、護衛の数が半端ない。色んな騎士がいっぱいいるよ。しかも完全装備だし。

「リュウさん、頑張ってください！」

　マークさんまでいる！　完全に見せ物扱いだな。こっちは神聖な儀式のつもりだってのに。

『なんか気に入らない』

『俺もだ、リル。見せ物扱いは気に入らねぇ』

『なら日を改める？』

『いや、いい。さっさと終わらせよう』

　俺は肩の上にいる鷲を抱き締める。

　そのまま頭を撫でると嬉しそうに鳴く。

「いいか。これから行うのは俺とお前が家族になるための儀式だ。『名付け』とはそういうもんだ」

　目を合わせ、キチンと言う。

　この子も真面目に話を聞いている。

「お前が俺の家族になってくれると俺は嬉しい。でもこれはお前が決めろ。自分の意思で」

　この子は少し不思議そうに俺を見た。

　そしてまた俺に甘える。

　……問題なさそうだ。

「それじゃ今からお前の『名前』は炎カ鈴リンだ」

　その瞬間、炎が俺とカリンを包んだ！

　え、なにこれ。リルの時はこんな派手なことは起こらなかったんですけど！

『リュウ、大丈夫!?』

「あれ、リル。どうやって来た？」

『無理矢理突っ込んできたわ。この炎の渦、かなり大きくなってるわよ』

「リル……久し振りに凛々しい状態になったな」

　最近は力を抜いた素の状態だったが、今は初めて会った時のような雰囲気になり、カリンのことを探す。

『それよりあの子は』

「すぐそこ」

　目の前で大きな卵のようになったカリンを指差す。

　なんか浮いてるし。

　胎動しているかのような、それは紅と金色が混じり合っているようにも見える。

「これは……生まれ変わるのか？」

『正確にいうと進化ね』

　これが『進化』か。

　魔獣には進化がある。普通の生物とは違い生きたまま進化するし、条件さえ揃えば一瞬で進化は終わる。

「……でなにに進化すんの？」

『知らないわよ』

　……まさか運任せじゃないだろうな。

『本人が最も望む形と力を備えた存在になるのが進化なのよ』

　そうなのか。で？

「カリンはどうなんの？」

『進化を邪魔すると本人にどんな影響を与えるかわからない。そっとして進化が終わるのを待つしかないわ』

　……なにもできないのか。

　ただ待つしか。

　そのまま待っていると卵が少しずつ割れてきた！

　俺はつい手を広げて「カリン、おいで!!」と叫んだ。

　そして卵が完全に割れた時、中から女の子が出てきた！

「パパ!!」

　え、パパ!?

　多分カリンが俺に抱きつく。

　紅に少し金のメッシュが混じった髪、俺より少し低い身長で、スタイルは女神のように均整がとれていて出るとこは出て引っ込むとこは引っ込んでいる。全ての女性が羨うらやむほどだと思う。

　その声は鈴のように耳に響く。

　そして人間とは違い、紅い翼と紅い尾羽がある。

　俺もつい抱き締めたが、これ本当にカリンか？

「ちょっと進化に時間掛かったけど成功したよ、パパ!!」

　あ、やっぱ俺のことなのね。

「あ、ああ。心配したぞ、カリン」

「ごめんなさい。パパと同じ形になるのに時間使っちゃった」

　なるほど、それで時間が掛かったのか。

『全く。無理矢理じゃないでしょうね』

「あ、お姉ちゃん。うん無理矢理じゃないよ」

『ならいいわ』

　リルがカリンの顔をなめる。

　カリンも嫌がらず、むしろ喜んでそれを受け入れた。

「リュウ、無事か!!」

「リュウ殿、生きてたら返事をください！」

「リュウさーん！」

　おっと、ドワルたちのこと忘れてた。

　炎の渦もいつの間にかなくなってたし、それじゃご報告に行きますか。

「リル、カリン、行こうか」

『そうだね』

「うん！」

　さてと、これからは三人で頑張りましょうか。




■




　手を振りながら無事を伝える。

「おーい。上手くいきましたよ」

「なにが上手くいっただ！　一体なにをしたらあんな危険なことが起こるんだ！」

「そうですよ！　リュウ殿が死んだら大騒ぎになるところでしたよ！」

「リュウさん、よくぞご無事で！」

　おーい成功したんだから少しは褒めてくれよ。

「ところでリュウさん。その女性は？」

　マークさんがカリンを見て聞いてきた。

「こいつはカリン、炎の提供者です」

　俺の左腕を抱き締めるカリンを紹介した。といっても前からいるんだけどね。

「本当にその女性があの鷲なのか？」

「そうです。炎の渦のせいで見えなかっただろうが、俺は目の前で見ました」

「……なら納得するしかないか」

　そうそう、納得しとけ。

　これで剣の製造が進む可能性が出てきたんだから。

「それにしても美しい羽ですね」

　マークさんが落ちてたカリンの羽を拾って呟いた。

　本当に綺麗な羽と翼だよな。

　深くて濃い、紅の翼。

　きっとこの美しい翼はカリン以外誰も持っていないだろう。

「あ、当たり前ですよ……この羽が美しいのは……」

「どうしたドルフ。そんなに震えて？」

　本当にどうした？　夏風邪か？

「リュウ殿はその方の種族を知らないのですか？」

　ドルフが俺に聞いてきた。そういえば知らないな。

「カリン、お前の種族ってなんだ？」

「ん？　私は迦楼羅天ガルダだよ、パパ」

　ガルダって確か神鳥じゃなかったっけ？　神すら恐れた聖なる鷲で、蛇もしくは龍殺しの力も持つ民間信仰もある鷲、のはず。

「え、カリンってそんなとんでも種族の鷲だったの？」

「うん。とんでも種族は言いすぎだと思うけど」

　はぁ、お前がとんでもじゃないなら、どんな種族がとんでもになるんだろ。

「ドワル、カリンの炎なら爺さんの牙どうにかできるんじゃないか？」

　しかしドワル及びその他はいまだに固まっている。

『むしろリュウの方があっさり受け入れすぎなのよ。私も初めて見たわよ、ガルダなんて』

　そうだよな、一生のうちに会えるとは思えない存在だよな。

『リルはカリンの炎で爺さんの牙を変化させられると思うか？』

『どうかしら。ガルダとはいえ生まれて間もないからなんともいえないわ』

　やっぱ年季の入ってる方が強いのは当然か。

「流石にこれ以上の炎を探すのは難しいぞ」

　神鳥以上になるともう超高位のドラゴンか精霊しか思い付かない。

「それでもダメだった時は古龍にでも頼んでみるか？」

「むー、私、ドラゴンより強いもん」

　カリンは妙な対抗心を持ってるな。ドラゴンには会わないようにしないと。

「流石にこれで十分だろう。カリン殿の炎なら剣ができる」

　うんうん。ドワルもそう言ってるし、多分大丈夫だろう。

「ならさっそく工房に戻って剣の製造に取り掛かろう」

　引き返す時、マークさんが小声で。

「リュウさんリュウさん、落ちてる羽は貰ってもいいですか？」

「いんじゃない？　自然と落ちた羽だし」

「ありがとうございます!!」

　その後マークさんを含む多くのギャラリーはカリンの羽を全力で集めだした。

　なんでもカリンの羽をアクセサリーにして売ったり、対ドラゴン用のお守りとして持ったりしておきたいとか。

　とりあえずカリンの炎で剣の製造が本格的に始まった。
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　あれからさらに一ヶ月が過ぎた。

　カリンの炎で爺さんの牙の加工は意外なほどに順調に進み、何度も何度もドワルとドルフが打ち、少しずつ完成に近付いてきた。

　ちなみにドルフの革鎧は先に完成した。

　俺の体格に合ったかなり頑丈な服である。

　模擬戦としてこの服を着た状態でリルと組手をしたが全く破けず、むしろリルの攻撃から身を守ってくれたほどでリルの方が悔しがってた。

　もちろんカリンの炎にも耐えられるように作られている。

　一時間ほど炎の攻撃を受けたが、燃えることはなかった。

　ドルフは誇らしそうに『熱変動無効』のことを話す。

『熱変動無効』は熱による影響を無効化するのが一番の特徴のスキルだ。つまり熱いと寒いがなくなる。

　炎の一番の攻撃は『熱』によるダメージ、氷の一番の攻撃は『吸熱』。その二つを無効化する。

　早い話、炎と氷の攻撃は効かないということだ。

　もちろん氷による吸熱は効かなくても、氷柱による物理攻撃は効く。

　完全とはいかないものの相当防御力が上がるらしい。

　ちなみにこのスキルはカリンの羽によって付与された。これを聞いたカリンはかなり嬉しそうにしていた。

　そしてついに短剣が完成する日が近付いていく。




「これでよし」

　ドワルが鞘さやに短剣を仕舞った。

「これで完成か？」

「ああ、これで完成だ！」

　おお！　これが俺の短剣！　やっべ、滅茶苦茶テンション上がってきた！

「ただこの短剣、変じゃありません？」

「どこがだ？」

「刃が片方にしかない」

　それだけじゃなく、刃のない部分は反りがある。

「これは脇わき差ざしという東の国の者に教えてもらった技術だ。切れ味重視でと頼まれたからな」

　ほう、この方が切れ味がいいのか。

「さっそく試し切りするか？」

「ああ、試させてもらいます」

　これほど昂ったのは久し振りだ。

　さっそく試し切りさせてもらおう。
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　またギャラリーがいっぱいの試験になった。

　今回はただの試し切りなので、どっちかというと周りが巻き込まれないか、の方が不安だったりする。

「今回もまた随分と集まったな」

『危険なのになんで来るんだろう？』

「あんまり面白いことがないんじゃない？　特に普通の人たちには」

　それもありそうだな。

　前回はドワルたちを守るために集まった兵士たちが多かったが、今回は完全に野次馬の方が多い。

　きっと前回の名付けが面白おかしく伝わったのだろう。

「ま、今回はそれだけじゃなさそうだけど」

「どういうこと？」

　カリンが聞いてきたので前回とは違う連中に軽く目線を送った。

「あいつらはギルドの連中だ。多分俺を勧誘したいんだろ」

「勧誘？　仲間にしたいってこと？」

「簡単にいうとそんなとこだな。大方俺たちが狩って食った飯のおこぼれにあやかろうとしてんだろ」

　カリンはよくわからないみたいなので、俺なりにあいつらの思考を予測する。

　俺たちが狩って食った魔物は大抵はＢ級冒険者のパーティーでは命がけの戦いになる。

　しかし俺たちはそれらを簡単に狩ってくる。しかも普段は肉だけを食って、残った素材はそのまま放置している。その素材になる骨や皮を売ってほしい、ということだと俺なりに話す。

「お肉じゃないところが欲しいなんて変なの」

『まるで死肉を貪むさぼる獣ね』

　リルが嫌そうな顔をした。

「仕方ねぇよ。人間は弱っちいんだよ」

　それだけはいえる。確かに人間は弱い。俺も弱いから武装を整えるためにこの国に来たんだから。

「そろそろ始めてくれ」

　ドワルが俺たちに言った。

「軽くでいいか？」

『どうせなら本気でやらない？　今のリュウの本気を試してみたい』

「私もパパの本気見たい！」

　……全く。ギャラリーがいるからできれば本気は見せたくなかったが、リルとカリンに本気を見せろと言われたら本気を出すしかないか。

「ドワル！　もう少しギャラリーを遠ざけてくれ！　お嬢とカリンが本気出す！」

　ドワルはゾッとしたのか、すぐに「全員退避!!」と急いで遠くに離れた。

　ギャラリーが離れたのを確認して二人に言った。

「それじゃリル、カリン、本気で遊ぼうか」

『よろしくお願いします、リュウ』

「わーい！　パパが本気で遊んでくれる!!」

　リルは組手の礼をするように、カリンは無邪気に魔力を上げる。

　そして勝負はいきなり始まった。

　リルは俺に噛み付くように牙を剥むき出しにして、大口を開けながら迫ってくる。

　俺はスキル『魔力探知』『第六感』で大体の攻撃位置を予測、さらに普通に動けば付いていくことすら不可能なので『身体能力強化』を並行して使用する。

　これでリルとカリンを相手にする最低限の準備はできた。

　噛み付こうとするリルの攻撃をバックステップでかわす。

　そこにカリンの羽が襲う。放射状に飛んでくるカリンの羽は鋭いだけではなく、炎を纏っているので触れただけで火傷になってしまう。

　短い時間で二人同時に攻撃できるとは思ってなかったな。

　羽は手で捌さばくことで防いだが、これはカリンの羽で作った服があるからだ。もし服がもっと弱かったら本当に危険だ。

　一人ずつ相手した時よりかなりヤバい。まさかいきなりこんな連係できるとは本当に思ってなかった。

　となると一度二人を離す必要があるな。二人同時に攻略とか今の俺には無理。

　それじゃさっそく脇差の威力を試してみるか。

　リルとカリンは脇差の威力を見たいからか、少し離れたところで警戒してる。

　ならやってみるか、居合いといわれる剣を抜くと同時に攻撃する技を試してみよう。

　鞘に入った状態で魔力を流す。爺さんの牙だった時からずっと使っているから加減は知り尽くしてる。

　さて二人の間を通すように脇差を振り抜く！

　………あれ？　なにも起こらない？

　なんでだ？　確かに上手くいって、うお!?

　リルがいきなり襲ってきた！

　しかし脇差でリルの爪を防ぐことができた。

　防ぎながら後ろに飛んで衝撃を和らげたが、次はカリンの蹴りが鳩尾みぞおち、胸、顔面と、身体の中心を正確に捉とらえながら連続で襲ってくる。

　カリンの足は鷲の爪のようになっていることで貫通力の高い攻撃ができるせいか非常に痛い。

　って鳩尾に入った！

「げほ！　がは!!」

　服のおかげで穴は開かなかったが、素だったら風穴開いてっぞ。

　蹴り跳ばされたから少し飛んでしまうと上からリルの足が迫っていた。ここで来るか、リルの踏みつけ！　回避できな……！

「グハ!!」

　思いっきり踏まれた。

　これじゃ負けだな。

「参った。俺の負けだ」

　そう宣言すると足を退どかしてくれた。

「あーまだ勝てないか」

『それよりあれ、なによ！　あの斬ざん撃げきは!?』

「斬撃？　ああ成功してたんだ」

「パパ、あれって本気で殺す気あった、なかった？」

「？　あるわけないだろ」

　するとリルとカリンは思いっきりため息をついた。

　え、なんでそんな反応する？

『あれを見て』

　あれ？　……ただの青空にしか見えねぇ。

『あの雲、形が変でしょ』

　あ～あの雲ね。

　リルが鼻で指した大きな雲は不自然な形になっており、まるで真ん中をなにかに斬られたかのように分かれている。

　確かに変だが？

「あれね、パパがやったの」

　は？　俺が雲を斬ったとでもいうのか？　って二人の反応を見る限り本当みたいだな。

「……マジか」

『マジよ』

「マジだよ。おかげで全力出さないといけなかったもん」

　あ～それで容赦なしの猛攻だったのですか。

「でもリュウも強くなったじゃない」

　ってなんで人の姿になる!?

「いい加減隠さなくてもいいでしょ。あのドワーフたちは信用できる」

　ははは、フェンリルのお嬢様から信用を得ましたか。

「リルがいいなら構わない」

　その後、俺は情けなく二人に肩を貸してもらいながら戻った。
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「お前ら、この国を壊す気か!!」

　終わった後、ドワルに怒られた。

　そりゃ国内で暴れたが、許可あっての試験だろ。

「いいじゃないですか。おかげで性能はどんなものかわかったわけですし」

「それでも程度というもんがあるだろうが!!」

　ま、国のトップは国と国民の安全が第一なのは当たり前だけどさ。

「それでリュウ殿は今後はどうするのですか？」

　ドルフがなにか不安そうに聞いてきた。

「どうすると聞かれても……まぁあてのない旅でもする、でしょうか？」

　この国に来たのは武具を揃えるためだったし、次の予定はなにもない。

「ならこの国でもう少し滞在するのも」

「ドルフ、やめろ。リュウが決めることだ」

　なにか知らんが、ドワルが止めてくれた。

　寂しいのかね、ドルフは？　別に今こん生じょうの別れってわけじゃないのに大袈裟な。

「とりあえず二、三日滞在してから一度家に帰ります。その後、また旅にでも出ようかと」

　今パッと思い付く予定はそんなとこだな。

「わかりました」

　なんだか残念そうな顔すんなよ、ドルフ。

「ところでその脇差の名はどうする」

「え、名前付いてないんですか？」

「リュウに決めてもらいたい。本来は製作者が決めるものだが、その方がいいだろう」

　それじゃあ俺が付けるけど、なんて付けよう？　いきなりだから簡単なのしか思い付かんぞ。

「それじゃ狼ロウで」

「……また安易な」

　不満なら最初っから自分で名付けとけや、ドワル。




　そして三日後の朝。

　俺たちは一度大森林に帰ることになった。

　服と牙を加工したことを報告してからまた旅に出るつもりだ。

　そして今、見送りにドワルにドルフ、マークさんたちが来てくれた。

「皆さんお世話になりました。ロウと服は大切に使わせてもらいます」

「おう。いつでも整備に来い。どうせリュウのことだ、無茶な使い方するに決まってる」

「革鎧もですよ。キチンと持ってきてくださいね」

　はいはい、持ってくるよ。

「リュウさん、色々ありがとうございました」

「なにかしましたっけ？」

「色々私に卸おろしてくれたじゃないですか！」

　あ、そのことか。

　確かに色々卸したな。おかげで大分稼いだらしい。

「それじゃまた、その内お会いしましょう！」

　こうして俺はフォールクラウンを離れた。







［閑話 side 勇者フォールクラウンにて］




　先月あたりにフォールクラウンでとてつもない武器が造られたらしい。

　報告によれば、この大陸の空を切ったとか。

　冗談のような報告だが、実際に雨雲を切ったことで雨がやんだ……というか雨雲が吹き飛んだのを見た人が大勢いたので認めざるをえない。

　今回の大騒ぎで私の国はこの武器を購入することに決めた。

　私がより強力な魔物を退治するため、いずれは魔王を滅ぼすための先行投資としての購入だと言っていた。

　確かにありがたい話だが、それならもう少し国民の生活にもお金を使ってほしいと考える私は甘いのだろうか？

　いや、きっとそんなことはない。

　どんな国だって自分たちを守ることができる力がなければ成立しない。

　これは事実だ、問題ない。

「ティア、また考え事？」

　タイガが私の隣まで馬を進めて聞いてきた。

「……私ばっかり優遇されてるみたいで落ち着かないの」

「そのことか。ティアは勇者として一番危険なところで戦ってる。その分多少いい武器を買ってもらっても文句を言う人は少ないと思う。僕だって精霊の樹木を使った杖を買ってもらったしね」

「でも本当にみんなは豊かに暮らしてるの？　安心して暮らしてるの？」

「ティアは心配性だね。大丈夫、みんな安心して暮らしてる」

　タイガは私を安心させるように言う。

　やっぱり私はメンタルが弱いと思う。

　すぐ不安になり、気弱になる。

　そしていつも助けてくれるのはタイガだ。

　素直に嬉しい。

　でも私が一番落ち着く相手は誰か、と聞かれると、リュウと答えてしまう。

　なぜだろう？　いつも近くで守ってくれるタイガよりリュウを選んでしまうのは。

「ティア。もう着くよ」

　タイガに言われて顔を上げた時、フォールクラウンの門が遠くに見えた。




　フォールクラウンに到着後、すぐにドワル王に会うことになった。

　一応国家間での話し合いになるので、今回は滅多に着ない儀式用の鎧を着て謁見する。

　噂ではドワル王はとても厳格な方で、会うことができても気に入られなければ二度と会えない、とまでいわれる。

　そんな王様相手に商談とは、私の国もバカなのではないかと疑ってしまう。

「勇者様とそのお仲間様、ドワル王がお待ちです」

「みんな行こうか」

　王様が時間を作ってくれたのだ、無駄にはできない。

　謁見の間の門まで来るとみんな緊張した表情になった。

　ここにいるのはほとんどが前線で剣を振るう者ばかり。失礼がないように気を付けなければならない。

　そして門が開いた。

　王様を守護する兵士たちを横目で見るとみんな上等な鎧を身に着けている。

　流石鍛冶師の国だ。

　私たちの国の鎧よりずっといいものを着ている。

　私たちは玉座の前で跪き、そのままじっと待つ。

　しばらくして近くから足音が聞こえた。

「面を上げよ」

　声の指示のままに顔を上げた。

　そこにはドワル王とドルフ王弟殿下がいた。

「我が造った剣を欲していると聞いた。どの剣を所しょ望もうしている」

　ドワル王は厳おごそかに聞いた。

「ドワル王、我々は」

「我は勇者に聞いている」

　パーティーの騎士団長が答えようとして止められた。

　私を指名してきたので私が答えるしかない。

「先日、空を切ったといわれる剣を所望しています」

「ほう、あの剣か。なぜあの剣を所望している。今の勇者の剣もなかなかの業物だと聞いている」

「確かに。しかし常に状況は動くもの。よりよい武装で挑めばさらに戦死する者は減り、世界の平和に繋がるでしょう」

　ドワル王はなにか考えるような素振りで私を見た。

「では一つ、いや二つ条件を出す。この条件を満たすことができたら造ってやろう」

「造る？　売ってはくれないのですか？」

「売ってはやらん。しかし素材さえ手に入れれば同じ物を造ってやろう」

　つまり自分たちで素材を用意しろ、ってことね。

「その素材とは？」

「なに、勇者から見れば大したことはない。フェンリルの牙とガルダの炎を用意すればできる」

「なっ!!」

　フェンリルとガルダなんてどうやって倒せっていうの!?

　伝説上の魔獣を二匹、見つけるだけでも大変だというのに!?

「ドワル王、それは勇者一人でということですか！」

「タイガ！」

「あなた失礼ですよ。今は兄上と勇者が話しているのです」

「まぁ待てドルフ。この者の質問は勇者にとっても大切な質問、目をつむってやれ。そして質問の答えだが、無論パーティーで向かっていい。だが忠告として精鋭のみ連れていった方がよいぞ。ただの兵など肉壁にもならない。それとガルダは炎さえ手に入れば構わない」

　つまり倒すのはフェンリルだけね。でも居場所は？　それすら私たちは知らない。

「その二匹の棲息地はわかりますか？」

「残念ながら」

「……そうですか」

「もうよいか」

「はい、お時間を作っていただきありがとうございました」

　そうして私たちはドワル王に難題を課された。




「いくらなんでも無茶苦茶な要求だ!!」

　私たちが部屋に戻った後、タイガが思いっきり不満を垂らしていた。

　そりゃあまりにも無茶な要求なのは私もわかる。でも……。

「なら造ってもらわなければいいだけでしょ」

「それじゃこの国に来た意味が……」

「人の命には代えられないよ」

　もしフェンリルと戦うことになったら精鋭のメンバーでも必ず死者が出る。

　国のためなら多少はわかるが、私のためなら特に要らない。

「ならこの国でなにか買おう。ただ過ごすのももったいないし」

「わかった、付き合うよ」

　こうして私たちは町に繰り出した。




「しっかしティアの嬢ちゃんもこういうのを楽しむ様になったか」

「失礼でしょグラン。ティアちゃんは女の子なんだから当たり前でしょ」

「だが小さい時から見てたもんだから、やっぱりこう、成長したんだなぁと思ってな。マリアだって姉みたいなものだろうが」

「そうだけど……」

　結論からいうとパーティーメンバーが全員付いてきた。

『勇者』の私に『賢者』のタイガ、『騎士』団長のグラン、最後に『僧侶』のマリアさんが私たちのメインパーティーになる。

　グランとマリアさんは私とタイガの師匠でもある。

　グランからは剣術と敵を見る際の注意などを教わった。

　マリアさんは教会のシスターで、主に魔法と古い魔導書の読み方を教えてくれた。

　それに二人は叔父さんとお姉さんのように優しく接してくれたので、家族のような関係だと私は感じてる。

　今は町の様子を見ながらウィンドウショッピングをしていた。

　町は活気が溢れ、至るところから賑やかな声が聞こえた。

「ティアちゃん、なにか買いたい物とかないの？」

「う～ん、色々あって悩みますね」

「ティアちゃんは若いしお金もあるのだから、ちょっとぐらい奮発したら？」

「そんなこと言われても流行りとかはわかりませんし……」

「そこまで流行りを気にしなくてもいいのよ。自分がいいなって思ったのを買えばいいのだから」

　マリアさんはシスターだけどそんなに信心深くない。

　だから他のシスターさんに聞かれると怒られるようなことも普通に言う。

「なぁマリア、こんなアクセサリーより武器を見てきていいか？　さっきいい武器があったんだよ」

「ちょっと男は黙って女の子の買い物に付き合いなさいよ」

「なら俺たちの買い物にも付き合ってもらうぞ」

「私たちの買い物が終わってからね」

「おい、タイガ。お前も強く言ってくれ！　マリアはお前とティアには甘いからよ」

「僕はあまりここの武器は合いませんね。僕は魔術師なので杖の類たぐいはなさそうです」

「おい、せめて俺のフォローぐらいはしてくれよ！」

　そんな会話で盛り上がる私たち勇者パーティーだった。




　夕刻、私たちパーティーはギルドで食事をしていた。

　ギルドは様々な形で利用できるので、私たちはとても助かっている。

　ただ今回は食事だけではなく、情報収集のためにギルドに来ていた。

　もちろん内容はフェンリルとガルダについてだ。

　しかしなぜかこの話題を出すと、みんな渋った顔をしてはぐらかす。

「どうなってんだ？　フェンリルとガルダの情報を聞くたびにみんなこそこそと逃げやがる」

「この国はフェンリルとガルダとの間になにかあったと見るのが妥当じゃない？」

「でもどちらも伝説の魔獣です。そんな一度に来ますかね？」

「それになにかあったのに、この国が特に何事もない様子なのも変よ。普通なら各国に応援を要請する事態だわ」

　と、色々と話しているがどれも違う気がする。

「そんなにフェンリル様とガルダ様の話を聞きたいのですか？」

　不意に後ろから声をかけられた。

「あなたは？」

「私は情報屋です。勇者様、なぜそんなにもフェンリル様とガルダ様の情報を欲しているのですか？」

　なぜこの情報屋は魔物ごときに様と付けているのかはわからないが、まずは話を聞いてみる。

「ドワル王に難題を出されたのよ、武器が欲しければフェンリルの牙とガルダの炎を持ってこいと」

「なるほど、ちなみにそのフェンリル様とガルダ様はどうするおつもりで？」

「殺さなければ手に入らないでしょ」

　その瞬間、周りの人たちがざわざわと騒ぎ出した。

　一体なに？　当たり前のことでしょ。

　しかもここはギルド、冒険者たちのたまり場なのに。

「勇者様。そ、それだけはやめておけ」

「そうだ。悪いことは言わねえからやめろ」

「……最低でもこの国の近くでは絶対に喧嘩は売るなよ」

　様々な言葉が私たちにかけられた。

　そして最後に情報屋が言った。

「あなた方がその気でいる限り誰も言わないでしょう。フェンリル様とガルダ様のことを」

　つまりみんな見たことがあるの？　フェンリルとガルダを？

「おい情報屋、金はやる。話せ」

　グランが金貨の入った袋を出しながら言った。

　それを見た情報屋はため息をつきながら近くに座る。

「お代はいただきません。その代わりあやふやにこの状況についてお話ししましょう」

　そして情報屋はまるでお伽とぎ噺ばなしのような話をした。

　フェンリルとガルダを連れた男がこの鉱山の魔物を狩り、この国を豊かにしたと。

「つまり彼はこの国の英雄なんです。しかも彼自身は目立ちたくないと言ったため、ドワル王はみんなに彼の話をしないようにお触れを出したのです」

「それがなぜこんな恐れた空気になっている？　話したら殺すとでも書いてたか？」

「それは勇者様がフェンリル様とガルダ様を殺すと言ったからです。実は例の武器の試し切りで彼とフェンリル様たちが模擬試合をしたのですが、その際少しフェンリル様たちが力加減を間違えたらこの国が滅ぶのではないかと思ったほどでして。もし殺そうとしたら今度こそ国が滅ぶとみんな思ったからでしょう」

　なるほど。それだけ恐ろしい強さを持っているってことね。

「なら余計に殺しておかないと」

「……え？」

「それだけ恐ろしい魔物は放っておけないわ。殺さないと」

「ティア？」

　情報屋とタイガはなぜ不思議そうに私を見るの？　私の使命は魔物やドラゴン、悪魔を滅ぼすこと。

　なにも間違ってない。

　そうしなければ人類は平和に生きていけない。

「情報屋さん、ありがとう。おかげで恐ろしい魔物を滅ぼす覚悟ができたわ」

「ま、待ってください！　なにも、なにもしなければフェンリル様もガルダ様も襲ってくることはないのですよ!!」

「まさか。それは向こうの気紛れ。いつ魔王と共に滅ぼしに来るかわからない相手を生かしておけと？　タイガ、グラン、マリアさん。至急フェンリルを滅ぼす準備をしましょう。いつか戦う相手です。準備をしながら棲息地を探しましょう」

「嬢ちゃん？」

「ティアちゃん？」

「……ティア」

　恐ろしい魔物は私が滅ぼし尽くす。

　リュウ、それが終わったら絶対見つけるからね。
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　また三日かけて戻ってきました、大森林!!

　いやぁ、じめっとしてんな、この森。

　もうすぐ秋になるのにこの森はまだ暑いなぁ。

「パパのお家はもうすぐなの？」

「う～ん、お家というか家族かな？　獲物を求めてあっちこっち移動してるから、どこかに留とどまってることは少ないな」

　カリンは「へ～」と、わくわくしているようだ。

「家族、家族」

　なぜかリルまでご機嫌になった。

　家族って言われたのが嬉しかったのかな？

「リル、みんなの居場所はわかるか？」

「匂いを追ってるから大丈夫だけど、なにか別な匂いがするんだよね……」

「別な匂い？　獲物とかじゃなくてか？」

「違うね」

　てことは客か？　でも客といっても全く想像がつかないけど。

「ま、喧嘩や殺し合いじゃなければいいや」

　俺の中では無駄な戦いさえなければいいってもんだ。

「……蛇の匂いがする」

　カリンが言った。

　つまり客は蛇型の魔物か？

「カリン、襲っちゃダメだよ」

「はーい」

　返事はいいが、ちゃんと我慢できるんだろうな？

　とりあえずは群れに戻ればわかるか。

　そう思っていたが……。

「リルよ、あんな山なかったよな？」

　リルが匂いを追っていると、群れがあると思われる方向に小さな山があるが、あんな山を修行中に見たことがない。

　しかも生き物の気配がするし。

「……もしかしたらあれがお客さんかも」

「あれってあの山のことか？」

「うん。『大地杖竜ミドガルムズオルム』の大叔父様。お祖父様の義兄弟の一人で、蛇型のドラゴンだって聞いたことがある」

　あの山がドラゴンで爺さんの義兄弟？

　流石伝説の魔獣、兄弟のスケールもデカい。

「パパ、あれちょっと怖い」

　カリンが俺の背中にくっついて怯おびえてる。

　珍しいな、カリンが蛇相手に臆するなんて。

「カリン、大叔父様はおおらかな方だと聞いてるからきっと大丈夫よ」

　俺がカリンを撫でて落ち着かせていると、リルがミドガルムズオルムについて話してくれた。

「だってよ。怒らせなければなにもしないって」

「うん、わかった。喧嘩売らない」

　喧嘩売る気あったんかい！　よくあんな山みたいにデカい相手に喧嘩売ろうと思ったな!?

「とりあえず群れに合流しようか」

　二人も同意したので、さっさと帰ることにした。




■




「ただいまー」

　久し振りの帰宅、いつもと違うのはあの山とみんなの表情だった。

『リュウ、リル、おかえりなさい。その子は？』

「こいつはカリン、種族はガルダで俺の従魔です」

『は、初めましてカリンです……』

　カリンは鷲の姿になって俺の腕の中にいた。

　どうもカリンは自分より強い相手にはいつもの天てん真しん爛らん漫まんさが緊張で出てこなくなる様子。別に嫌になるようなものじゃないんだがな。

『初めまして、リルの母です。リルとは仲良くしてくれてるかしら？』

『お姉……じゃ、なくてリルさんにはいつも優しくしてもらってます』

『そう、これからもリルと仲良くしてね』

『は、はい！』

　とりあえずお袋さんとは仲良くできそうだ。

「それでお袋さん。あの山みたいにデカい、あれは？」

『あの方はミドガルムズオルム様、お父様のご兄弟なの。ただ今回は少し訳有りのようで……』

　やっぱりなにか問題があったのか。

「で、内容は？」

『それは今、お父様が聞いてるわ。あまりよくない様子だけど』

　一体どんな内容なんだろうな。

　群れ中に不安な気配が充満してるぞ。

『おお、リュウ。帰っておったか』

「ただいま、爺さん。なにか問題が起こったみたいだな」

『うむ。大変厄介な奴が起きかけておるそうじゃ』

　厄介な奴？　爺さんが厄介って言うぐらいの化物がいるのか……

「そいつの種族は？」

『奴は〝魔賢邪龍アジ・ダハーカ〟。三つの頭に白亜の巨体、さらに古今東西あらゆる魔術を使用するとてつもなく厄介な奴じゃ』

　……うっわー。

　伝説に厄介って呼ばれる奴も伝説かよ。

　アジ・ダハーカ、邪龍の中でも特に厄介と呼ばれる邪龍。

　大昔どっかの英雄だか勇者だかが退治しようとした時、ダハーカを傷付ければその血肉が眷けん族ぞくを生み出すわ、魔術で広範囲攻撃はするわで、仕方なく封印という形でしか退治できなかった本物の化物。

　あえていうなら爺さんが牙と爪に特化した存在なら、ダハーカは魔術特化のスキル持ちといったところだ。

　特になんだよ、傷付ければ傷付けた分だけ敵が増えるとか。そりゃ封印するしかないな。

「で、その化物はどっから来るんだ？」

『龍りゅう皇こう国こくの近くにある封印された洞窟にいるらしいが、どうも戦力を少しでも多く集めたいらしくてのう』

「てか魔物とドラゴンって仲が悪いって聞いてるが、共きょう闘とうできんの？」

『ん？　そりゃ一体なんのことじゃ？　特別仲が悪いことはないぞ？』

　え、マジで？

　人間側こっちじゃ普通にいわれてるんだけど。

「ならいいや。それで戦力はあとどのぐらい欲しいんだ？」

『相手が相手じゃからの、できるだけ多くというだけで決まった数はないぞ』

　これじゃまるで戦争じゃねぇか。

「……なら大雑把でも作戦は？」

『そこは龍皇に聞くしかないのぉ』

　むー、本当に戦力を集めに来ただけか。

『珍しいねぇ。フェンリルが人間と話してるなんてぇ』

　ふと上から声がした。

　上を向くとドデカいドラゴンの頭があった。

『君は何者かなぁ？』

　随分とのんびりしたドラゴンだな。

　こいつがミドガルムズオルム、爺さんの義兄弟。

　ミドガルムズオルムの目玉が俺を捉える。

「初めまして、俺はリュウ。爺さんの……弟子ってとこだ」

『弟子ぃ？　そうなの、フェンリルゥ』

『弟子というか、孫娘の婿じゃ』

『へ～ぇ、あの子のお婿さんかぁ。よくあいつが許したねぇ』

『あいつは許しとらん。儂が認めたからいいんじゃ』

『ふ～ん、フェンリルがいいならいいけどぉ、その子も戦力の一つとしてぇ連れていっていいのかなぁ？』

　え！　俺も行くの!?　帰ってきたばっかりですけど!!

『うむ。どうせ人間は必要になるしの』

『それじゃぁ明日また迎えに来るねぇ。バイバイ、フェンリルゥ』

『明日は頼むぞ、ミドガルムズオルム』

　そしてミドガルムズオルムは蜷局とぐろを巻いていた身体をゆっくりと動かしながら去っていった。

　といっても尻尾の先が見えなくなるまで大分時間を使っていたが……。

「……俺も行かなきゃダメ？」

『ダメじゃ。あれは本当に厄介なんじゃ』

　はいはい、わかりましたよ。付いていきますよ、コンチキショウ。

「それで俺と爺さんの他には誰が行くんだ？」

『若い衆を除いた者たちだけで行く』

　となるとざっと二十匹前後ってとこか。

「本気でヤバいだろ、これ。龍皇国はどのぐらいの戦力が集まってるんだ？」

『さあのう。ほとんどは『龍亜人ドラコ・ニュート』だとミドガルムズオルムは言っておったがの』

　へー、龍皇国は純血のドラゴンばっかりだと思ってた。

　人間の形をした連中もいるんだ。

『といってもただの人間よりは強い』

　あっそ、どうせ俺はただの人間ですよ。

『とにかく明日には発つ。準備は入念に頼むぞ』

「わかった。死なないように頑張るさ」

『それでよい』

　全く、俺の周りは騒動が尽きないなコンチキショウ!!
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　こうしてアジ・ダハーカとの戦争に行くことになったわけだが、本当に厄介なことになったもんだ。

　そして、その日の夜。

「リュウ。私たちも一緒に戦うから」

「そうなのか？　よく親父さんが認めてくれたな」

「一族を治めてる血筋として参加することが義務だって言ったら渋々納得してくれた。それでもお父様は私だけをのけ者にしようとしたけど」

「のけ者なんて言うなよ。娘のことを思ってるいい父親なんだからさ」

「たとえそうでも状況っていうものがあるの。今回はそんなことを言っている場合じゃないのはわかるでしょ」

　確かに。

　今回ばかりは戦える者たち全員で立ち向かうべき状況なんだろう。

　そうでなきゃ人間である俺にまで声がかかるとは思わない。

「それより気になるのは……カリンはどうだ。カリンはまだ生まれたばかりだから、さすがに参加しないよな？」

「それが……」

「私も参加するよ！」

　渋るように言うリルを差し置いてカリンも参加すると言った。

　俺は驚きながらリルに確認する。

「本当か。いくらフェンリルと同格の種族といってもカリンは本当に生まれて間もない子供だぞ」

「私もさすがにカリンは参加しない方がいいと思ったんだけど……」

「一人で待ってるなんてヤダ。それにドラゴンなんて怖くないも～ん」

　なにを根拠に言っているのかわからないが、カリンはドラゴンのことを全く怖がっていないようだ。

　ただ単にまだ目の前で見たことがないからなのかはわからないが、一人にするのも心配であることは認める。

　でもやっぱり連れて行って不安な部分の方が大きい。

「カリン、相手はただのドラゴンじゃなくて伝説のドラゴンだぞ。怖い、怖くないじゃなくて、本当に危ないことに参加するってことなんだぞ」

「わかってる。でもひとりぼっちでお留守番はもっとヤダ。ひとりぼっちに戻るのは……もっとヤダ」

　そんな不安げに言われると俺としても断りづらい。

　確かにフェンリルと同格の種族ならちょっとした相手くらいどうとでもなるのかもしれないが、今回の相手はどうとでもなる相手ではない。

　本当に死力を尽くして戦わないと勝てない相手だ。

　でもカリンも全く引く気はなさそうなので、俺はため息をついてから言う。

「カリン、本当に危ないって思ったらすぐに逃げる。これが約束できるんなら連れていってもいい。約束できるか？」

「……お姉ちゃんとパパも一緒に逃げてくれる？　一人にしない？」

「一緒に逃げるし一人にしない。約束する」

　そう言いながら俺は小指を出した。

「パパ、それなに？」

「おっと、指切りを知らなかったか。これは昔から人間が使ってる約束する時のおまじないみたいなものだ。これをすると約束は守らなくちゃいけないんだよ」

「約束！　指切りする!!」

「それなら私も一緒にしないとね」

　カリンだけでなくリルも指切りをすると言ったので、三人で指切りをする。

　ちょっとだけ指を絡めるのが大変だったが、キチンと指切りをして約束をした。

　でも相手は伝説のドラゴン。

　生きて帰ることすら難しいのはわかっているが、娘との約束は果たさないとな。

「リュウ、もう寝るの？」

　指切りをした後、俺が欠伸あくびをするとリルがそう聞く。

「まぁそうだな。明日は早くに龍皇国に行くらしいし」

「……そう」

　……いや、どしたのリルさん？　じっと俺の顔を見て。

「パパ、今日は一緒に寝てもいい？」

　カリンまで人の姿に戻ってどうした？

「まぁいいよ。一緒に寝るぐらい」

「やったー！」

「おっと」

　そう言ってカリンはさっそく俺に抱きついてきた。

　飛びついてきたので後ろに倒れてしまったが、受け止めることには成功した。

　リルも狼の姿に戻り、俺とカリンを包むように丸くなる。

『それじゃ今日もみんなで寝ましょうか』

「うん！　お姉ちゃん、パパ、おやすみなさい」

「おやすみ、カリン」

『おやすみなさい、カリン』

　俺たちがそう言うと、カリンは目をつむって静かな寝息を立て始めた。

　その様子を見届けた俺はリルに聞く。

「リル。俺も生き残れそうか」

『……わからないっていうのが正直なところね。相手はお爺様と同格の相手。リュウの実力だと逃げ切っただけでも上等と言われるでしょうね』

「まだまだ強くならないといけないな」

『そうね、強くならないとね。明日は早いのだから早く寝なさい』

　リルはそう言うと鼻先で俺の頬を突きながら寝るよう促す。

　俺はリルの鼻先にキスをしてから言う。

「おやすみ、リル」

『ええ。おやすみなさい』

　そう言ってから俺はリルとカリンを抱き締めながら目を閉じた。
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　一夜明けて出発日。

　眠気覚ましで湖で身体を洗っている俺たち。

　爺さんの言ってたミドガルムズオルムが来る時間が迫っていた。

『リュウ』

「パパ」

「ん？」

「「一緒に頑張ろう」」

「ああ。頑張ろう」

　なんかいいな、こういうの。

　どこか安心できるというか、帰る場所があるというか。

　とにかく心地いい。

　革鎧を着て脇差を腰に差し、少し歩くと爺さんがいた。

『もっと積極的に行かんのか？　なにをしようが止めたりはせんぞ』

「これでも頑張ってる方なんだけどな」

『もっと攻めるべきじゃろ。愛の言葉だけではなく行動に移せ。交尾してひ孫の子を見せてくれ』

「そこまで行く勇気はまだねぇよ！　それにカリンだっているんだし、そう簡単にできねぇよ。それにしてもリル自身が戦うと決めたとはいえ、よく連れていくって決めたな」

『……正直に言えば残ってほしいという気持ちはある。だがあの子は一族の長の役割を全うしようとしている。それが嬉しくも不安なのは変わらん』

　やっぱりそうなんだ。

　ならキチンと言っておかないと。

「責任は持つ。寿命以外では絶対に死なねぇ。あいつらは絶対に幸せにする」

『気負いすぎじゃ。それでは長く持たんぞ』

「大丈夫だ。これが終わったらのんびりするさ」

　この戦いが終わったらしばらくぐーたらしてたい。

『ならよい。ほれ来たわい』

　木がメキメキとへし折れる音が聞こえる。

　てか『魔力探知』に反応があったので知ってた。

「いちいち迎えに来なくてもいい気がするんだが？」

『しょうがないのじゃ。龍皇国はドラゴンと共にしか入れん。故にミドガルムズオルムが迎えに来なくてはいけなくてのぉ』

　そりゃ面倒なことで。しかしそれが国の警備方法なら仕方ないか。

『みんなぁ～、迎えに来たよぉ』

　また上から声をかけてきたのはミドガルムズオルム。こいつの話し方だと気が抜けるんだよなぁ。

『ほう、今日は遅れなかったか』

『流石にぃことがことだしねぇ、遅れるとぉ龍皇にぃ怒られるからねぇ』

『では行くか。リュウよ、お主もミドガルムズオルムの背に乗れ。こやつが送ってくれる』

　背に乗っていいんだ。なら遠慮なく乗るか。

　ミドガルムズオルムの背に乗ったが、かなりだだっ広いので、生き物の背に乗ってる感じがしない。

　少しすると次々と群れの雄たちがミドガルムズオルムの背に乗る。

『全員乗ったな。ではミドガルムズオルムよ、頼むぞ』

『それじゃぁ出発ぅ』

　動くと意外と速かったミドガルムズオルムは龍皇国に向かって飛んでいった。




　しばらくミドガルムズオルムの背に乗っているとデッカい城と城門が見えてきた。

「あれか？　人間の城より立派な城が見えるが」

『あれじゃよ。あの城とその城下町一帯が龍皇の縄張りテリトリーじゃ』

　縄張り広すぎ！

　どんだけ広いんだよ、龍皇の縄張り。

　しかもこれ、人間の大国よりいい城と町に見えるが、これってどういうわけ？

　文化も平民の暮らしも人間より大分いいんじゃね？

『でもぉ、龍皇国はぁ色々制約もあってぇ僕は苦手かなぁ』

　あれ、ミドガルムズオルムから不満が。

「ん？　制約？」

『そぉ。この国にいる間はぁ人化の術でぇ、小さくなんないとぉいけないんだよねぇ』

「へ～、それってなんのためだ？」

『ドラコ・ニュートへの配慮だってぇ。それにぃ城とかぁ家とかぁ造る時はぁ人間ベースの方が造りやすいんだってぇ』

　なるほど、つまりあの城や家は全部人間サイズで造られてると。

『儂ら魔物も同じく人間の姿に化けんといかん。だからこの者たちは人化できる者たちでもある』

　あ、なんかちょっと興味出てきた。

　爺さんや親父さんがどんな姿に化けるのか楽しみになってきた。

『もうすぐ着くよぉ』

　おっと、もうすぐか。

　龍皇国、どんな国か楽しみだな。

『みんな降りてー。僕も人化しなきゃいけないからぁ』

　あ、そっか。

　ミドガルムズオルムも人化しないといけないんだったな。なら降りないと。

　全員が下りた時にはフェンリルのメンバーはすでに人化していた。

　ほうほう、こいつらが人化するとこんな感じになるんだな。

　人間というより、リルみたいな獣人のような姿の方が多い。

　正直、男に獣の耳はどうかな～なんて考えていたが、意外と違和感がない。

　ただ爺さんと親父さんは耳も尻尾も完全に隠していた。

　爺さんの人間の姿は格好いいというよりは渋いの方が合ってる感じがする。

　確かに手や顔に皺はあるが、好々爺の面影と長い時間を生きてきたオーラのようなものがにじみ出てきているように感じた。

　婆ちゃんは俺が想像していたよりも若く見える。爺さんみたいに皺があったり白髪だったりしないからだろうか。

　けれど雰囲気といえばいいのだろうか、確かに長い時間生きてきた感じがするというか、女性として熟して大人としての魅力が強調されている。

　親父さんは意外と若く、まさに今が全盛期です、みたいな感じがする。

　身体全体に無駄な贅肉はなく、かなりエネルギーに満ち溢れている。

　お袋さんはやはりリルの母親なだけあって非常にリルに似ている。

　少しリルより目が鋭いし身長も高いが、リルが女性らしくなったらこんな風になるのかなと思う。

「どうした。そんなにじろじろと儂らを見て？」

「いや、爺さんたちが人化するとそんな姿になるんだと思って」

「どうじゃ、人間の目から見て」

「爺さんは渋いし、親父さんは男の理想の体型をした格好いい大人って感じがする」

「だそうだ、義息子よ」

「ふん」

　しかし親父さんは俺にあまりかまってこない。

　普段ならここで突っかかってきてもおかしくないのに、今もまだ無視だ。

　それよりもリルとカリンの方にばかり気にかけている。

　久々に帰ってきた娘と、その娘の友達と仲良くなる方が優先度が高いらしい。

「私たちはどう？」

「もちろん婆ちゃんもお袋さんも綺麗だよ」

「ふふ、まだまだ私も捨てたものではないですね」

「ありがとう、リュウ。でもそういう言葉はあまり他の子に使うものじゃないわよ」

　婆ちゃんは少し嬉しそうに、お袋さんはリルとカリンのことを気にかけながら言う。

　婆ちゃんとお袋さんを褒めると爺さんと親父さんから少し視線を感じたが、ちょっと褒めただけなのだから許してほしい。

　かなり夫婦仲がいいのは知っているが、爺さんと親父さんが少しこちらを気にしているのが珍しい。

「お待たせ～、もういいよぉ」

　どうもミドガルムズオルムも人化が終わったらしい、ってデカ!!

　体長二メートルぐらいあるんじゃないか!?

　あとはまぁ、デカい割に大人しそうな顔だな。

「それじゃぁ城門まで行こうかぁ」

　……相変わらずその話し方は変わんないんだな。

　そして俺たちはミドガルムズオルムを先頭に城門へ行く。

　するとそこに人間みたいなのが鎧を着て番をしていた。

　人間みたいといった理由は、彼らの内側にある魔力量が人間よりはるかに多いからだ。

　多分こいつらがドラコ・ニュート。

「ミドガルムズオルム様、おかえりなさいませ。その方々が今回の援軍でございますか」

「そうだよぉ。僕の義兄弟でぇフェンリルの群れの子たちだよぉ」

「なんと！　あの伝説の魔獣殿でありますか。これは心強い援軍ですな」

「今回はぁことがことだからねぇ。無理言ってぇお願いしてきたんだよぉ」

「は！　ご苦労様です!!　ところでその人間は？」

　ん？　俺？

「この子はぁフェンリルの弟子でぇ、孫のお婿さんだってぇ」

「フェンリル殿の弟子ですか。おい人間、貴様本当に強いのか？　半端な強さならむしろ邪魔なのだが」

　おっと、いきなり辛しん辣らつなお言葉をいただきました。

　全く人を見た目で決めると痛い目に遭うぞ。

「貴様、私の娘の婿になにか問題でも？」

　意外な人が怒った。

　親父さんだった。

　なんで親父さんが俺への罵ば倒とうで怒るんだ？　よくわかんない。

「いえ、問題とは戦力になるかどうかの問題でして」

「つまり私の婿が弱いと」

「いえ、その……」

「親父さん、そこまでにしてもらえますか」

　このままじゃ親父さんがどうにかしちまうし、それよりこれは俺の問題だ。

「そこの門番。すぐに来られる一番強い奴を呼んでこい。そいつに勝ったらこの国に入れさせてもらうぞ」

　俺からの条件、これは魔物の生態で当たり前の内容だった。

　魔物ははっきりいって脳筋だ。

　勝った者、強い者が正義。

　武力と生き抜く力がある存在こそが勝者。

「どうする？　雑魚な人間がドラコ・ニュートてめえらに喧嘩売ったんだ。買わなきゃお前らは俺人間より雑魚って言ってやる」

「貴様!!」

　怒った怒った。

　だがな、俺もちょっとは怒ってるんだぞ。

「少し待ってろ!!　今隊長を呼んでくる!!」

「小僧、いいのか？」

「いいよ、別に。この辺の連中なら余裕だよ。心配しなくていい。それに親父が俺のために怒ってくれたんだ。ならあとは力を見せるだけだ」
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　さて格好よく決めた後、隊長さんを待っていた。

「連れてきたぞ!!」

　そうして現れた隊長さんは俺よりも身長はあるし、体格にも恵まれているからどうしても威圧感を感じてしまう。

「貴様か、我々を侮辱した人間というのは」

「そうだ。といってもこの喧嘩を売ってきたのはそっちなんだけどね」

　一応訂正させてもらう。

　それにこれは俺の力を見せるための喧嘩だ。相手はある程度は強くないと逆に困る。

「ふん、人間が我々ドラコ・ニュートに勝てるとでも？」

「たとえ勝てなくても認めてもらえるくらいの実力は持っているつもりですよ」

「勝てると言わんか!!」

　自信なく言うと、親父さんから一喝された。

「リュウ！　あなたは十分強いんだから、もう少し自信を持ちなさい！」

「パパ、頑張れー!!」

　リルとカリンも応援してくれる。

　なら頑張らないとな。

「我々が今回の決闘のルールを決めさせてもらう。異論ないな」

「ないよ。ただ見届け人としてミドガルムズオルムさんを推奨する」

　一応公平だと思う人を配置させてもらわないと。

「我々は構わない。ミドガルムズオルム様、よろしいですか？」

「うん。構わないよぉ」

　よし、あとはあいつらの言うルールがなにかによるな。

「ではルールはシンプルに気絶、もしくはリタイアのみでどうだ？」

「俺は問題ないよ」

　多分武器とか平気で使ってくるだろうな～。

　スキルもバンバン使ってくるだろうな～。

　だって勝てばいいんだから。

「では始めよう」

　隊長さんが槍を構えながら言った。

　やっぱり武器はあり、と。でも俺の脇差はかなり高性能で関係ない物まで切っちまいそうだしな？　今回は使わない方がいいかも。

　なので今回は拳を構える。

「貴様！　どこまでもなめおって!!」

　おーい、職業『拳闘士』の人に怒られるぞ。

「それじゃぁ、始めぇ」

　締まらない声だな。

　これじゃ気合い入んねーよ。

「ウオオオォォォォ!!」

　入ってた！　隊長さん気合い入ってた！

　あんな開始の合図でそこまで声出せるの？

「はっ！　せいっ！」

　おっと、連続の突きは意外と威力あるな。

　しかも素手の俺は圧倒的にリーチが足りない。

　ま、逆に言っちゃうと懐に入っちゃえば俺のもんなんだけどね。

　さて、いつ攻めようかな。

「なにもできないか！　当たり前だな、お前は人間なのだから!!」

　いちいちうるせえなぁ。

「そんなこと言ってると足をすくわれるぞ」

「黙れ、人間風情が!!」

　忠告は聞いておくもんだと俺は考えてんだけどな。

　ならさっさと決めよう。

　といっても今回は相手の方がリーチがあるから、まずあの槍をどうにかしてからだな。

　壊すか、叩き落とすかどっちにしようか？

「貴様、いい加減戦え！　逃げてばっかりではないか！」

「仕方ないだろ。そっちの方がリーチある分攻めにくいんだよ」

　よし、あの槍はかわすか。

「じゃあこうしよう。次の一撃で決めよう。俺も全力で行くからそっちも全力で来いよ」

　俺は手招きしながらまた挑発した。

　どうもドラコ・ニュートって種族は直情的な連中みたいだしな、軽い挑発でも簡単に乗ってきてくれるから楽だな。

「……いいだろう、来い!!」

　いや、本当に簡単だな!?

　隊長さんも槍を構えるので一応俺も構えておく。正直カウンター狙いなんだよねー。

　……てか攻めてこないな、予定変更、一気に行きます！

『身体能力強化』『覇気』と常に使っている『魔力探知』『五感強化』『第六感』を並行使用の本気中の本気で強化。

　では、リュウ参ります！

　強化された身体で隊長さんの前に来たが、反応がない？　ま、いいか。

『身体能力強化』に加えて『覇気』で身を守るオーラをさらに密にして、硬くした拳で思いっきり殴る！

「ガッ!!」

　殴られた隊長さんはそのまま城門の隣の壁にぶつかった。

　そこから蜘蛛の巣みたいに壁が壊れたが……うん、これは事故だ、事故。

「そこまでぇ、この勝負はぁ、リュウの勝ちぃ」

　のんびりとしたミドガルムズオルムの声でこの勝負は終わった。

「「「た、隊長ー！」」」

　外野でワーワー言ってた兵士たちが慌てて隊長さんに駆け寄った。

「よくやった！」

「それくらい当然よね」

「パパが勝ったー！」

　リルたちも勝ったことを祝ってくれる。

「オルムさん、これで入国できますよね？」

「オルムさん？　ああ、僕の名前長いもんねぇ。うん入国できるよぉ。ドラゴンは約束を守るからねぇ」

　ああよかった、隊長さんをあんな風にしたからやっぱりなし、なんて言われたら本気で帰るところだったよ。

「全く、やりすぎじゃ」

　ポカンと爺さんが軽く殴った。

「いいじゃん。これでドラゴンたちに俺の力をアピールできた」

「それでもじゃよ。しかしリュウは全ての相手を格上のように見る癖のようなものがあるのう。それは直しておけ。格下相手に体力を無駄に消耗することになるぞ」

　あ、それはあるかも。

　しかしこの森では普通に俺より強い奴らばっかりだったから、どうしても上だと思っちゃうんだよな。

「しかしあの一撃はとてもいいものじゃった。それは認める」

　よし！　基礎的なスキルばっかりで不安だったけど、爺さんが認めてくれたってことは自信持ってもよさそうだ。

「小僧、そこまで強くなったのか」

「ん？　親父さんたちにはまだまだなので、これからも強くなる予定です！」

「そうか……なら励めよ、小僧」

「うっす!!」

　リルとカリンのためにも頑張ります！

「それじゃぁ開けるよぉ」

　オルムさんが門に手をかけズズズと門を開けた。

「オルムさんすげぇ……」

「ミドガルムズオルムは単純なパワーのみなら儂より上じゃよ」

　流石伝説様だ。

　こんなにデッカい門を一人で開けるとか、今の俺には無理だわ。

　するとオルムさんは綺麗な礼を俺たちの前でした。

「ようこそ龍皇国へ」
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　門の先はなにもないただの道だった。

　しかしそのさらに先には町が見えた。

「あれが龍皇国の城下町だよぉ」

　意外と人間の町に似ている気がする。

「あんまり人間の町と大差ないんだな」

「仕方ないよぉ、普段は人化してないといけないしぃ普通のドラゴンよりぃドラコ・ニュートの方が多いからねぇ。どうしても家のサイズとかは人間とあまり変わらなくなるんだよぉ」

「へ～、それじゃ普通のドラゴンはどのぐらいここに住んでんだ？　大体でいいからさ」

「う～ん、大体ぃ三割ぐらいかなぁ？」

　三割か。十分多い方だと思うが、これは少ないのか、多いのか？

「詳しい話はぁ龍皇にでも聞いてぇ。僕は普段ここにはいないからさぁ」

　ふむ、では詳しい話は龍皇にでも聞くか。




　そして少し歩くと町に入った。

　そこには様々な人がいた。

　蜥蜴とかげの頭をした人、人間の頭をしているが角つのや尻尾がある者、人化で完全に人間の姿になった者たちなどがいた。

「この人たちのほとんどがドラコ・ニュートなのか……」

「そうだよぉ。ドラコ・ニュートの先祖は人化したドラゴンと人間のハーフが多いけどぉ、中にはぁ『蜥蜴頭人リザードマン』が進化してドラコ・ニュートになった人たちもいるけどねぇ」

　ほぉ、あの蜥蜴は進化するとドラコ・ニュートになるのか。

「しかし、よく賑わっててとても危険が迫ってるようには見えないな」

「仕方ないよぉ、みんな龍皇がぁどうにかしてくれてるって信じてるからぁ危機感がないんだよぉ」

　よくいえばそれだけ龍皇の実力を信じてるってわけか。

「しかし緊張感がなさすぎる気がするのう」

「はははぁ、邪龍が復活するからもう少し危機感が欲しいよねぇ」

　爺さんの言葉で苦笑いするオルムさん。

「ところで俺たちはあの城でなにすんの？　会議みたいなことでもするのか？」

「ううん、ただの顔合わせだよぉ。作戦会議は援軍が全員揃ってからだって言ってたぁ」

　全員揃ってから？　それって時間的に余裕あるのか？

「ほらぁ、そろそろお城だよぉ」

　確かにデッカい城がほぼ目の前にあった。

「オルムさん、またここでも人間だからって面倒なことになんないよな？」

「大丈夫だよぉ、それは外側の門番だけだよぉ。内側の門番はもっとぉエリートの人たちだから、そんなこと多分しないよぉ」

　多分か、多分なのか。

　そんなに人間は弱いですか。

「小僧の場合余計だろう。ただでさえ職業が『調教師』なのだからな」

「それはありそうじゃのう。強き人間はみんな戦士か魔術師のような戦闘に特化した存在ばかりだったからのう。仕方がないことじゃ」

　うう、自覚してますよ。

「自分が特殊な存在ってことぐらいはさ。魔力のことも含めて。だってほとんどの『調教師』は自分から戦いには行かないものなんだろ？　でも俺は自分で戦いに行くし、周りの従魔だけに任せて自分だけ安全なところにいるより一緒に戦いたい。やるならみんなでって感じだし……」

「リュウは優しいねぇ」

「んあ？　優しい？」

「そうでしょぉ？　優しくない人がぁ周りの子を心配するとは思えないなぁ」

「いや、当たり前のことでしょ？　ダチや家族、しかもリルは俺の嫁だ。旦那として当たり前のことだと思うんだが？」

　するとその一言にオルムさんは嬉しそうにしていた。

「やっぱりリュウ君は面白いよぉ。フェンリルが気に入ったのもよくわかるぅ。その考えそのものが人間の中にはないものなんだよぉ。従魔、というよりは魔物のことを家族のように接する人間はいないからねぇ。君は魔物ぼくたちの希望になるかもしれないねぇ」

　俺が魔物たちの希望になる？　なんかスケールのデカい話みたいな気がするが、つまりあれか？

「オルムさんは俺に魔王でもやれ、とでも言うつもりか？」

「あははぁ、ある意味ぃそれに近いかもぉ」

　オルムさんは楽しそうに笑った。

「待て。こんな弱い小僧が魔王にでもなったら我らの格が心配されるぞ!?」

「そうじゃの。せめて儂や龍皇に匹敵するほどにならないと他の者たちも納得しないじゃろう」

「ちょっと待って！　俺は別に魔王とか目指そうとか思ったことはないからな!?」

「魔王を言い出したのはぁリュウ君じゃないかぁ」

「いや、そうだけど!!」

　他のフェンリルたちもこの話を聞いて「リュウが魔王か……」「面白くはなりそうだな」「その時は俺たちもっと美味い飯食えるかな」なんて話し声が聞こえてきた。

　いや、本当に目指してないから！

「ま、それもこの戦いが終わってからになるけどねぇ」

　少し緊張感を持った声がオルムさんから聞こえた。

「それじゃぁみんな、龍皇にあいさつしに行こうかぁ」

　龍皇国の城の主が俺たちを待ち受けていた。
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　真面目そうな門番の隣を通りすぎ、龍皇がいる玉座の間の前まで案外あっさり来た。

「てっきり身体検査とか色々面倒なものがあると思った」

　実際フォールクラウンでは身体検査があったから、今回もあると考えたがここにはない。

「そんなことしても意味ないよぉ。魔物相手にやったらぁ切りがないしねぇ」

　あ、そっか。

　人間相手なら道具を取り上げれば無力化できるかもしれないが、魔物相手じゃ意味がない。

　なんせ爪や牙、はたまた炎やら毒やら吐き出す連中もいる。

　それじゃぁ武器を奪ったところで意味がないと思っても仕方ないか。

「ところで今更だと思うが、龍皇の種族とか俺知らないんだけど」

「そういえば言ってなかったの」

　爺さん……。オルムさんが爺さんの代わりに説明してくれた。

「龍皇はぁ『火か炎えん龍りゅう』の進化種で『緋ひ焔えん龍りゅう』って種族だよぉ」

「それって……どのぐらい強い？」

「スッゴく強いよぉ。火炎龍の……どのぐらいだろう？」

「わかりやすく儂とどっこいどっこいとでも思っておけばいいじゃろ」

　爺さんと同じくらい強いのか。なら逆立ちしても俺には勝てないな。

「そんな奴が色んな種族集めて戦争とか、どんだけ面倒なんだよ。アジ・ダハーカって奴は」

「奴は眷属を召喚するスキルと魔術が厄介なんじゃ。実際戦いながら自身の治癒までするような奴じゃしの」

　つまりあれか？　こっちが傷付けた分だけ増える上に自分の怪我治すってか!?

　厄介すぎる、面倒臭すぎる。

「なんで封印解けてんだよ！　一生封印させとけ、勇者!!」

「封印したのはその時の『賢者』だったがな」

　親父さん！　その情報正直どっちでもいいです!!

「解けたものは仕方ないよぉ。それに今は勇者に任せられないからねぇ」

「そういや……こういう時こそ勇者様のご登場だろ。勇者はどうした？」

「どうもぉ、今回の勇者はやたら魔物の類いを敵視してるんだよぉ。おかげで僕たちがするしかないんだよぉ」

　困ったように……いや本気で困ってる。

　今の勇者はティア。あいつは……大の魔物嫌いだ。

　タイガの奴が言ってたが、どうもあいつが相手してきた魔物は知性も理性もない獣同然の連中だったらしい。

　そんな獣のような奴らが小さな村や町を襲って人々を喰らったのを見てきたので、魔物＝知性のない存在として捉えている。

　おかげで魔物はただの醜悪な生き物にしか見えないらしい。

「あれじゃ逆に後ろから刺されるな」

「だよねぇ」

　沈黙がこの場を支配した。

　しばらく沈黙していると立派な兵士が来た。

「お時間です」

　そう言うと扉が厳かに開いた。

「みんなぁ、フェンリルとその息子君以外は後ろで横一列になって待っててねぇ」

　つまりボスは前で従者は後ろにいろってことか。

　ま、俺は特に話すこともないから楽だけど。

「オルムさん、後ろにいる時は膝とかついてた方がいいのか？」

「ううん、しなくていいよぉ。だってぇ今回は龍皇の方がぁお願いしてきたんだからぁ」

「そっか、それじゃ普通に立ってるな。ありがと、オルムさん」

「お礼なんていいよぉ」

　でもなんか嬉しそうなオルムさんだ。

　扉が完全に開いた後、俺たちは部屋に入った。

　フォールクラウンのようにたくさんの近衛兵は見当たらず、ぽつりぽつりといる程度だ。

　戦争の準備でもしてるのか、それともただ単に龍皇を守るには相当な実力が必要なだけなのか。

　少し歩くとすでに龍皇と思われる人が玉座に座っている。

　緋色の髪に鋭い金色の目、筋骨隆々な肉体、そしてなによりあいつが纏まとってるオーラがかなり密になっていてヤバい！

　その隣にいる女性もかなり危険だ。

　白銀の髪に柔らかい瞳、細く白い肌。そんな優しそうな女性だが、俺にはわかる。

　あの人は隣にいる龍皇と同じレベルに達している人なのだろう。

「『龍皇ドライグ』、連れてきたよぉ」

「ミドガルムズオルム、礼を言う。まさかここまでの強者を連れてくるとは思っていなかった」

「僕だってぇ、できれば兄弟を巻き込みたくなかったけどねぇ。でもここで押さえておかないとぉ、兄弟の住処まで危険に巻き込むことになるのは目に見えてたからねぇ」

「しかしただの人間も混じっているようですが？」

　うっわ、ここでもかよ。

「大丈夫だよぉ『龍皇女グウィバー』。彼は僕たちほどではないけどドラコ・ニュートよりは強い」

「そうですか。すみませんね、あまり強い人間には会ったことはないもので」

「い、いえ。弱い種族ですのであまり気にしないでください」

「あら、認めるのですか？」

「はい、私も爺さん……じゃ、なくてフェンリルに鍛えられる前はとても弱かったので」

「ふふ、そうですか」

「んん」

　龍皇が咳払いしたので俺とグウィバーさんの話は終わった。

「これより今いる種族で作戦会議をしたい。フェンリル殿たちにはご同行いただけるだろうか？」

「儂らは構いませぬ」

「この会議に我らの命運が係っていますので、ぜひ」

「では他の方々には部屋をご用意しています。そちらでお休みください」

　俺たちは休んで、あとはボス同士で会談って感じか。

「どうぞ、こちらへ」

　グウィバーさんが声をかけてくれたので、残った俺たちはこの場を後にした。
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　さて、とりあえず部屋でごろごろしてるが……暇だ。

　とりあえず余った俺たちはそれぞれ部屋を与えられ、みんな近くの部屋にいた。

　さらに一人一人に担当の世話役、という名の見張り付きで。

　リルとカリンは俺の部屋にいる。

「暇だね～」

「そうだな。暇だな」

「二人とも仕方ないじゃない。お爺様たちは各種族の長老たちとどのように戦うのか相談しているんだから仕方ないの」

　リルは苦笑いしながら言った。

　龍皇と爺さんたちの会談が終わるまでかなり時間掛かるようだし、少し城の中でも見て回るか。

　……部屋を出ると俺担当の世話役って人がいた。

「お出掛けですか？」

「ああ、といっても軽く城の中を散策するぐらいだが。よくわかんないから案内してくれませんか？」

　勝手に入っちゃいけない部屋に入った！とか言われるのも面倒だし。

「わかりました。ではご案内します」

　案外あっさりとしていた。

　ただこの人、あの隊長さんより強そうなんだよね。

　動き方からして、体内の魔力量はかなり高い。

　多分だが、この人はドラゴンだと思う。

　でも誇り高いドラゴンが客人とはいえ仕つかえるか？　という疑問はあるけど。

「……あまり女性をじっと見ないものですよ、リュウ様」

　おっと、どうもこの人をじっと見すぎてたらしい。

「あーごめん。なんかこういうの慣れてなくて。それにあなたは純血のドラゴンですよね？　いいんですか？　客人とはいえ人間に仕えるのは嫌だと思うんですけど」

「仕事とプライベートは区別していますので、ご安心を」

　つまり内心やっぱり嫌なのね。

　なら俺もあまり質問とかはしない方がいいか。

「こちらは食堂になります」

　って感じで案内が始まった。




「こりゃ絶景かな絶景かな」

「すごーい！　すごーい!!」

「綺麗な庭園ね」

　予想よりかなり広くてデカかった。

　食堂だ、図書館だ、兵士の訓練場だと色々見て回ってる内にデッカい中庭に来ていた。

　森の中の自然とは違う綺麗な光景に、リルとカリンもうっとりしている。

「お気に召したようでよかったです」

「いや、本当に凄いですね。こんな立派で綺麗な場所は初めてだ」

「それはグウィバー様も姫様も喜びます」

「あれ、お姫様いたんですね」

「当たり前です。グウィバー様には我々配下の者のためにもお子を遺していただきませんと」

　この人、意外としたたかだな。

　自分たちのために子供遺せって。

「まぁ、国としては大事なことだよな。うん大事、子供大事」

「わかっていただきありがとうございます」

　それといい加減言っていいかな。

「あと質問いいですか？」

「なんでしょう」

「俺の後ろにずっといるのは誰です？」

　俺の『魔力探知』そして『第六感』にずっと反応があって気になっていた。

　一定の距離を保ちながら俺を観察し続けている。

　正直あまりいい気はしない。

「…………」

　黙りか。

「おーい。話ぐらいなら聞くから出ておいで～」

　後ろをじっと見ていると出てきた。

　ピンクの髪をツインテールに括くくった女の子だった。

「よく私の気配がわかったな！」

　……なにこいつ、どっかの子供か？

「で俺になにか用？」

「その腰に付けた物をくれ」

　腰ってまさか俺の脇差のことか？

「え、無理」

　俺がはっきりと言うと、少しだけ空気が固まった。

　それでも女の子はわがままを言う。

「なぜだ!?」

「だって危ないし、俺の仕事道具でもあるからそう簡単に渡せないの。それに大切な物だからな」

　そう諭すように言ったつもりだが、女の子の目はまだ諦めていない。

　それを見ていた世話役さんがため息をつきながら言った。

「できるだけ持ちこたえてください。保護者を呼んできます」

「あ、よろしくお願いします」

　世話役さんはすぐに消えるようにいなくなった。

　やっぱあの人、かなりの達人だよ。

「貴様、私をバカにしたな……」

「いいから帰りな。お父さんかお母さんが迎えに来るみたいだからさ」

「暇なら一緒に遊ぼ！」

　カリンも同じ子供だからか一緒に遊ぶように提案した。

「なら無理矢理奪ってやるのだ!!」

　しかし女の子は聞く耳を持ってくれなかった。

　さて、意外な形で意外な奴と闘うことになったが、まぁいいか？

　相手は女の子、軽く相手するか。

　真っすぐ突っ込んでくる女の子、俺は軽く避ける。

「てい！」

　こいつの狙いは脇差であることはわかってるから、避けるのは簡単簡単。

　でも意外と速いな。

「ええい、さっさと奪われるのだ!!」

「ダメだって」

　流石に女の子相手に殴ったりするわけにはいかないからな、とにかく避ける作戦でいってます。

「う～、さっさと寄よ越こすのだ！」

「あらあら、嬢ちゃんは泣き虫だな」

「うがー!!」

「「おっと」

「もう完全に怒ったのだ！！！！」

「ってちょ!!」

　怒ったからって直接人を狙うか？

　人様の鳩尾狙ってきた！

　こいつどんだけわがままに育ったんだ！

　少しくらいお仕置きで殴ってもいいと思うが、それは親の仕事か。

　いや、親がちゃんと躾しつけていないからこうなってるんだろうけど。でもやっぱり叱るのは親の仕事か。

　俺は関係ないから、とりあえず避け続けるか。

「なんで捕まらないのだ!!」

　そう思いながら避け続けていると、女の子が今までよりも力を込めた。

　そして一直線に飛んできたのでギリギリのところでかわすと女の子は壁に激突した。

「っが！」

　女の子の喉から変な音が聞こえたのと、壁と激突する鈍い音が混じって耳に届く。

　流石に今のは大丈夫かと様子を見に行くと、女の子の目には大量の涙がたまっていた。

「うえーん!!」

　うお!!　いきなり泣いた!!

「なんで、なんで勝てないのだー!!　私の方が、私の方が魔力も血統も優れているのになぜなのだ!!」

　いや、血統とか言われても……。
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「血統なんて関係ないだろ。ただ単に今強いか弱いかだけだろ」

　ってこの考え方、完全に魔物思考だ。

「こっ、こうなったら意地でも……」

「あら、意外な結果ですね」

「ぬおっ！」

　いつの間にかさっきの世話役さんが俺の後ろにいた。

　……やっぱこの人ただ者じゃねぇ。

　俺の『魔力探知』を掻い潜っていやがる。『五感強化』と『第六感』には反応があったが、それでもあやふやな反応だった。

「あ、あわわわ!?」

　ガキんちょが世話役さんを見て怯え始めた。

「知り合いですか？」

　とりあえず聞いてみる。

　するとため息をついて「私の孫です」と言った。

　って孫!?

「十分保護者じゃん!!」

「嫌です、あんな躾のなってない孫など」

　これはこれで辛辣なお言葉。なら親は誰だ？

「その、娘がすみません……」

　そう言ったのは……。

「グウィバーさん？」

　つまりこいつ、この国の王女かよ!!
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「グウィバーさん？　てことはこいつがこの国の王女様!?」

　え、こんなわがまま娘が王女とか本当かよ……。

「この国、終わったな」

　ついポロッと口から出た。

「さっ、流石に終わってはいないでしょう!!」

　そうグウィバーさんが言うが……こりゃやっぱり終わってるだろ。

「なにやら騒がしいと思ったら、やはりリュウがおったか」

「あ、爺さん。会議終わったのか？」

「そこの王女が暴れていると聞いて一旦休みになった」

「親父さん。てことは邪魔しちゃった？」

「ええわい、いい息抜きになるからの。して一体なにがあった？」

　とりあえずここにいた各ボスたちに説明した。

「なるほど、王女の癇かん癪しゃくか」

「しかし随分と傲慢な」

「血統はわかるが、実力がなければただの血か」

　などなど、俺の説明を聞いて呆れるボスたち。

「それはその者の主張であって！」

「いい加減にしなさいオウカ!!」

　ビクッ！と反応する王女。

「貴女が負けたのは偶然ではなく必然です!!　その甘えた考えと日頃の鍛練不足が原因です。リュウ様、これはあくまでお願いですが、我孫の鍛練の相手をしていただけないでしょうか」

　世話役さん改め王女の婆さんが俺に頼んできた！

「え！　俺ですか!?　どうせならもっと強いこちらの方々にお願いした方が……」

「その場合、この子はすぐに逃げ出します。相手が怒りを覚えているあなたなら逃げることはないかと愚考いたしました」

　うう、この人教育婆さんだ。

「我名に賭けてこの子を次の世代の女王にしなければいけないのです。どうかご協力を」

　人間の俺に頭を下げるとは……そんなにこの人の意思は強いのか。

「見ろ、あの『蒼龍女王ティアマト』が頭を下げたぞ」

「まさかあの女王が頭を下げるとは」

「あの人間、それほどの実力があるのか？」

　……なんだろう、各種族のボスたちが俺にもの凄い興味を持った視線を送ってくるんだが？

「とにかく頭を上げてください。わかりました、お受けします」

「ありがとうございます。今回の報酬はどういたしましょう」

「報酬？」

　つまり今回受けたことによる礼ってことでいいのか？

「……ならティアマトさんはしばらく俺の師になっていただけませんか？」

「師にですか？」

「はい。アジ・ダハーカと戦う際、今の俺では大して戦えないと考えています。ですのでギリギリまで強くなりたいのです。なのでティアマトさんにはそのご指導をお願いしたい」

　しばらく呆けてたティアマトさんだが、すぐに王女を睨んだ。

「見なさい、オウカ。これがあなたの負けた理由です。あなたは全く強くなりたいと思わない。そして強くなりたいと思う彼の差です。そしてリュウ様、その役全うしてみせましょう」

「ありがとう、ティアマトさん」

「いえ、こちらにとってもありがたい申し出です。戦力は強いに越したことはありませんから」

　美しい笑みはとても孫持ちのようには見えなかった。

「リュウ……死んではいかんぞ」

　なんか知らんが、爺さんが俺の肩にそっと手を置いた。

　え、なにこの雰囲気？

「リュウ殿、頑張ってください」

　グウィバーさんまで!?

　なぜか哀れむような雰囲気を出しながら言う。え、俺なんか仕出かした？

「ではリュウ様。さっそく明日から修練を開始します。その際の体調管理や食事の管理は私がしますのでお任せを。オウカ、あなたも同時に指導しますので、決して逃げたりしないように」

　王女は完全にビビって動けない。

「リュウ、先に言っておくとティアマトはとてつもないスパルタなんじゃ」

　あーうん。

　なんとなくわかった気がする。

「では食事管理は今日から始めます。お残しは認めません。ではまた」

　ティアマトさんは帰りがけグウィバーさんと王女を捕まえていったが、きっと父親である龍皇のドライグさんも今日はこってり叱られるのだろう。

「それじゃその間、リルとカリンはどうする？」

「私もお爺様に稽古をつけてもらうつもり。カリンは……」

「私もお姉ちゃんと一緒に修行する！　ちゃんと強くなってパパのことも守ってあげる」

「お、そりゃ嬉しいな。でもパパはカリンのことを守る側だから危なくなったら逃げてくれよ」

「え～」

「え～じゃない。親が子供を守るものなの。カリンはまだ生まれて間もないんだから無理しないこと」

「は～い……」

　まだカリンは納得していないような感じだが、子供を守りたいというこれだけは譲れない。

　リルに視線を送ると『任せて』と念話で返してくれた。

　さて、久し振りの修行は相当きついものになりそうだ。
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　早くも次の日の朝。

「おはようございます。リュウ様、早朝の修練の時間です」

　……マジか。

　いや、普段から日の出とほぼ同じぐらいに起きてるからいいが、他の連中はまだ寝てんじゃないか？

「早朝は軽くランニングです。オウカと一緒に走っていただきます」

「あいつ、まだ寝てんじゃないか？」

「こちらに」

　少し後ろに縄で縛られた王女がいた。

「なぜ私まで……」

　思いっきり愚痴ってやがる。

「これから着替えます」

「早めにお願いします」




　早朝トレーニング開始。ドラゴンの姿になったティアマトさんから逃げる。しかも『身体能力強化』のようなスキルは不使用で。

「ぬおおおおぉぉぉぉぉ!!」

『ほら速く走らないと踏みますよ』

「ただのランニングじゃなかった!?」

『当たり前です。それでは緊張感がないですし、自分のペースでは大した修練になりませんから』

「そういえば王女はぁぁぁ？」

『大分前に踏みました』

「潰されて堪るかあああぁぁぁぁ!!」




　ランニング後、ティアマトさんにストレッチをされていた。

「いだだだだ！　もうちょい、もうちょい優しく！」

「ダメです。ここでキチンと伸ばしておかないとあとが大変ですよ。それからこの後は朝食になります」

「わかりましっだ！」

「はい、これで終わりです」

　いって～、やっとティアマトさんが解放してくれた。

　これ、マジできつい。朝からヘロヘロになるとは思ってなかった。

「朝食ですよ」

　ティアマトさんの催促。

　仕方なくノロノロと起きた俺、偉い気がする。

「そういや王女は？」

　確か踏まれたのは聞いたが、その後は？

「こちらに。帰ってくる途中で回収しました。朝食後は少し休憩にしますので、寝ないように」

　ティアマトさんは気絶した王女の首根っこを掴んで、物のように扱っていた。

　完全に目を回しているようで全く反応がない。

　ティアマトさんはそのまま王女をイスに座らせて、朝食の準備に行ってしまった。

　色々残念な王女様だ。

「リュウ……大丈夫」

「パパ平気？　ご飯食べれそう？」

「あ～、ギリギリ大丈夫。それにご飯食べないと、この先大変そうだし」

　二人に心配されながらも用意された朝食をゆっくり時間を掛けて食べた。

　疲れきっていたせいか思っていたよりも食べ物がのどを通らない。腹が減ったという自覚はあるのだが、それ以上に身体が休息を求めている感じがする。

　それでもどうにか食べきった俺は、修行が始まるまで少しでも体力を回復させようとゆっくりするのだった。




　朝食を食って少しすると、ティアマトさんから招集がかかった。

「ではこれより本格的に修練を始めます」

「はい！」

　俺は元気に返事をしたが、俺の周り、龍皇一家が元気なくそこにいた。

　なぜここにいるかというと、王女を甘やかした罰として一緒に修行することになったのだとか。

「今回の修練はリュウ様を中心に行います。修練の内容は無駄な力をできるだけ使わないことです」

「はい先生！　それはどんな効果がありますか？」

「簡単に答えると無駄な力を使わないことで技のクオリティを上げ、より効率的に動くことができます」

　ほうほう、体力の消耗を避けるだけじゃなく技のクオリティまで上がるとは一石二鳥じゃないか。

「ただし、これは経験によるところが多いので、ひたすら反復練習が必要なものになります」

　う～む、やはりそう簡単には修得できる技術じゃないか。

「ではリュウ様。まず私を殴ってください」

「……は？」

「まずリュウ様がどのくらい無駄なく攻撃できているかチェックします」

　あ、なるほど。

　てっきり頭おかしいのかと思ったぞ。いきなり自分を殴れって言った時は。

「それではチェックお願いします」

「はい」

　ティアマトさんは掌を俺に向けた。

　ただ殴るのではダメだし、一体どんな風に殴ればいいんだ？

　無駄なく、真っすぐ攻撃が通るイメージ……。

　あ、そうだ。

　あれだあれ、亀みたいに硬いなにかに覆われた魔物を殴って倒す技があったな。

　あの感じで殴ろう。

「いつでもどうぞ」

　ティアマトさんの催促。

　では無駄のない拳を教えてもらおうか。

　拳を構え思いっきり掌に向かって殴った。

「ふむ……基礎はできているようですね。構えずすぐに撃ち込むことはできますか？」

　なんか受けた掌を確認するようにしながら言った。

「いえ、流石にすぐに撃ち込むのはちょっと……」

「ではオウカの相手をしてもらいながら、普段から撃てるようにしてもらいましょう。オウカ、ひたすらリュウ様と組手をし続けなさい。ドライグとグウィバーは私とひたすら組手です」

　王女は明るくなり、ご夫婦は嫌そうな顔をしていた。




　組手をやりまくって早くも昼。

「なぜ、なぜまた私は勝てないのだ!!」

　また王女が駄々をこねている。

　今回の組手も俺の圧勝。王女はいつもの力ずくのごり押しだったので、避けたりするのは簡単だった。

　ただ今回はティアマトさんの指示に従い、できるだけ無駄な力を入れないようにするのは結構きつかった。

「では皆様、昼食にしましょう」

　ティアマトさんの一言で一度休憩が挟まれた。

　てかティアマトさん、龍皇とその嫁さんを相手にしてなんで息一つ切れてないの？

　この中で一番強いのはやっぱりティアマトさんでしょ。




　疲れきった体で少しずつだが飯を全部食った後、再び修練が始まった。

　しかし午後は龍皇たちは仕事やアジ・ダハーカへの対策会議だかでいない。

「では午後の修練を開始します。午後も午前とあまり変わりません、ランニングをした後リュウ様は今度は私と組手をしてもらいます」

　とうとう来たか、この時が！

　スパルタ教育のティアマトさんとの組手。なんか爺さんと初めて組手した時と気分が似てるな。

　怖いけどなんとなく楽しそうな、面白くなりそうな感じだ。

「ではランニングから始めましょう」




　さて、軽くないランニングが終わってティアマトさんとの組手の時間が来た。

　午前中の龍皇とその嫁さんの相手をしている時チラッと見たが、かなりのレベルだったと思う。

　爺さんのようにスピードで戦うタイプとは違ったが、どこか似た雰囲気があった。

　隙のない達人たちはみんなあの雰囲気を纏うのだろうか？




『では始めましょうか』

　……いやちょっと待って、なんでドラゴンの姿のまんまなの？

「あの、ティアマトさん？　なぜドラゴンの姿なのでしょう？」

『あら当たり前ではありませんか。これより相手にするのはドラゴン。ならこの姿の方が都合がいいではありませんか』

　あーつまりあれか？

　アジ・ダハーカはドラゴンの姿で襲ってくるから、その前にドラゴンを殴る感覚に慣れとけと？

「……俺の拳、持つかな？」

『そのための修練です。さあ、かかってきなさい！』

　……いや～無理じゃね。

　スキルなしで殴るとか、ただの自殺行為だろ。

『……なにか勘違いをしているようですが、スキルは使用していいですよ？』

　あ、そうなの!?　なら殴れるわ。

「それじゃ手合わせよろしくお願いします!!」

『私も少し強めに行きますのでご注意を!!』

　え……強め？

『はあ!!』

　ぬわー！　これヤバい！　いきなり前足で潰そうとしてきた!!

　これ、攻撃入れるだけでもかなり難しいぞ！

　しかもドラゴンの姿になってるから、跳ばないと身体とかには攻撃できないし！

　てか絶対跳べば叩き落とされる!!

『こら！　逃げてばかりいないで攻撃しなさい!!　なんのための修練ですか!!』

　ええい！　こうなったら前足を殴ってやる！

「おっら！」

　……こりゃダメだ、ビクともしない。

　え？　なにこれ、ドラゴンってこんなに硬い鱗と重い体重なのにどうやって攻略しろと？

『呆けてる暇はありませんよ！』

　ブンッ!!

「ぬお！」

　前足にブン投げられた！

　ってそこから追撃するのか!!

　目の前にティアマトさんの前足が！

「グハッ！」

　痛ってぇ、思いっきり踏みつけられた。

　鎧と『覇気』のおかげである程度ダメージを軽減できたが、これはきつい！

『早く立ちなさい。まだまだこれからですよ』

「わかりましたよ、コンチキショウ！」

　こうして夜になるまで俺はティアマトさんにいじめられ続けたのだった。




『では今日はここまでにしましょうか』

　晩飯の三十分ほど前にティアマトさんは言った。

「あり……がとう……ございま……した」

「よく耐え切りましたね。明日からも今日と似た内容になりますので、食事が終わったらゆっくりとお休みください」

　やっと、やっと終わった。

　終わるまでに何度踏まれたことか……。

　これがスパルタの実態か。

「もちろん明日も修練しますよね？」

　俺はむくりと起き上がりながら言った。

「そりゃ俺が言い出したことですからやめませんよ」

「ならいいのです」

　その時見た笑顔は本心からだとわかった。







［閑話 狼と龍の女王］




「どうじゃ、修行の様子は」

「順調ですよ。とてもいい子ですよ、リュウ様は」

　深夜、ほとんどの者が寝ている時間だ。

　フェンリルとティアマトは酒を酌み交わしていた。

「お主が人間を褒める時が来るとは思っておらんかった」

「私自身も意外ですよ。まさか人間が私の修練に付いてこられるとは思ってもみませんでした」

「あやつはどこか力に貪欲な部分があるからの。その内儂らを追い越す日が来るのかのう」

　どこか嬉しそうに言うフェンリル。ティアマトはそのフェンリルに言う。

「もしその時が来たとしても大分先の話になると思いますよ」

「そうじゃろうな。早くて二十年ほどかのう？」

「人間にとっては長いかもしれませんが、私たちにすればとても短い時間だと思いますよ」

「だからよいのじゃ。あやつにとって長い時間であっても我々にとってはごく短い間。短い間に早く強くなれば儂らの群れも安泰じゃ」

「……羨ましいお話です。私のところは実力はありますが、オウカに甘すぎで……」

　ため息をつきながら言うティアマト。

　憂いを帯びた表情はとても疲れきっているように見える。

「ドライグはともかく、グウィバーは私が直接育てたというのにまるで躾もなってない。それどころか甘やかしてばかりいるものですから私が躾けるしかなくて……おかげでオウカはやりたい放題のわがまま娘になってしまいました」

「……育児というものは親にとって永遠の課題なのかもしれんのう」

　どこか遠い目をしているフェンリル。

　実際孫であるリルもある程度躾けてはいたが、群れの若者たちと共に人間の国によく近付いていた。

　まぁそのおかげでリュウと出会い、失った魔力を供給してもらい、まだ元気でいられるのだが。

「世の中一筋縄ではいかんのう……」

「そうですね……」

　しばらく無言で酒を飲む。

　するとティアマトはポツリと言った。

「無理矢理にでもリュウ様をオウカの婿にできないかしら」

「げほっげほっ！　お主本気か!?　それとも酔っているのか！」

　あまりにも唐突な話。

「人間に龍皇の座をやっていいのか!?」

「多少問題は発生するでしょうが、実力があれば問題ありません。それに最近の若者は強くなろうとする向上心があまりないのでこの際、と思いまして」

　あまりにも平然と言うティアマトにフェンリルは呆然とする。

「それでも血統を重んじるお主らドラゴン種がそう簡単に納得するとは思えんが」

「その時は決闘でもさせればよいでしょう。私は血統より強き者を招き入れたいと考えています」

「それは……わかるが……」

　血統より強き者、魔物であれば当然の思考である。

　しかしこの龍皇国は代々純血のドラゴン同士交わることで力を次の世代に残し続けたのも事実なのだ。

「それにリュウ様は『あの方』に選ばれたようですから」

「あの方？　あの方とは一体？」

「我々の神です」

「まさか、あやつがリュウに力を貸すとでも。無理な話じゃよ、あやつの力は大きすぎた。今までも多くの者たちがあやつの力を手にせんと契約をしようとしたが、みんな無ぶ様ざまに死んだではないか」

　そう、みんな死んだ。

　更なる力を求めて『賢者』『聖騎士』、さらには『勇者』まで『あの方』の力を求めた。

　しかし誰一人として無事に契約できた者はいない。

「しかしリュウ様の魔力を放出するタイプの技から『あの方』の力を感じました」

「……やはりか、儂も気付いておったが勘違いだと思い込んでたからの」

　もし『あの方』がリュウを認めていた場合、血統より大きな価値が生まれる。

　誰一人として手に入らなかった力を手に入れた者として。

「……他に気付いている者はいるか」

「おそらくいないかと。『あの方』が失踪してかなり時間が経っていますから」

「一体いつ出会ったのじゃろうな、あやつとリュウは」

「さぁ？　それはいつの日かリュウ様と『あの方』に聞いてみましょう」

「そうじゃな。いつの日か聞いてみるかの」













　なんだかんだでティアマトさんの修行が始まって五日経った。

「おらっ!!」

　この日もティアマトさんとの組手をしていた。

『なかなかの拳になりましたね。では私ももう少し出力を上げましょう』

　こんな調子で一度もティアマトさんに勝ててない。

　ようやく近付いたと思ったらすぐ引き離されることを繰り返していた。

　いや、本当にこの人強すぎ。

　長距離から魔力放出で攻撃しても全く堪こたえないし、直接殴っても鱗が硬くて目立ったダメージもなし。

　一応無駄のない拳は修得しつつあるらしいが、まるで実感がない。

　でもまぁ最初の頃のようにヘトヘトになってないだけある程度は強くなった気はする。

『はぁっ!!』

　ついでにデカい相手の攻撃のいなし方もわかってきた。

　力は要るが意外とティアマトさんから教わったやり方と変わらず相手の動きに合わせることでできる。

　といっても正直さっさとかわして前屈みになったところにでも一撃くらわす方がいい気がするけど。

「チェスト!!」

　とりあえず今日も頑張ってます。




「今日はここまでですね」

「ありがとうございました」

「ふふ、今日もリュウ様はご成長なされたようですね」

「そう……ですか？」

「はい。初日に比べて拳が日に日に重くなっています、実は時々私の手が痺しびれた時もあったのですよ」

「本当ですか!?」

「本当です」

　よーしよーし、これは着実に修行の成果が表れてるってことだよな！　この調子ならアジ・ダハーカに一撃ぐらいは入れられるんじゃね!?

「それから明日は特別にお休みにします」

「え、いいんですか？」

「はい。リュウ様の成長速度は目を見張るものがありますし、一度ゆっくりと休むことも修練です」

　ティアマトさんが言うと説得力はあるが、一気に鈍ったりしないよな？

「ではリュウ様、明日はゆっくりとお休みください」

　……それじゃあ……観光でもしよっかな？

「パパ明日お休み!?　それなら一緒に町に行こう!!」

　話を聞いて一番喜んでいるのはカリンだ。

　修行ばっかりでほとんど遊んでなかったから、かなり喜んでいる。

「確かに修行ばかりというのもつまらないから、そろそろいいかもしれないわね。カリンもリュウと一緒に遊びたいでしょ」

「遊びたい!!」

　カリンは元気よく答えた。

　よし。なら明日はいっぱい遊ぶか。

　次の日、修行期間で初めてのお休みだったが、いつも通りに日の出と共に起きた。

　そりゃ前からこの時間帯に起きてたが、ここまで意識がはっきりしてるのは修行が始まってからだ。

　朝食の時間は変わらないので、この際散歩でもしようと外に出る。

　いつもティアマトさんに踏みつけられる恐怖を感じながら走った町は意外と静かだった。

　どうも必死に走っていたせいであまり町をよく見てなかったようだ。

　パン屋、精肉店、武器屋など様々な店がある。

　とりあえず今日は休みなので寄ってみたいところはチェックしておく。

　そんなことを考えながら町を一周して城に戻った。




　朝飯後、町へ行こうとした時、面倒が起きた。

　俺にとって滅茶苦茶面倒なことが起こった。

　大事なことなので二回言わせてもらった。

　で、なにが面倒なのかというと……。

「…………」

　なぜか王女が一緒にいることだ。

　今朝ティアマトさんが俺に珍しく頼んできた。

　どうもアジ・ダハーカ対策の件でティアマトさんもご意見番として呼ばれたとか。

　それでいざという時のストッパーとして俺が選ばれた。

　いや普段から飯やら修行やら世話になってるから断れないんだよね。

「で、お前はどうしたいんだ？　なんか目的とかあんの？」

　俺の部屋のイスに座って意外と大人しくしている。

「……なら教えてくれ。お前はなぜそこまで力を求める？」

　……突然だな。

「まぁなんだ、昔知り合いに言っちまったんだよ。強くなるって」

「だからなぜ？」

「当時は色々あったんだよ、ダチ二人が戦闘系の職業になって俺だけが普通の職業だったからな。はっきりいって安全だけどつまらないって方が合ってるかも」

「そういえばお前の職業は聞いてなかったな。お前の職業はなんだ？」

「調教師」

「え」

「だから調教師だって」

「そんなわけあるか！　調教師が私に勝てるなど……」

　どした？　急に勢いがなくなって。

「本当なのか、調教師だったのか」

「突然信じてどうした？」

「ふん、嘘か本当かぐらい私にもわかるのだ。それでなにか戦闘職に憧れでもあったのか？」

「特にねーよ。たださっき言ったつまらないってのに繋がるんだろうよ。けど今は違うぞ、リルたちがいるからな。みんなのことを守るために強くなるって決めた」

「仲間のためか。結構普通の理由なのだな」

「普通だよ。ただ周りが強すぎて追いつくために色々頑張ってるだけ」

「それだけで我々ドラゴン族やフェンリル族と同じくらい強くなろうとは思わないのだ」

　そう言われるとそうだな。

　人間から見ればドラゴンに勝てるようになる、なんていう奴は大ほら吹きか『勇者』や『賢者』のような特別な職業を持っている人たちだろう。

「それでフェンリル殿の孫娘とカリンという娘とはどんな関係なのだ」

「ちょっと特別な従魔関係だよ。他の『調教師』のことはわからないけど」

「そうなのか。この前お婆様も私にリュウの従魔になってみないかと聞いてきたのだ」

「はぁ!?　なにそれ。俺一言も、そんな話聞いたことないけど!!」

　ティアマトさんが裏でそんなことを企んでいたとは。やっぱりティアマトさん恐ろしい人？

「とにかく！　お前が興味ないのなら自然と話は消えるはずなのだ、多分」

　多分か……。ティアマトさん、国のことになると結構凄いことするからな。

「ま、いっか。俺はちょっと町で買い物してくるけどお前はどうする？」

「一緒に行くに決まっている!!」

　では一緒に買い物に行きますか。
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　さてと、町に来たのはいいが、人がいる時間帯に来るのは初めてだな。

　俺は王女様の隣を歩き、リルは少し後ろで町の様子は楽しそうに見渡すカリンがはぐれないように手をつないで歩く。

「ところでこの国で金って使えんの？」

　そう、まず大体にしてこの国に金の概念があるかどうかすら知らなかったりする。

「お前、さすがにこの国をバカにしすぎではないか？　といっても基本は物々交換ではあるがな。一応金貨は使える。お前はどこの国の金貨で払う気だったのだ？」

「フォールクラウンの金貨」

「なら問題ない。フォールクラウンの金貨は世界共通金貨だからな」

　流石フォールクラウン、世界中で使える金を作っていたとは驚かせる。

「なら問題はなさそうだ。さらに聞いておきたいが、金貨が使える店と使えない店はやっぱり存在するんだろ？　どうやって見分ければいい？」

「安心するのだ。ほれ、店に金貨の絵が描いてある店があるだろ、あれが金貨の使える店。逆に物と物を交換している絵は物々交換専門の店だ」

　どこか自慢げに言う王女。

　多分これは自分が知っていることを人に教えるのが好きなんだろう。

　隣で聞いているカリンが「へ～」っと感心したような声を出しながら聞いている。

「色々知ってんなら女向けのアクセサリーショップでも教えてくれ」

「女向けの？　ああリル殿とカリン殿のためと言っていたな。その者たちのためのプレゼントか。ではお母様やお祖母様がよく行ってる店に」

「流石に待て。それは最後にしてくれ。一気に破産する」

「ん？　ああ、すまん。お前は平民だものな」

　てめぇら王族に平民のなにがわかる!!

「なら連れてってみろ！」

「はっはっは！　本当に破産するかもしれんぞ!!」

「値段見てから買うに決まってんだろ！」

　大人の意地としてアクセサリーぐらい買えるとこを見せてやろう！

「ならばこっちなのだ!!」

「あ、待ってよ～」

　こいつも調子いいな。

　走っていった王女の後をリルの手を振り切って追いかけるカリン。俺とリルはその後ろを見失わない程度に追いかける。

　ではいざ、高級店せんじょうへ!!

「ここなのだ」

　いかにも高級店という雰囲気が出まくってる店に着いた。

　やっべ、マジで買えっかな？

「さあどうする？」

「とりあえず入店してからだ」

「では突撃なのだ!!」

　といっても普通に入りました。

　そりゃ高級店で物なんか壊したくない。

　それこそ破産する。

「「「いらっしゃいませ」」」

　おお！　これが高級店か!!

　なんか店全体が光ってる気がする！

「オウカ様、今日の御用はなんでしょう」

「うむ。この客人殿がこの方々に贈る品を探してるのでこの店を紹介したのだ」

「そうでしたか。ではお客様、どのような品をお求めでしょうか」

　おっと、俺の方に来たか。当たり前だけど。

「そうだな……髪留めとかかな？　あんまり女性受けのいい物はよく知らんからな。無難にいこうと思う」

「それは少し無難すぎないか？」

「初めての贈り物でしたらもっとインパクトのある品はどうでしょう」

　この時点でダメ出しくらった!?

　え？　プレゼントってそこまで考えないといけないのか!?

「んなこといったってあんまり大きすぎる物は持って帰れませんよ」

「ではネックレスなどはどうでしょう。あまり嵩張ることはありませんし、軽い品も扱ってます」

「申し訳ないけど、ネックレスとか嫌いなの。首輪みたいで嫌」

「そ、そうでしたか」

　リルがそう言った。

「なら指輪はどうなのだ？　貰って嬉しくない女はいないぞ」

「どうだリル？」

「あんまり興味ない。それに相手を切り裂くのに邪魔にならないか気になるの」

「でしたらこちらのスカーフはどうでしょう？　肌触りもよく軽いですよ」

　ん？　どんなんだ。

　へー確かに肌触りもいいし綺麗な布地。

「これって何製ですか？」

「天蚕スカイシルクの絹製品となってます。夏は涼しく、冬はほんのり暖かい品です」

「ほんのりなんだ」

「スカーフですので」

　ふーん、でもいい商品だよな。カリンはわからないがリルにはいい気がする。

　値段を見てみると……やっぱりちょっとお高い。

　でも買えない値段でもないし、無理をしすぎているわけでもない。

「リル。これどうだ？　リルの黒い髪と合わさってすごく綺麗に見えると思う」

「ならそれにするわ」

「……そんなあっさり決めていいのか？　他にも色とか違う生地の奴とかあるみたいだけど」

「リュウが選んでくれたのが嬉しいの。それに悪くないし」

「……そうか。それなら一つはこれにするか。すみません、これの白いの一つください」

「ありがとうございます」

「それと炎に強い品ってあります？　炎を使う子がいるので、その子の炎に耐える品が欲しいのですが」

「種族によりますが……プレゼントしたい方の種族を教えていただけますか？」

　そういや言っていいのか？　ガルダって？

「えっとガルダ……なんですが、大丈夫ですかね？」

「え、ガルダってあのガルダでしょうか？」

「はい、そのガルダです」

　ちょっと沈黙。

　ま、普通はそうだよね。

　いきなり伝説級の名前出せばこうなるわ。

「えっと、少々お待ちください」

　おう、少々年単位で待っとくよ。

「お、おい。カリンはガルダだったのか!?」

「そうだよ。あ、これお袋さんにいいかも。こっちは婆さんの土産にするか」

　それぞれ色違いで、お袋さんには黄緑のスカーフ、婆さんには水色のスカーフも買おっと。

「さらっと言うな！　ガルダは我々の天敵なのだ!!　本当にカリンはガルダなのか!?」

「本当だよ。初めはそんなとんでも生物なんて知らなかったんだよ。それにカリンがお前たちドラゴンになにも悪いことしてないのは知ってるだろ」

　棚の商品を見てカリンへのプレゼントを物色しながら答える。

　そういやカリンって髪を括ってたな、なら髪を括るリボンとかも候補か？

　その場合、髪と同じ色がいいのか、それともあえて違う色がいいのか？

　あ、この黄色いリボンなんていいんじゃないか？　炎の耐性は店員に聞くしかないけど。

「カリン、どのリボンの色が好きだ？」

「えっとね……黄色！　太陽の色が好き！」

「それじゃこの黄色のリボンにするか？」

「パパ、ありがとう！」

　子供らしい反応で喜ぶカリン。

　それならこの黄色いリボンにしよう。

「ここではこんなもんでいいだろ。会計に行くか」

「会計よりカリンについて話すのだ!!」
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　まさか大金貨を一枚使うことになるとは。流石高級店、恐ろしい場所。

「まさかお前が大金貨を持っているとは思ってもみなかったのだ。いつそんなに稼いだのだ？」

「フォールクラウンで大稼ぎしただけ」

　フォールクラウンで数ヶ月間暮らしていた時に、マークさんの商売に協力したりギルドで魔物を売ったりと色々やった。

　俺たちがよく食ってた鳥の鉄の鎧をドワルに直接売っているうちに、かなりの金に変わっていたのだ。

　ちなみにプレゼントをもらった二人はすでにスカーフとリボンを身に付けており、嬉しそうにしている。

　二人の嬉しそうな顔を見ると買った甲斐があるというものだ。

「お前は運もいいのか？」

「運はかなりいい方だと思う。実際リルとカリンに出会えたわけだし」

「……納得した」

　やけに疲れたような顔をした王女。

　そんなにカリンのことが怖いかね？

「次はどうするのだ？　さすがにプレゼントを買って終わりではないだろ」

「いや、一旦城に帰るぞ。腹減ったし」

「そこはどこかの店で食べるべきだろう。観光ならそれも楽しみ方ではないのか？」

「まーね。でもティアマトさんの飯美味しいからいいかなって」

「そうです。今すぐお戻りください。昼食はご準備できています」

「お祖母様！　なぜここに！」

　やっぱり出てきたか、達人世話役ティアマトさん。

「今帰るよ」

「では冷めないうちにお戻りください」

　そしてまた消えるようにいなくなった。

「メイド長ってみんなあのぐらいできるものなのか？」

「いや、お祖母様が凄すぎるだけだと思う」

「そっか。とりあえず飯が冷める前に食えるよう走るか」

「ああ、そうだな」

　温かいうちに食べ終えた俺たち、午後は……どうしようか？

「なあリュウ、お前はどのぐらい世界を知っている？」

　王女から突然の質問が来た。

「さあ？　多分ちっこい世界だと思うぞ。俺が行ったことのある国はここで三つ目だ」

「二つ目はフォールクラウンだよな。では一つ目は？」

「俺が生まれた国だよ。といっても知ってるのは俺が育った町だけで、さらにここみたいな城下町じゃないから大した名産も事業もない。それが俺の知ってる国だ」

　きっと城下町の方にはなにかしら産業ぐらいはあっただろう。でも俺は平民で商人でもなかったからなにが優れ、なにを他国に頼っていたのかはわからない。

　知っていることといえば、ティアとタイガがいるから勇者と賢者が生まれた国であることくらいか。

「お前はあまり祖国を愛してないのか？　てっきりみんな祖国を愛してるものだと思っていた」

「別に嫌いなわけじゃないさ。といっても国から見れば俺は数多くいる平民の中の一人程度の認識にすぎないけどね」

　国に対して特にこれといった感情があるわけではない。

　逆に、なにもなかったといった方が正しいと思う。

「………親しい友人は？」

「さあ？　今どこでなにやってんだろうな～。幼馴染の一人は勇者で、もう片方は賢者として勇者をサポートしてるって聞いたことがあるぐらいだ」

「あの残虐非道な勇者はリュウの友人だったのか!?」

「残虐非道って。あれでも人間から見れば十分勇者なんだぞ。人間からのみ慕われてる勇者様」

「あれ本当にどうにかしてくれないか？　お父様が今回のアジ・ダハーカをどうにかする際後ろから逆に刺されるとまで言った狂気の勇者なのだ。魔物こちらとしては恐ろしすぎる」

　よかったなティア、お前の存在は多くの魔物に恐れられているようだぞ。

「といってもな、あいつ最初の頃はそこまで魔物を敵視してたわけじゃないからな。原因がわからんから俺にはどうしようもないぞ」

「そこは『調教師』だろ！　どうにか調教してくれ!!」

「言い方が酷すぎじゃね!!　相手は同族だぞ！　んなことできるか!!」

　しばらくぎゃあぎゃあとやかましく騒いでいたが、お互い一時休戦となった。

「あ～、喉痛い」

「水もらってくる……」

「水ならありますよ」

　ここでも出てくるか、ティアマトさん。

　いやありがたいんだけど、こうもちょいちょい出てくると普段どこから見張ってるのか気になってきた。

　でも喉が痛いので、水はありがたく頂戴する。

「少々厄介なことになりました」

「アジ・ダハーカのことですか？」

「はい。洞窟を封印している術式が予定していた期間より早く解けているので、当初の見込みより早く戦いが始まる可能性が出てきました」

　かなり嫌な情報だな。

　当時の賢者め、もっとガッチガッチに封印しとけや。

「このスピードだと今日中に現れる可能性があります。今のうちに覚悟を決めてください」

　って今日中!?　いきなりすぎるだろ！

「もう始まるのか……」

　王女もなんだか緊張した顔になったし、俺もそろそろ気合い入れておかないとダメか？

「ティアマトさん、その封印されている洞窟に行くことは可能ですか」

「……なにをする気ですか？」

「いや、ただの興味です。相手がどこから出てくるか確認しておきたい」

「それなら資料を」

「それじゃ俺は納得できません。奴がいる場所を実際に見る方が相手がどのぐらい危険かわかります」

　相手を間近で感じないと相手がどのくらいヤバいかわからない。

　到底かなわないほど強いなら素直に逃げさせてもらうとしよう。

「……私が同伴します。それでもいいですか？」

「むしろこっちから頼みたいぐらいです。お願いします」

「なら私も」

「私も行く！」

「いけません。あなたはこの国の未来なのです、そのぐらい理解しているでしょう」

　王女とカリンも言ったが、ティアマトさんにばっさり切り捨てられた。

　そりゃ当たり前だよな、大事な孫を危険なとこに行かせたくないのは。

　そしてそれは俺も同じだ。

「カリン。すぐに戻るから先にリルと一緒にお城で待っててくれ。ほんの少し様子を見るだけだから待っててくれ」

「でも……」

「カリン、お城で待つわよ」

「お姉ちゃん……」

「リュウは様子を見てくるだけだからすぐに戻ってくるわ。だから今の内に準備をしておきましょう」

　カリンのことをリルも止めてくれた。

　様子見とはいえ、カリンをいきなり最前線になるかもしれないところに連れていくのは危険すぎる。

　だからできるだけ人数は少ない方がいい。

　カリンのことをリルに任せ、俺は呼吸を整える。

「それではリュウ様、また後で伺います」

　もうすぐ、伝説たちが厄介と呼ぶ伝説の邪龍が姿を現す。










三つ首の邪龍




　龍皇からも連絡があった。

　もうすぐアジ・ダハーカが復活するかもしれないって。

　正直最前線は伝説級の方々に頑張ってもらい、俺は溢れた眷族狩りにでも力を注ぎたい。

「リュウ様、そろそろ参りましょう」

　ティアマトさんが迎えに来てくれた。

　昼間に言ったアジ・ダハーカを封印している場所に今から行く。

　もちろん王女たちはお留守番。

　国の外に出て東南にしばらく歩く。

「ティアマトさんはアジ・ダハーカと戦ったことはありますか？」

　俺はなんとなく聞いた。

「対峙したことはありますが、その時は私もまだまだ若輩者でしたので直接戦ったわけではありません。しかしあれが出した眷族とは戦いましたが、あれも強敵でした」

　若い頃のティアマトさんにとっても強敵か。俺本当に戦えるのか？

　俺、その眷族にすら勝てるかわからない。

「もう少し自信を持ちなさい、リュウ。あなたは強いのですから」

　ティアマトさんが初めて俺を呼び捨てにした。

　意外と悪くない。

「リュウ、あなたの弱点は人間であることではなく、その自信のなさです。もしあなたが信じられないなら私が代わりに信じましょう」

　穏やかで、安心感のある声。

　全く、弱っちい人間を信じるとかドラゴンがすることじゃねーよ。

　でも。

「わかりましたよ。ティアマトさんがそこまで言うなら俺は強いってことにしておきます」

　ティアマトさんは満足そうに頷いた。

　でも向こうの気配はかなりヤバい。

『第六感』が逃げろと警告し続けている。

　あ～あ、本当にこれからこのヤバいのと正面からぶつかっていかないといけないのか。

　そしてついに封印している洞窟に着いた。

　いや、本当に嫌な気配しかしない。

　どことなく空気が重いというか、どれだけ深く呼吸をしても全然空気が入ってこない。

　それに気のせいなのか非常に息苦しい。

　そして俺の頭の中で警報が鳴りやまない。今すぐ逃げろ、全てを捨て全力で逃げろと本能が訴えてくる。

「ご苦労様」

　扉を監視しているドラコ・ニュートにティアマトさんがねぎらいの言葉をかける。

　一部封印が解けるのを遅らせようとしている連中以外が敬礼で応えた。

「敬礼は不要です。少しでも遅らせて国民のために時間を稼ぎなさい。そしてリュウ、見た感想はいかがですか？」

「想像以上に苦しい空間ですね。あの扉の奥にいる存在が本当に危険だってわかります」

「それとこれから一戦交えます。これで覚悟はできましたか」

「はい。それじゃそろそろ」

　帰ろうと言おうとした時、扉から強烈な音と衝撃が俺たちを襲った。

　扉の向こうから鉄と鉄がぶつかり合うような甲高い音、そして全身を痛めつける衝撃が連続で襲ってくる。

　封印を維持しようとしていたドラコ・ニュートたちが衝撃で転がってしまう。

　中にはすでに逃げ出しているドラコ・ニュートもいるくらいだ。

　最初はただ危険な場所に近付いているからだと思ったが、『第六感』が警告していたのはもうすぐアジ・ダハーカがこの扉から出てくるから。

「今すぐ周りの人たちを逃がしてください。その人たち死にます」

　俺はロウを構え臨戦態勢に入った。

「全員待避!!　今すぐここから逃げますよ！　リュウも一緒に」

「いえ、俺は残って時間稼ぎます。多分一分持てばいい方だと思うので早く逃げてください」

「なら私も」

「いえ、ティアマトさんはみなさんを安全なところまでお願いします。眷族が大量に出てくる可能性もあるので、そちらから皆さんを守ってください。それにティアマトさんの言葉ならみんな素直に聞くでしょ？」

　ちょっと笑いながらティアマトさんに言った。

「……全員急いで！　道具類はみな置いていって構いません!!　リュウ……御武運を。そしてすぐに戻ります」

　本当にできる限り早く帰ってきてくださいよ、俺は弱い……いやここは自信持って迎撃しますか。

　……ん？　スキルが変化してる。

『五感強化』『第六感』が統合して『生存本能』になってた。

　効果は二つのスキルに『限界突破』が追加された？

『限界突破』の効果は自身の脳内リミットの解除？　なんだそれ？　もしかしてあれか、火事場のバカ力的な感じか？

　……それって潜在能力次第の運スキルじゃねーか!?

　あーどーしよ、土壇場でスキルを手に入れたのはいいが、内容が微妙だ。これって強くなったのか？

　すると突然扉が光った！

　これって完全に封印が解けた合図か!?

　光が収まると少しずつ開いてきた。

　中から出てきたのは白亜の巨体にどこかの民族衣装のようなズボン、太く長い蜥蜴の尾、一対の……表現し難い翼、そして三つの蛇のような頭がある二足歩行のドラゴンだ。

　これに勝て？　無茶苦茶言うな昔の人は!!　無責任すぎるだろ!!

　ドラゴンは三つの頭をバラバラに動かし、なにかを見ている。

『お前だけか？　私を待っていたのは』

　……まさか言葉を話すとは思ってなかった。

「そうだよ、残りの人たちは先に逃げてもらった。あんたが復活したことを知らせるためにな」

　俺もよく言い返せたもんだ。

　てかこれ、リルと初めて会った時と似てるな。

『そうか、それでお前はなんのために残った』

「時間稼ぎだよ。あんたをここに留まらせるためにね」

『……蛮勇だな』

「でもやらなきゃいけないのが今だ」

　俺はずっと構えを崩してない。

　一応いつでも動けるように体勢を保っていた。

「このままおしゃべりで時間稼ぎできるならその方が俺も嬉しいが、そっちはどうよ」

『なら始めよう勇者よ。我が試練を受けるといい』

　アジ・ダハーカが構えた。

　あ～あ、負けしか見えない戦いに首突っ込むようになったとは俺も成長したのかね？

「俺は勇者じゃなくてただの調教師だ。ダハーカ」

『そうか、それは失礼した。それと名を教えてもらえるだろうか？』

「リュウだ」

『ではリュウよ。我が試練、受けるといい!!』

　ダハーカの周りに攻撃魔方陣が数百単位で展開された。

「やってやるよ、ダハーカ!!」

　絶望しかない戦いが始まった。




「うおおおおぉぉぉぉぉ!!」

　いきなり放たれた数百種類の魔法。ダハーカの股の下をくぐり抜け、その最初の攻撃は避けた。

　どの魔法もただ攻撃力が高いだけではなく、恐ろしい効果が付与されていることは『生存本能』に頼らなくてもわかるほどだ。

　さっきの魔法一つかすっただけでも俺は死んでいた。

『ほう、速いな』

　それだけじゃねーよ！

　ダハーカの背に一本の線が付いた。

　俺がすれ違いに斬っておいた。

　俺だってそれなりに強くはなってんだよ。

　って血が出すぎじゃないか？　感覚としては薄皮斬った感じだったが。

『ふむ。調教師とは思えん動きと容赦のなさだ。こいつらではどうだ？』

　げ!?　地面がうねったりぐにゃぐにゃしたりし始めた！

　まさかこれが？

　アジ・ダハーカが流した血からリザードマンもどきの生き物と手足のある蛇、複数の頭があったり、目が五つもある爬虫類の特徴をぐちゃぐちゃにしたような生き物が這い出てきた。

「うわ！　キモ」

『いけ』

　ダハーカの指示で襲いかかる化物たち。俺はそいつらの頭を切り落とす。

　あ、頭落としてもまだ動くな。なら全身切り刻む方がいいか。

　化物なら楽勝か、あとは捌ける量を間違えずダハーカに与えるダメージを増やすのが無難か。

『ほう。眷族では話にならんか。なら私自ら攻撃した方が試練になるか。それとも他の者たちが傷付けられるかもしれない恐怖の方が試練になるか』

　そう言うとアジ・ダハーカは自ら腕に爪を立てた。

　流れ出す血が再び地面に落ち、新たな眷属を生み出し、アジ・ダハーカは龍皇国を指さしながら言う。

『行け。目の前の命を一つでも多く奪え』

　アジ・ダハーカがそう指示すると、眷属は奇声を上げなら龍皇国に向かって走り出した。

　もちろん俺だってただ見ているだけではない。

　すぐにロウで魔力を飛ばして攻撃したが、少し数を減らしただけでほとんどの眷属は龍皇国に向かってしまった。

　俺は何度も試練という言葉を使うアジ・ダハーカに向かって問う。

「試練試練ってあんたはなにがしたい。今までの攻撃全部軽くだったろ。なにがしたい」

　背中の傷もわざと避けなかった。

　わざわざ眷族を召喚して攻撃したのはわざとだろう。

　おそらく俺のことを一瞬で殺すだけの力はあるし、今までの攻撃は全て全力から程遠いことだけはなんとなくわかる。

『……私が求めるのは私を殺す勇者だ。我々邪龍は勇者に殺されることでその存在を終える。だから待っていた、私を殺す勇者を』

「生物が死を望むとは初めてだよ。大抵は死にたくないって言うもんだと思ってたが」

『そのための試練だ。リュウよ、私はお前に殺されたい』

　全くお前は変わり者すぎる。

　でもそれなら敬意を持って全力で殺しに行こう。

「……アジ・ダハーカ、お前の命、もらい受ける」

『来い！　私も全力で参ろう!!　付加術エンチャント!!』

　魔術によるドーピングかよ！

　こいつはどこまでも魔術師だ。自身が勝つためにあらゆる魔術を使うドラゴン。

　身体一つで攻める俺より手札が多すぎる！

　ダハーカの拳は見ただけで重いとわかる。直接受けるのは危険だ。

　それを避けてロウで突き刺すが、ろくに刺さらない!?

　そこにダハーカの拳が！

「がふっ！」

　やっべ、想像以上に飛んだ。

『覇気』で身を守ってたのにダメージ有りかよ！

『自己再生』で細かい傷はすぐ塞がるが、こりゃ長期戦になればなるほど俺が不利だ。

　リルたちと一緒に暮らしている間に手に入れていた『自己再生』。これでちょっとした切り傷や打撲は治るが部位欠損ほどの大きなものは傷口が塞がるだけ。

　どうにか致命傷だけは避けないと。

『死ね』

　!?　今度は数えるのがバカらしくなるほどの魔方陣が俺の目の前にあった。

　しかも前だけではなく全方位から魔術が放たれる。

「うおおおおぉぉぉぉぉ!!」

　魔力を全方位に放出してどうにか対応したが、ダハーカにろくなダメージがない……マジで死ぬかも、俺。

　しかも呪いの類いがあったのか身体がダルい。命に直結しているものじゃなくて助かった。いや関係ないか。

　まだ目の前にダハーカがいる。

『今ので死なないか。随分とタフな調教師だ』

　考えろ。俺の手札で奴に勝てるものは？　魔力量と身体能力はほぼ五分、術はあっちが圧倒的に勝ってる。

　……勝ってるのは生きたいと思っている部分だけか？

　あー、チキショウやっぱり俺、一人じゃなにもできないのか。

　でも俺には生きなきゃいけない理由があるし、なにより死にたがってる奴に殺されるなんてごめんだ。

　なら頼るか、みんなに。

　俺は『念話』を使ってリルとカリンに呼びかける。

　ごめん。一人じゃダメだ。

『手を貸してくれ』

『お前も私を殺すには力及ばなかったか。残念だ』

「安心しろアジ・ダハーカ。これから限界を超えて戦い続けてやる。これからが本気の本気だ」

　俺はダハーカをいきなり斬り付けた。

『……この攻撃力はまさか『限界突破』？』

「すぐにバレるとは流石『魔賢邪龍アジ・ダハーカ』だ。できれば使いたくなかったんだけどね。使わせてもらうよ」

『限界突破』は自分の意思で自身の脳内リミットを解除するスキル。

　つまり火事場のバカ力の状態になるわけだが、これには大きなデメリットが存在する。

　使いすぎると身体の方が付いてこなくなる。

　意思と関係なく身体が限界に来れば解除されるし、それでも無理矢理使い続けた場合、死ぬ。

　まさに限界を突破し、身体をいじめ続ける禁断のスキル。

　しかし攻撃力はピカイチで初めてダハーカにダメージを与えた。

　血が噴き出し、眷族が大量に召喚された。

『お前正気か？　それともそのスキルの危険性を知らないのか』

「知ってる上で使ってんだよ。じゃないとあんたを一発殴ることすらできない。さあ始めよう、アジ・ダハーカ。俺とお前のどっちが先に死ぬか試練といこうや」

　再び構える俺に、ダハーカも再び構える。

『楽しめそうだ。リュウはどうだ？』

「できればただの喧嘩として何度も楽しみたい」

『ククク、それはとてもいい案だが、私は邪龍。命の全てを使い、この戦いを楽しみたい』

「そりゃ残念。ならこの一戦を互いの魂に刻み込もう。死んでも恨むなよ」

『それは私のセリフだ』

　お互いに防御を捨てた殺し合いが始まった。




■




『生存本能』を使ってからどのぐらいの時間が経った？

　一秒がやけに長く感じる。

　あれから俺たちは互いを殴り、斬り、蹴り、魔術と魔力がぶつかり合った。

　ダハーカから出てくる眷族の相手もしないといけないので俺は少し疲れていた。

　とにかく出し惜しみしている暇はなく、ただただ生きるために暴れ続ける。

　目に血が流れても拭ぬぐう間もなく、むしろ攻撃のために無視する。

　おかげで龍皇国がどうなっているか気にする余裕もなく、ただダハーカを倒すことだけを考えていた。

　それ以外考えられなかった。

　それでも楽しいと思っている俺がいるのも驚く。

　このいつ死ぬかわからん戦いが楽しい。

　互いの命を削り、ただ生き残るための戦いにどこか清すが々すがしさすら感じる。

　悪意はない。

　善意もない。

　戦いの意味は生き残るため。

「がぁっ!!」

　俺はまたダハーカを斬り血を流させる。

『ふんっ!!』

　今度はダハーカが俺を殴る。

　正直『限界突破』による反動に耐えるのも限界に近い。あとはただの根性勝負。

　だからもうすぐだ。

　もうすぐ俺のとっておきが来る。

　それまでせめて生き残らないと。

『まさかここまでやるとは思ってなかった』

　ダハーカは治癒の魔術で回復する。

　正直ズルいと思うが、これから俺がするのもズルに入るかもしれないからな。

　文句は言わないでおく。

「そりゃ……どうも。ちっぽけな人間も……少しは……できるだろ……？」

『ああ、想像以上だ。リュウよ、とても楽しい時間の提供に感謝する』

「まだ終わってねーよ。……あとちょっとだけ……驚かしてやるよ、アジ・ダハーカ」

　もうすぐ来る、俺のとっておきが！

『ではそれを見せてみろ！』

　その時、遠巻きにいた眷族たちが炎に包まれた。

　紅く金色の混じった炎が眷族を焼き尽くす。

『まさか、この炎はガルダか!!　我々の戦いを邪魔するか!!』

　いや、これは邪魔じゃない。

　俺が頼んだ結果だ。

「あいつは俺の従魔でね、周りの眷族たちが邪魔で仕方ないから焼いてもらうように頼んでたんだよ。お前の眷族がいいなら俺の魂の眷族も許されるよな、アジ・ダハーカ」

　驚きを隠せないダハーカ。

　しかしすぐに理解したのか笑い出す。

『なるほど、『魂の眷族』か。リュウよ、お前はあのガルダに『名付け』をしたのだな。それなら許そう。そして若いフェンリルの娘からもお前の気配を感じる』

　俺は答える余裕がなく、ただ笑みを浮かべた。

　もちろんリルにも手伝ってもらっている。

　超高速で動き回りながらカリンが燃やし損ねた眷属や、カリンのことを直接狙おうとする眷属を中心に戦っている。

　姉としてカリンのそばにいると言っていたので、ちょうどいい役割だろう。

　でも一つだけ俺のわがままを聞いてもらっている。

「安心しろダハーカ。俺が頼んだのはお前の眷族たちだけ、お前の命を貰うのは俺だ！」

『いや、私がお前の命をいただく！』

　もはや構えることもなく互いに突っ込む。

　また互いに命を削り合う。

　リルやカリンが心配な声を上げるが、『念話』で大丈夫だと言い続ける。

　それもきっともうすぐ終わる。

　ただの勘だけどな。

　ダハーカは傷を癒しながら俺を殺しに来る。

　俺は傷だらけになりながらダハーカを殺しに行く。

　アジ・ダハーカの爪が俺の肉をえぐり、俺のロウで切り裂かれるアジ・ダハーカ。

　互いに相手の命に届くまでありとあらゆる攻撃を行う。

　殴り、蹴り、切り裂き、えぐり、噛み付き、魔術と魔力放出を打ち合う。

　そしてやっと終わりが見えてきた。

　ダハーカが治癒をしなくなった、いや、できなくなった。

　つまり魔力の限界がダハーカを襲った。

『ちっ』

　ダハーカも素の力のみで俺と戦い続ける。

　俺の魔力は本当のちょびっとだけロウに流しておいた。

　とどめを刺すための一撃だけは残せた。

『ここまでのようだな。リュウよ』

「最後までなにが起こるかわかんねーぞ、アジ・ダハーカ」

『いやおそらくお前の次の技で決まるだろう。なので先に言わせてもらう。楽しい時間をありがとう、リュウ。ただただ楽しい、善も悪もないどこまでも純粋な戦いをありがとう』

　殺しにくすぎる。

　全力で戦い、戦いの中で死のうとするこいつは本当に殺しづらい。

「……行くぞ、アジ・ダハーカ」

『来い!!』

　ロウの魔力を一直線に放出する。

　さらにティアマトさんに教えてもらった一点集中の無駄のない攻撃で心臓を撃つ。

　これが俺なりの敬意。

　一撃で終わらせる!!

「うおおおおぉぉぉぉぉ!!」

『生存本能』に『魔力探知』で心臓の位置を把握、そして『短剣使い』『身体能力強化』『覇気』、全てのスキルを使って全力で応える。

　そこにロウの中にためていた魔力を放出した。

　ロウの剣先から漆黒の魔力がアジ・ダハーカを貫くと、口から血を大量に吐き出しながら仰向けに倒れた。

　辺り一帯を真っ赤に染めるほどの大量の血。

　俺にもかかったが、眷属になってしまうようなことにはならなかった。

　血は動かないし、眷属を生み出すことはない。

　これで本当に勝ったんだとようやく実感が湧いてきた。




『いい一撃だった。まさに限界を突破した全力の一撃。邪龍に、これほどの価値のある死はない』

　どこまでも嬉しそうに死を受け入れている。

　俺も死ぬ時、これほど安らかに死を受け入れられるだろうか？

「そういや試練試練言ってたが、俺は合格か？」

『ああそうだ。大事なことを忘れていた。私の勇者よ、褒ほう美びはなにがいい？　力か？　それとも私の魔術に関する知識か？』

「なんでもいいの？」

『私が与えられるものなら』

　言質はとったぞ、アジ・ダハーカ。

　それなら……なんだろう？　元々こいつからなにかが欲しくて戦いに来たわけじゃないしな。

　う～んそうだな～。

『早くしろ。先に死ぬ』

「なら俺とダチになれ、アジ・ダハーカ」

『……ダチ？　友になれと？』

「そうだ。俺はまたお前と喧嘩がしたい。その時も横一列の対等な関係でまた喧嘩したい」

　本当はダチにさえなってくれればそれでいいんだけどね。

『ククク、これから死ぬ者にダチになれと、これまた珍妙な願いをする。ならこの贈物ギフトをやろう。友の証として持っていてくれ』

　光の球のようなものがダハーカから俺の中に入った。

　贈物の正体はスキル『魔賢邪龍アジ・ダハーカ』。これ相当持て余すスキルな気がしますが!?

『お前の中に私の魂の欠片を入れた。かなり時間が掛かるだろうが、私は再びお前の中から復活するだろう』

　……あれ？　もしかして俺が生きてる間はダハーカも復活し放題とかじゃないよね？　あれ、俺もしかして世界的に相当ヤバいことしちゃったんじゃ!?

『ではさらばだ。私の勇者、リュウよ』

「ちょっと待って！　俺たった今、世界最大のヤバい奴になったんじゃ！」

　アジ・ダハーカは質問に答える前に砂のように消えた。

　……俺さらになんかの業ごうを背負った気がす……る。戦いが終わったと思うと俺の意識は真っ黒に塗りつぶされた。







［閑話 side 最初の従魔］




　目を覚ますと真っ暗な場所にいた。

　何度か経験したことのある暗い空間。

　俺がここにいるってことは、これから『あいつ』からお説教を受けるのだろう。

　まー今回はかなりの無茶をした自覚はあるし、仕方ないか。

　それにしてもなんだか頭が温かい。

『あ、起きた』

　ひょっこりと俺の目の前に顔を出したこいつが俺の一番最初の従魔。

　名前はウル。

　種族はドラゴン。

　今は人の姿になっているから黒い髪を腰まで伸ばし、綺麗なお姉さんみたいになってる。

　ずっと俺に魔力を供給してくれた一途なドラゴン。

　そのドラゴンが今、俺に膝枕してくれてた。

『なにやってんの、ウル』

『見たまんまの膝枕。たまには私もリュウとイチャイチャするぐらいいいでしょ？』

『……怒ってねーの？』

『怒ってるわよ。また無茶して』

　そのまま頭を包むように手をそっと頬に添えた。

『たまには心配する側の気持ちになってよ。今回はかなり危険だったのよ。二度と一人で突っ走らないで、私との約束』

　俺はこの真っすぐな目に一度も勝ててない。

『わかったよ。ちゃんと頼って生きてくさ。俺は弱っちい人間だからな』

『うん。それなら許す』

　少しこの温かい感触に身を委ねているとふと思い出した。

『そういや、ダハーカの魂はどうなった？』

　確かダハーカは魂の欠片を俺の中に入れたとかなんとか。

『あそこの卵みたいなのがそうだよ』

　気になってその卵の近くに寄ると、意外と綺麗な卵だった。

　黒を中心に様々な赤や黄、青に緑などが星空のようにちりばめられている。

　これがダハーカの魂？　マジで？

『邪龍と呼ばれるドラゴンはなにも最初から邪龍だったわけじゃないよ。アジ・ダハーカの場合は知識欲、禁きん呪じゅなどに触れたり研究したりしているうちに邪龍と呼ばれるようになった。だから元々はただのドラゴン、魂の強いドラゴンだっただけ』

『……たまに魂が強いっていうが、魂の強さってなんだ？　魂が強いとなにがいいんだ？』

　正直魂なんてみな同じだと考えていた俺には強いとかいわれてもよくわからない。

『それ持ってこっち来て』

　それってダハーカの魂か？

　他にないし、持っていくか。

　地面はないのに歩いているような感覚でウルの後を追う。

　すると先になにか光る球があった。

『これがリュウの魂。この中にアジ・ダハーカの魂を入れて。そうすればアジ・ダハーカは短い期間で復活する』

『え、それって大丈夫なのか？　他の魂と魂が混ざってヤバいことになんない？』

『大丈夫、アジ・ダハーカの魂はリュウのスキルとして存在するから二人の意思がごちゃ混ぜになったりしないよ。でもスキルとしてアジ・ダハーカの魂は残さないといけないから、こうするしかないの』

　ふーん？

　つまりダハーカの魂を残すには俺の魂と一緒にした方がいいと？　しかも意識は混ざらないから大丈夫と？

　なら入れてみるか。ダハーカもできるだけ早く復活してほしいし。

　そう思って俺の魂にダハーカの魂を近付けるとあっさり入った。

　俺の意識や感情に変化はない。

『本当に上手くいったのか？』

『上手くいったよ。リュウがアジ・ダハーカをキチンと受け入れただけだから。それじゃ、リュウはそろそろ帰らなきゃ』

『なあ、ウルはいつ俺の中から出られるんだ？』

　俺はずっと気にしてた。

　ウルはずっとこのなにもない空間に一人でいる。

　それが寂しくないか、悲しくないか気になってた。

『寂しくないよ。ここはリュウの中だもん。むしろ心地いいぐらい』

『本当か？　俺を気遣ってるだけじゃ』

『本当にそんなことない。リュウの中は温かくて、ほっとできて、安心できるそんな場所。むしろアジ・ダハーカがこの空間に来た方がヤダ。私がここを独り占めしてたのに』

　可愛く頬を膨らませて言った。

『だからリュウは気にしないで。私は幸せだよ』

『……ならいい』

　幸せならいい。

　でもやっぱり外で、現実でまた一緒にいたい。

『なあウル。俺の魂ってそんなに凄いのか？』

『そりゃねぇ。なんで勇者にならなかったのか不思議なぐらいだよ』

　そうか、俺悪い意味でレアだったのか。

　でも悪い意味でレアだったから選択肢ができた。

『ウル、俺が〝魔王〟になったらウルは外に出られるか？』

　本気の質問。

　ウルは答えてくれるか。

『……出られるよ。でも魔王はやめた方がいい』

『なんで？』

『あの人たちは本当に化物みたいな人たちばっかりだから』

『ダハーカと殴り合った分、すでに化物みたいなもんだと思うけどな』

『……本気？』

『本気』

　ウルは少し考えると、ため息を一つついてから言った。

『〝魔王〟になる条件は魂を一万以上奪うこと。リュウにそれができる？』

『魂を奪うって殺すってことか。それって狩りの時にもやってたけどあんな感じ？』

『正確にいうと、一定以上の基準が存在するから必ず人間でなければならないってことはないの。ただし最低条件として言葉や文字を理解できる存在。はっきりといえばリルさんでもカリンさんでも殺せば『魔王』に近付ける。でも種として数は少ないし、あまりにも強すぎるから大抵の存在は人間で済ませるの。弱くて数も多いから」

『なるほどね。『魔王』になるには人間の魂で数えると一万個分必要ってことなんだ。それじゃ普段の狩りとかでもできそうにないな』

　さすがに人間を一万人殺すのは無理だ。

　リルやカリンを守るためだとしても、ほとんどの場合は適当にあしらうだけで十分勝てるのだから積極的に殺す理由がない。

『他に助ける方法ってないの？』

『ない。これはリュウの魂をより強固にするための儀式的な要素の方が強いから、こればっかりは魔力とかで補えるものではないの。だから『魔王』にはならない方がいい。リュウは人間なんだから、人間を殺すようなことはできるだけ避けていった方がいいでしょ』

　そうウルは俺のことを気遣ってくれた。

　俺に世界を救う力はない。

　でもやっぱり身内ぐらいは幸せにできたらいいな、ぐらいは普通じゃない？

　どこかを見るウル。すると俺の目の前に手をかざした。

『おはようの時間みたい』

『そっか。ならウル、またその内』

『またおしゃべりしようね、リュウ』

『ああ』

　こうして俺の意識は現実に戻った。










平和な朝




　目が覚めると寝てる俺の上に三人の美少女がいた。

　リルとカリンはまぁわかる。

　でもなんで王女がいる？　意味わからん。

「おはようございます。リュウ様、お身体は大丈夫でしょうか」

　ティアマトさんが相変わらず気配を感じさせないで移動しているようでなにより。

「多分大丈夫。三人分乗っかってるからよくわかんないけど」

「それはなにより」

　するとティアマトさんが思いっきり頭を下げた。

「申し訳ありませんでした」

「えっと？」

「すぐに戻ると言っておきながら、実際は眷族たちに邪魔され助けに行けませんでした。これはその謝罪です。申し訳ありませんでした」

　あ、あ～言ってたね、そういえば。

「仕方ないですよ。アジ・ダハーカがそれだけ厄介な相手なのはわかってたことじゃないですか。それより国への被害は？」

「一般市民は無事です。戦士たちの一部は戦死しましたが、当初予想していた被害数より少なくすみました」

「やっぱり戦死した人はいるんですね。残念です」

　流石に被害なしにできるとは思っていなかったが、それでも戦死者が出たと思うとやるせない。

「それでも多くの者たちは助かりました。これも事実です」

「そっか。そういうもんか」

　ならポジティブに救えた人の数でも数えるか。

「ところでこの状況は？」

　今更だが、なんで三人も俺の上にいるの？

「リル様、カリン様は心配だから共にいると、オウカは勝手に潜り込んだようです」

　ふーん、可愛いな俺の仲間たちは。

　そんなに心配させちゃったか？

　するとリルとカリンが俺の上でもぞもぞ動き出した。

　起きるのかな？

「リュウ、おはよう……」

「パパ、おはよう……」

「はい、おはよう」

　まだ二人とも寝ぼけてるが、起きたみたいだな。

「リュウ、もう大丈夫なの!?　身体は、痛いとことかない!?」

「パパ、手動く!?　足動く!?」

「ちょっと待て、二人共!?　いきなりどうした!!」

「だって昨日からずっと寝てたから、かなりダメージが残ってると思って……」

「パパ気絶する直前もぼろぼろだったから、このまま起きないかもって思ったんだからね!?」

　話から察するに一日中寝てたのか？　やっべ、無駄な心配させちまった。

「大丈夫だって。ほら抱き締めてやる」

　少し強めに抱き締めてあげることで安心させる。

　すると二人は大人しくなった。

「もう無茶はしないで……」

「パパがいなくなるの怖い……」

「……そっか。ならこれからはキチンと助けてもらう。だからもう泣くな」

　抱き締めながら頭を撫でると、ほんの少しだけ落ち着いたようだ。

　そんなに心配かけてたんだな。

　これからは心配させないようにしないと。

「…………」

　ティアマトさん、そのニコニコ顔で優しく俺たちを見ないで。なんか気恥ずかしい。

「ところでリュウ、なんでお姫様もいるの？」

　あ、王女のことね。

「さぁ？　ティアマトさんが言うには勝手に潜り込んでたらしい」

「へー、この子も従魔にするの？」

「え、なら私に妹できるの!?」

　なんか嫌そうなリルと嬉しそうなカリン。

　あとカリンは魂の眷族を家族みたいに感じているんだな。

「流石にそれは無理でしょ。こいつ、その内ここの女王になるんだから」

「あら、結婚していただけるなら好きにして構いませんよ」

　え、その話本気だったの!?

「「…………」」

　無言の殺気が二人から漂ってきた!!

　両方から頬を引っ張らないで。普通に痛いよ？

「ティアマトさん、あの話本気だったのですか？」

「ええ、本気ですよ。この国のためならなんでもします」

　やっぱ怖いって、この人！

　平然と迫ってくるのが特に!!

「それはこいつ本人の意思によるでしょ。流石にそこまでお膳立てしなくても大丈夫じゃ？」

「どうでしょう？　その子はなかなか素直にならないので叩かないといけない気がしまして」

「う～ん。どうなんでしょう？　見た目は可愛いですし、少し募集すればいっぱい集まってきそうですが？」

「可愛いと思うならぜひ私の孫をもらってください。本当にお願いします」

「嫌ですよ。本人に迫られるならともかく、その保護者に迫られるなんて。本人がそう望むのであれば、その時はキチンと考えます」

　流石にねぇ。本人が知らないところで話が進むのはねぇ。本人も遺憾だろ。

「だそうですよ、オウカ」

　ティアマトさんが言うと、ビクッと反応した。

　なんだ寝てるふりしてたのか。

「おはよう、王女」

「うむ、おはようなのだ……」

　ま、寝起きに自分の見合い話みたいなこと聞いてたら、そりゃ顔も赤くなるよな。わかるわかる。

「ちなみにいつから起きてた」

「その……リル殿とカリン殿が私のことを聞いてきたあたりから……」

　なるほど、そりゃ起きにくいな。

「皆様起きたのでこれから朝食にいたしましょう。では準備して参ります」

　一つお辞儀をしてまた空気のように消えたティアマトさん、マジ達人。

「それじゃ……飯までダラダラおしゃべりでもする？」

「「する!!」」

「えっと、なら私は私の部屋に戻るのだ」

「別に私はいても構わないわよ」

「私も問題ないよ」

　なぜかリルとカリンが王女に待ったをかけた。

「よい……のか？　三人だけになりたいのではないのか？」

「いいのいいの。おしゃべりするなら人は多い方がいいし」

「そうだよ！　みんなでいっぱいおしゃべりしよ！」

　こりゃ俺の方が肩身が狭くなるかも。

「いいのか？」

　王女が俺に聞いてくるが問題ないだろう。

「いんじゃね？　本人たちがいいって言ってんだからさ」

「では話そうか！　みんな生き残ったのだからこの後したいことを話そう！」

　こんな感じで朝飯まで時間をつぶした俺たちだった。




■




　朝食、みんな集まったところで龍皇から俺にお言葉があるそうな。

「今回の一件はリュウ殿のおかげで無事に乗り切ることができた。礼を言う。後日改めて龍皇として礼と褒ほう賞しょうを贈りたいのだが、なにか欲しい物はあるか」

　欲しい物？

　……特にないな。

「考えとく」

　今言えるのはそのぐらいしかない。

　とりあえず部屋に戻って考えてみる。

　まず褒賞ってなんだ？　なにを欲していいんだ？

　やっぱりお宝とか？

　いや、お宝っていっても価値とか全くわかんないし、となるとやっぱり武装に使える素材とか？

　う～ん、ど～しよ？

「まだお考えですか？」

　またティアマトさんがひょっこり出てきた。

「気分を落ち着かせるハーブティーです。どうぞ」

　本当この人は絶妙なタイミングで現れるな。

　どうせならこの人に聞いてみるか。

「他の人たちは褒賞になにを貰ったんですか？」

「色々ですよ。一番最近褒賞を貰った者は私の娘を褒賞として求めてきました」

「ん？」

　それって龍皇とグウィバーさんの馴れ初めってこと？

　てか龍皇はそんな形で結婚したのか。

「流石に最初はみんなが反対したのですが、グウィバー本人が了承したのとドライグの実力が認められたことによって成り立った褒賞になります。リュウ様も指名された当人が了承すれば、私の孫でもいいのですよ」

　ここでも王女を出すか。

　よくわかんないが、俺って伝説級の存在に気に入られやすいみたいだな。

　でもやられっぱなしは嫌なので俺も少し意地悪してみよう。

　どんな反応するか楽しみだ。

「それなら俺はティアマトさんを指名しようかな」

　ガシャン！

　あ、ティアマトさんが珍しく食器で音立てた。

「そ、それはどういう意味でしょうか？」

　動揺してる、動揺してる。

　ここはあえてあやふやに答えてみるか。

「俺はティアマトさんが欲しいってこと」

　嘘は言ってない。けど理由は言ってない。

「し、失礼します!!」

　初めて気配を感じさせながら去ったな。

　なんか初めてティアマトさんに勝った気がする！

「なにかティアマトさんにした？」

　今度はリルが入ってきた。あとカリンと王女も。

「いんや。褒賞について相談してただけ」

　嘘は言ってない。

「ティアマトさん顔真っ赤だったよ」

「うむ。お祖母様のあんな顔初めて見たのだ」

　流石にカリンと王女も気付くか。

　ま、黙ってれば問題ないけど。

「なあ王女、ティアマトさんに聞いたが、人でもいいって本当か？」

「まあとても稀な褒賞だがな。普通はなにかの宝、もしくはなんらかの権利なのだ。例えば力を底上げするアイテムが欲しいとか、この城で暮らす権利などな」

　なるほど、権利って手もあったのか。

「ならこの国を行き来できる権利もいいかもな」

「その程度なら複数の褒賞でもよい気がするが……」

「複数？　俺だけじゃなくリルやカリンも行き来できるようにする、みたいな？」

「そうではない。まぁこれは国の見栄なのだが、功績者に大した褒美も与えられない、と思われるのは癪しゃくに障さわるのだ。だからあまり大きい褒賞でない場合、小さくとも多くの褒賞が必要なのだ」

　うわ面倒臭え。

　国の見栄ってのはマジ面倒だな……。

「なら本気でティアマトさんでも貰っていこうかな？」

　この言葉に激しく反応したのは王女だった。

「それは本気か!?　お祖母様を嫁にする気か!!」

「え、本当!?」

「パパ、そうなの!?」

「待て待て待て。なんでそうなった？　なんで俺がティアマトさんを貰うイコール嫁になるんだ？」

　連鎖的に反応したリルとカリン。

　いや、確かにあの人なんでもできるし強いけどさ。

「なら私を指名しろ！　私の方が若いぞ!!」

「王女は若いというより子供でしょ」

「リュウは熟女好きだったの!?」

「それも違う。正直いうと同い年ぐらいがいい」

「私も反対！　あの人に正妻の座が奪われる!!」

「とにかく！　これは考えであって決定ではない！　ティアマトさんが無理って言ったらそれでおしまいになるので、これはあくまで案の一つだ！」

「なら他になにが欲しいのだ？」

「できればさらに武具を充実させたいからドラゴンの素材が欲しい。欲をいえば爪か牙で剣を、鱗で鎧造りたい」

　なんか格好いいじゃん、ドラゴン装備一色って。

　これぞ男の子の夢!!

「それだとおそらく爪か鱗になると思うのだ。鱗なら自然と剥がれ落ちるし、爪は喧嘩中に折れた物でも貰えばいい」

「どっちもはダメ？」

「おそらく」

　そっか～、防具か武器のどっちかか。

　なら武器にしようかな？　ロウだと地味に届かない時もあるし。

　でもこれって浮気になってロウが嫉妬したりしないよな？　ドワルが武器も生きてるって言ってたし。

　そこはドワルと相談しながらかな？

「おおよその褒賞が決まったなら、お父様に私から言っておく。改めて聞くだろうが、一応私からも言っておくのだ」

「あんがと、王女」

「いい加減王女と呼ばずオウカと呼んでほしいのだ……」

　ポツリと聞こえたぞ、王女。

　名前で呼んでほしいぐらい普通に言えや。

「それじゃ頼んだぞ、オウカ」

　さらっと言うと、オウカは「うむ!!」と言って走っていった。

　やっぱこういうところが子供の魅力なんだろうな。
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　さて大雑把な褒賞は決まったので少しゆっくりする。

　しかし褒賞ねぇ。

　そりゃダハーカ相手に頑張ったよ、俺。でも最後はリルとカリンに手伝ってもらったしなぁ。

　ゆっくりしてる時もリルとカリンは俺に添い寝をする。

　寝てはいないが、とにかく今はくっついていたいのだろう。

　そんな二人を抱き寄せて頭を撫でる。

　これが一番落ち着く。

「ねぇねぇ、私たちにも褒賞ってあるのかな？」

　カリンが急に言ってきた。

「なにか欲しい物でもあるのか？」

「欲しいっていうよりこの国で色々見て回りたいなって思って」

「いや、そのぐらい褒賞なくてもできるだろ」

「だってみんな私を見るとビクビクして面白くないんだもん」

　あ～。それってあれだ。

　オウカが言ってた天敵の話だ。

　やはりというか当然というか、ガルダはドラゴンたちに恐れられてる。

　種族の特徴としてドラゴンや蛇を好んで食べるといわれる存在が怖くないはずがない。

　怖がらないのはティアマトさんや龍皇クラスの大物たちだけで、ドラコ・ニュートは怖いはずだ。

　さらにいってしまうと、ダハーカの眷族を焼き殺していたのを見ていれば、余計怖いと思うのは当然だと思う。

「まぁ、それは長い目で見てもらうしかないだろ」

　そう言ったが、不満を隠さないカリン。

　仕方ない。

「失礼します。リュウ様、ドライグ様がお呼びです」

　復活したティアマトさんがいた。

　多分お仕事中のモードなら大丈夫だろう。

「今、行きます。ほらお前ら、少し離れろって」

「やだー」

「私もー」

「あとでいっぱい愛でてやるから少しだけ我慢しなさい」

　それでも離れなかったので無理矢理引き離してからティアマトさんに付いていった。

「それで呼ばれた理由は？」

「褒賞についてのご相談だそうです。ドライグ様は褒賞として爪をお渡しする予定だそうです」

「ちなみに誰の爪なんですか？」

「様々な龍族の爪を集めたので、実際に見て決めてほしいのだと申しておりました」

　龍の爪ね、効果とかどんなもんなんだか。

「爪のサイズとかわかりますかね？」

「どれほどの大きさをご所望でしょうか？」

「できれば一メートルぐらいは欲しいですね」

「わかりました。聞いてみましょう」

　そして龍皇のところに着いた。

「リュウか。一応様々な龍族の爪を用意したが、どれがいい？」

　様々な大量の爪が柔らかそうなクッションの上に置かれている。

「様々って？」

「種族によって特徴が違うのだ。地龍なら重く硬い、水龍ならしなやかで美しい、風龍は軽く鋭く、火龍はとにかく攻撃重視の爪だな。他にも俺や妻のような特殊個体の爪も用意しておいた」

　確かに一部異様な力を感じる爪がある。

　正直歓迎してない物の方が多い気がするが、前にドワルが言ってた素材の声ってこのことか？

　とりあえず気に入ってもらえてない爪は全て無視し、俺のことを気に入ってくれている素材を探す。

　そしてそれは意外なことに特殊個体の爪ゾーンにあった。

「これ、いいかも……」

　誰の爪かはわからないが、この爪がなんとなく一番俺に馴染んでくれそうな気がした。

　大きさはざっと九十センチぐらいの爪で、太すぎず細すぎず、硬すぎず軟らかすぎず、手に持てばちょうどいいぐらいに重い。

　初めて持ったのにしっくりとくるこの感覚は爺さんの牙を持った時の感覚に似ている。

「これがいい。これをくれ」

　すると龍皇とグウィバーがニヤニヤと笑い、ティアマトさんが顔を赤くする。

　なんの反応だ、それ？

「それはティアマトの爪だ。よかったな、弟子に自身の一部が常にいることになる」

　あ、あ～そういうこと。

　案外龍皇も噂話が好きなのね。

「ならいっそのことティアマトさんごと俺にくれよ」

　更なる爆弾投下！

「どうするティアマト？　褒賞としてリュウに付いていくか？」

　龍皇は多分ここぞと言わんばかりにティアマトさんに攻撃してるな。

　普段からティアマトさんに頭が上がらないみたいだし。

「私にはオウカを立派に育てる使命があります。ですので辞退させていただきます」

「残念。一緒にいてくれれば色々助かるのに」

　しかしそれは一応予想していた。

　ティアマトさんは常に国のことを一番に考えていたし、そのために頑張ってきたのもちょっとだけだがわかる。

　だから仕方ないと俺はティアマトさんを諦めることにした。
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　褒賞も決まり中庭で軽く自主練中。

　スキル『魔賢邪龍アジ・ダハーカ』はまるで使えなかった。

　いや、全く使えないという意味で使えないじゃなくて、どちらかというとまだ完全に馴染んでないといった方が正しいか。

　元々このスキルはダハーカの魂によって俺の中で生まれたスキル。となるとダハーカの魂が復活しないと使えない可能性が出てきた。

　といっても基礎的なスキルは使えた。

『思考加速』『詠えい唱しょう破は棄き』等の魔術師向きのスキルばかりだが、今の俺にはこのぐらいがちょうどいいと思う。

　正直生活を補う程度の魔術しか使えない俺に『詠唱破棄』とか無駄なスキルだし、使いこなすならどこかで魔術を習わないといけない。

　どっかの魔術本でも読めば済むかもしれないが、今はどうしようもない。

　あ～あ、こうなるんならタイガの奴に少しは攻撃魔術を聞いておくんだった。

　ただ『思考加速』は普通に使える。

　今も使ってるが、このスキルを使いながら『念話』を使えば戦闘中でも邪魔にならない。

　本来の使い方とは少し違う気もするが問題ないだろう。

　他に使えるスキルは『魔力削減』だろうか？

　魔術や『魔力放出』で使う魔力を少ない量で使えるスキル。

　いわゆる魔力の節約ができるようになった。

　流石に本来の力を半分の魔力で、というほど便利なスキルではないが、七割～八割の魔力で十分使えるようになった。

　そんなスキルの確認をしながら自主練に没頭していた。

「リュウ、水とタオルなのだ！」

　オウカが元気に走ってきた。

「おーサンキューな、オウカ」

「うむ！」

　オウカは俺にタオルを手渡してくれた。

　そのタオルで汗を拭い休憩をとる。

「どうなのだ？　アジ・ダハーカの贈物は？」

「まだ全然使いこなせてねぇ。今まではその場の勘やらで使ってきたが、ダハーカのスキルは逆に思考を求めるタイプみたいで俺とは相性がいいとはいえないかも」

　水を呷あおりながら答えた。

「リュウは前衛向きの性格だからな。魔術師のようにいちいち呪文を唱えるより殴った方が早いと思っているのだろ？」

「まぁね。でもダハーカと戦って思ったよ。魔術師の長所は手数の多さだってこと」

　実際数万種の魔術が繰り出された時ヤバいと思った。

　あの中には禁呪も含まれてたかもしれないし、付加術による身体能力の強化も凄まじいものを感じた。

「それは……アジ・ダハーカだからではないか？　普通の魔術師はあそこまで至るにはそれこそ人間を辞める必要がある」

「それでも手数は多い方がいい。もしアジ・ダハーカみたいな人間が今後出てきたら厄介だろ？」

「それでも二桁いけばよいほうなのだ。ダハーカのように五桁など魔王でも難しいのだ」

　……それってダハーカは魔王以上に厄介だったってことだよな。

　よく勝てたな、俺。そしてそのダハーカの魂が体内にあるのは黙っておかないといけないな。

「とにかく俺もそろそろ魔術を学ぶか。手数は多いに方がいいのは変わんねぇ」

　となると問題は誰に学ぶかだが……ダハーカが復活するのを待った方がいいのかね？

「ところでリュウよ、褒賞を貰った後はどうするのだ？」

　……ん？　なんだろこれ、どっかで似たことがあった気がする？

「そう……だな。とりあえずフォールクラウンに爪を加工してもらいに行こうかな、ぐらいか」

　パッと思い付くのはそのぐらい。その後はどうすっかな？

「その、できれば……その、連れていってくれない……だろうか」

「え、オウカをか？　それは俺一人で決められねーよ。龍皇とかティアマトさんとか色んな人に相談しねーと」

　流石に一国の王女を勝手に連れ出すわけにはいかない。

「それは……ほとんど大丈夫なのだ！　お父様もそろそろ世界を見て回れと言っていたし、リュウなら護衛としても問題はないはずなのだ！　だから……その時は一緒に……」

　……そういや前に世界をどのぐらい知ってるか、みたいなこと聞いてきたことがあったな。

　あれはここに繋がる話だったのか。

　ま、誰に付いていこうがこいつの勝手だ。

　ならちょっとだけ大人として言っておくか。

「ならその話は龍皇とグウィバーさんに言いな。俺に言われても困る」

「しかし反対されたら？」

「その時は意地出して何度も言え。それでもダメって言われたら決闘でもなんでもやって黙らせろ」

「お父様もお母様もとても強いことをわかっているのか!?」

「だからそこは意地でも根性でも出して頑張んな。……勝手に付いてくるとしても、親になにも言わず出ていくよりよっぽどましだ」

　軽い後悔が俺にあるとすれば、親になにも言わずに勝手に出て行ったこと。

　それは親がいる存在にとってやってはいけないことだと思う。

　だから。

「必ず親に言え。許可が出たなら堂々と付いてくればいい。それすらできないなら俺は即行で送り返すからな」

　キチンとこのぐらいは言っておかないとな。

「……わかったのだ。お父様とお母様にキチンと言って堂々と付いていくのだ!!」

「わかればよし」

　理解したようなので頭を撫でてやる。

「ではさっそくお父様たちに言ってくるのだ!!」

「なら俺は自主練に戻りますか」

「ではリュウ、楽しみに報告を待っているといい!!」

　タオルとコップを回収して、また走っていった。

「おう。説得頑張んな！」

「うむ！」

　さてと、スキル確認と俺自身の調整再開といきますか。
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「ダメだったのだ！」

　晩飯の後、オウカが泣き付いてきた。

「やっぱ反対されたか。で誰に反対された？」

「お祖母様なのだ！」

「え、マジ？」

　オウカの説明によると、龍皇とグウィバーさんはむしろ嬉しそうに今回の話を聞いて許可を出そうとしたが、ティアマトさんが待ったをかけたらしい。

　なんでもオウカを旅に出すのはまだ早いと言ったとか。

　オウカの意思を尊重する龍皇対まだ早いと言うティアマトさんと争いになった。

　結果はまだ出ていないが、ティアマトさんを支持する派閥の方が多いらしい。

　しかしオウカの意思を尊重する派閥も負けじと抵抗してるとか。

「王女の旅立ちは大変だな～」

「他人事ではないだろう!?」

「まあね。それでなんでもうダメなんだ？　決着はまだなんだろ？」

「このままだときっと決闘になるのだ。そうしたらお祖母様が出てくると思うのだ……」

　なるほど、それがダメだと言った理由か。

「龍皇やグウィバーさんが頑張ればどうにかなったりしないの？」

「……二人がかりでなら本気で闘えばどうにかなると思うのだ。しかしこれが決闘となると……」

「サシでの勝負になるか……」

　一対一ではティアマトさんに勝てる保証なしか。

　……なら俺も一つ頑張りますか。

「オウカ、話はまだ終わってないよな？」

「おそらく」

「ならそこに連れてってくれ。俺も話に参加する」




　てなわけで騒がしい会議に参加した。

　向き合うのはティアマトさん。かなり厳しい表情で俺を睨み付ける。

「……ご用件は」

「オウカが旅に出るのを許可してほしい」

　短く要件を伝える。

　なぜか俺の後ろに龍皇やグウィバーさんがいるのが気になるが、今は気にせずいくか。

「オウカを唆そそのかしたのはあなたですか？」

「唆したつもりはないが……もし旅に出たけりゃ親に言えって言ったのは俺だ」

「やはりあなたですか。なんのつもりで旅に誘ったのですか？」

「誘ってねぇよ。オウカ自身が旅をしたいと言ったんだ。だから俺は親に一言言ってからにしろと言っただけだ」

「……ではあなたがオウカを守ってくれると？」

「そりゃね。俺自身かなり好き勝手生きてきたから誰かにあーだこーだ言うつもりはない。でも責任は持つ」

　そのぐらいはやってやらんとな。

「……では力を見せてください。決闘です」

　随分と早く切り札を使ってきたな。

「それは構わない。それと個人的に賭けをしないか？」

「なんの賭けでしょう？」

　警戒しながら聞いてくるティアマトさん、そう悪い賭けでもないと思うがな。

「俺が勝ったらティアマトさん、あなたも付いてきてほしい」

　周囲が一気にざわついた。

「流石に俺一人でオウカを守りきれると思うほど俺は傲慢じゃない。だから実力者のティアマトさんも付いてきてもらえると心強い」

　本心からの言葉にティアマトさんはどこまで動いてくれるか、そこが勝負どころだ。

「私が勝った場合はどうしますか？」

「好きにどうぞ。俺もかなり無茶なお願いをしているのはわかっているつもりです」

　さてどう答える？

「では私が勝った場合、リュウ様を正式にオウカの婿として迎えさせていただきます」

「本気ですか、ティアマト様!?」

「いくら英雄とはいえ人間ですぞ！」

「龍皇様とグウィバー様はどう思われる！」

　ティアマトさん側のドラゴンからも多くの批判の声が出た。

　当たり前だよな。

　見るからに純血重視の連中が多いし。

「流石に早いと思うが、グウィバーはどう思う？」

「私は構いませんよ。私も早く婚約しましたし」

　頬を赤く染めながら言うグウィバーさん。

　あくまで婚約までならオッケーと。

「俺も賭けとして問題ないです。人を賭ける以上俺自身を賭けることも自然だと思います」

「では日取りはいつにしますか？」

　そうだな……なんなら面白い方がいい。

「なら俺が褒賞を貰う日はどうでしょう？」

　あくまで運営しているのは龍皇国の人たちなので無理なら仕方ないが。

「俺は問題ないと思うが、グウィバーはどうだ？」

「……少し調整が必要ですが問題ないでしょう。お母様は問題ありませんか？」

「構いません」

「ではリュウの褒賞を与えた後、リュウとティアマトの決闘を行う。他の者たちも問題ないな」

　龍皇の確認に文句を言う者もおらず俺とティアマトさんの決闘が決まった。
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　ティアマトさんとの決闘に向けて特訓を開始した俺だが……。

「なかなか上手くいかないもんだな」

『限界突破』の激しいエネルギー消費を少しでも抑えたいので、その方法を模索しているが、なかなか見つからない。

　長期戦か短期戦かはティアマトさんの戦闘方法次第だが、長期戦になると多分俺の体力が持たないだろう。

　こうも上手くいかないと、自分で戦いのペースを掌握する必要がある。

　俺にできるかな？　相手はあのティアマトさんだし。

「あ～面倒臭え」

「そんなこと言わないでほしいのだ！　元々リュウが原因なのだ！」

「はいはい、わかってますよ」

　オウカも俺の特訓に付き合ってくれてる。

「それより他のドラゴンさんたちには協力してもらえるようにちゃんと言ったんだよな」

「うむ。ただ意外な方が協力してくれると言ってくれたのだ！」

　意外な方？　俺も知らない人かな。

「もうすぐ来ると言っていたが……やっぱりあの方はのんびりしてるのだ」

　のんびり……そういやオルムさん最近見てないな、どっかの住処に帰ったのか？

「あ！　やっと来たのだ！」

　オウカの声に反応し、振り返ってみるとそこにいたのは……。

「ヤッホー、リュウ。久し振りだねぇ」

「オルムさん!!」

　戦闘に全く興味なさそうなのが来た！

　いや、でもオルムさんって爺さんの義兄弟だったよな。

　てことは意外と戦闘大好きドラゴンの一匹だったのか？　全くイメージがつかない。

「オルムさんが俺の練習相手になってくれるんですか？」

「そうだよぉ。流石にぃティアマト相手じゃぁ、リュウもぉ厳しいと思ってぇ手伝いに来たんだよぉ」

　すっげぇ読みづらい……じゃなかった聞きづらい。

「ありがとうございます。で、練習方法は？」

「ひたすら組手だねぇ」

　流石ドラゴン、どこまでも実戦を好む。

「わかりました。ご指導よろしくお願いします」

「うん。それじゃぁ始めよっかぁ」

　お互いに構え、対たい峙じする。

「それじゃぁ僕から行くねぇ」

　いや別に宣言しなくてもいいような……。

　ただなんだろな、この寒気は。

　俺の『生存本能』がなめてたら危険だと伝えてくる。

　そういやオルムさんの戦闘は見たことがない。

　どんな戦い方をするのか不明だ。

　気を付けて戦わないと。

「ふんっ！」

　デカすぎる拳が突然来た。

『思考加速』と『生存本能』があったからこそ目に見えたが、なかったらなにもわからずぶん殴られてたぞ!!

「おおぉ。今の避けれるんだぁ、ならどんどん行くねぇ」

「ちっ！」

　やっぱ伝説級のドラゴンだったよ、この人！　なんだよこのスピードとパワーは!?

　ダハーカの付加術状態とあんまし変わんねーぞ！

　なんで俺は呼ばれたの？　ティアマトさんとこの人いれば十分だったんじゃね!?

「僕はフェンリルと修行している間に近接戦闘に特化したドラゴンになったんだ。だから接近戦は得意だよ。それに僕はとても重い、地龍や鉄龍よりもね」

「流りゅう暢ちょうにしゃべった！」

「流石に戦闘ではのんびりできないからね」

　チキショウ！　やっとある程度は強くなったと思ったのに、まだまだ上がいるのかよ!!

　とにかくこの人には本気でぶつかんないとすぐにやられる！

「おっら！」

　俺だって一応はダハーカに戦って勝てたんだ。

　無様に負けたらダハーカにも悪い。なら勝ちに行こう、全力で!!

「くっ」

　殴ったけどダハーカ並みに重い。ならアッパーを決める要領で下から上に向かって殴るのが正解。

　できるだけ殴った衝撃を逃がさないようダメージを確実にためさせる。

「凄いね、リュウ！　僕、殴られて浮かされたのは久し振りだよ！」

「そりゃどうも！　こっちもダハーカに勝ったんでただではやられませんよ！」

「うんうん！　ダハーカやフェンリルが君を気に入った理由が少しわかった気がするよ。だから僕も楽しませてもらうよ！」

「ばっちこーい!!」




「ゼェゼェ……」

「はぁはぁ……」

　ヤベェ……めっちゃ疲れた。

　なんだよあれ、オルムさんマジ強い。

　俺も近接戦闘は得意なのにまるで決まらない。

　いくつかいい一撃も入ったはずだが、オルムさんは構わず殴ってきた。

　爺さんと違いあまり避けようとはせず、軽い攻撃を受けても自分の重い一撃を与えるバトルスタイルってところか？

「二人ともそろそろやめるのだ！　周りが更地になってしまうのだ!!」

　オウカがぴょんぴょん跳びながら俺たちを止めた。

「ここまでだねぇ」

　オルムさんも力を抜いたので俺もやめる。

「ありがとうございました」

　と礼をしてから思いっきり叫んだ。

「つっかれたー！」

　そして寝っ転がる。

「お疲れさまぁ、僕も疲れたよぉ」

　いつものオルムさんに戻ったので少し聞いてみる。

「ティアマトさんを相手にした時、どのぐらい戦えますか？」

「う～ん、一〇じゅっ分ぷんてところかなぁ？」

　一〇分か。短期戦になるな。

「リュウ、大丈夫か？」

「大丈夫、疲れただけだ」

　背を起こしてオウカの頭を撫でる。

　またオルムさんと組手をする約束をした。
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　次の日はもっと厄介だと思う人たちが組手の相手をしてくれることになった。

「なんで……なんで現役の龍皇とグウィバーさんを同時に相手することになったんだよ!?」

　そう、今日の組手の相手は龍皇夫婦だった。

　しかも二対一で俺がめっちゃ不利な状況で。

「娘の頼みだったからな、どんなことでも協力したいと思い、ここに来た」

「お母様との手合わせは私が一番経験しています。なのでアドバイスも色々とできると思いますよ」

　ありがたいけど、昨日のオルムさんとの組手でも大変だったのに二人同時にとか大変すぎる。

「でもリュウよ。お前もできるだけ強いドラゴンと戦い力をつけたいと言っていただろ？」

「でもなオウカ、これはやりすぎだと思う」

　正直昨日もかなり疲れたのに今日もこれとかきつい。

「ちなみにオルムさんと龍皇ってどっちが強いんだ、オウカ？」

「オルム殿の方が強いのだ。ただお父様とお母様のコンビネーションはとても強いのだ」

　二人揃うと力も倍になるみたいな感じかな。

「あ～今日は夫婦コンボにボコボコにされるのか」

　早くもげんなりする。

「リュウ、あなたは私の義息子になるのですからしゃんとしなさい」

「そうだ。リュウは私たちの娘婿になるのだから、強敵を前に尻込みするようではオウカはやれんぞ」

「あんたら夫婦はどっちの味方ですか!!　え、もしかしてティアマトさんからの刺客!?」

　セリフだけ聞くと、どっちかっていうとティアマトさんサイドの言葉に聞こえる。

「私はどちらの味方でもない。あえて言うならオウカの味方だ」

「オウカを応援するのが親ですから」

　親バカだ、どこまでも親バカな夫婦だ。

「恥ずかしいからやめるのだ！」

　娘は嫌がってるぞ、親バカ夫婦。

「そろそろ始めましょうか」

「そうだな」

「ええ」

　お互いに構え、二対一の組手が始まった。




『リュウ、どうしたの？』

『パパ、なにか嫌なことあった？』

　組手の練習が終わって、夜。

　俺は獣姿のリルとカリンを抱き締めていた。

　親バカ夫婦のコンボが滅茶苦茶しんどい。

　前にリルとカリンが共闘で俺と戦ったが、本当のコンビネーションというものを見せ付けられた。

　俺が龍皇を殴ったらグウィバーさんがすぐ助けるし、その逆もかなりあって俺の体力がガリガリ削れ、結果俺のぼろ負けだった。




「龍皇夫婦との組手がきつかった」

『負けちゃったの？』

「はい、情けなく」

『パパなら勝てると思ったけど？』

　カリンよ、それは期待しすぎだ。

　流石にとんでもドラゴン二体には勝てません。

『リュウって身内には全力で戦ってないよね』

「どういうことだ、リル？」

　俺、本気で戦ってたぞ？

『だってリュウは身内と戦う時傷付かないように手加減してる』

『あ、それわかる！　パパって私たちとかオウカちゃんと戦う時に思いっきり叩かないよね』

「それって組手の時の話だよな」

　俺普通に殴ってたと思うんだが……。

『無意識なんでしょ。大事だから傷付けたくない、大切だから壊したくない、って心のどこかで思ってるんでしょ』

　それは……あると思う。

　そりゃ大切な仲間で家族のリルやカリン、爺さんや親父さんを殺す気で殴れない。

　多分それが手加減になっている気がする。

『悪いことじゃないけど、今回みたいに身内の喧嘩の場合すぐ負けるよ』

　リルがそう締めくくった。

「甘えたい気分の時に言わないでほしかった」

　これじゃ甘えられん。

『じゃあこのまま一緒に寝よ。パパも安心できるでしょ？』

『それもいいわね。リュウも構わないでしょ』

「全く問題ない」

「それじゃおやすみ」

『おやすみ』

『おやすみなさーい』

　リルとカリンも言って寝る。

　俺は少し考えてみる。

　大切な誰かを思いっきり殴った記憶は……ダハーカとの一戦か？

　でもダチになったのは戦いの後だったし、会ったばかりの時はそんな感情はなかった。

　殺し合っている内に気に入り、終わった後ダチになった。

　……俺はダチになりたかった奴と殺し合っている。

　……たまにはドンとぶつかってみるか。

　次の日、もう一度龍皇とグウィバーさん夫婦に組手を頼んだ。

　昨日リルとカリンに言われたところを改善するために。

「再び私たちと戦いたいとは大した根性だ」

「リュウ、よろしいので？」

「はい、大丈夫です。今日は勝ちに行きます」

　思い出せ、ダハーカの一戦を。

　ただただ楽しく感じた一戦を。

「では始めようか」

「お願いします」

　龍皇が構えたので俺も構える。

　グウィバーさんは俺を見てなにか警戒しているように見える。

　昨日とはなにか違うように見えたのだろうか？

「はぁ！」

　龍皇が先に仕掛ける。

　俺は冷静に戦闘系スキルを発動、龍皇の攻撃をかわしカウンターで顔を殴り返す。

「ぐぅ！」

　さらに距離をとるために腹を思いっきり殴った。

「がはぁ！」

　龍皇の次にすぐグウィバーさんが来ると思ってたがなぜか来なかった。

「ドライグ、今の拳どうでした」

「……重い、昨日の拳よりはるかに重い。昨日のリュウは本気ではなかったと見るべきか？」

「と、いうよりは迷いがなくなったと見るべきでしょう。今の拳が、おそらくアジ・ダハーカを倒した拳なのでしょう」

　まさか意識の違いだけで、ここまで変わるとは俺自身も驚いた。

　そうだ、ダハーカの時のように敬意をはらい、全力で殴る。これが俺のバトルスタイル。善も悪も関係ない、殴り合い。

「今のリュウはまさしく邪龍を倒した英雄の拳です。ドライグ、全力で行きますよ」

「ああ、アジ・ダハーカが満足した理由がようやくわかった。あの拳がアジ・ダハーカを満たしたのだな」

　実際は剣技もあったけどな。

　そして龍皇とグウィバーさんのコンビネーション攻撃が始まる。

　龍皇が攻撃メインでグウィバーさんが防御メインなのは昨日の戦いでわかった。

　普通は二人を分断させるのだろうが、俺はしない。

　真っ正面から二人を同時に相手する。

　バカな戦略なのはわかっているが、これが俺なりの敬意。

　龍皇夫婦は人間の姿のままでドラゴンを象徴する角に翼、尾を出して俺に向かってくる。

　龍皇の蹴りを片手で防ぎ殴ろうとしたが、グウィバーさんの拳が殴らせない。

　グウィバーさんの拳を掴み龍皇に投げ付ける。

　龍皇が受け止めたところで俺はグウィバーさんに蹴りを入れる。

　蹴られたグウィバーさんは俺にブレスを放つ。

　俺は両手をクロスさせるように身を守ったが、身体が少し凍こおる。

『覇気』で身を守っているが、それでも凍るのがグウィバーさんのブレスの力。

　そこに龍皇が後ろから攻撃する。

　龍皇の攻撃によって上に飛ばされたが、俺はすかさず『魔力放出』で二人を攻撃、グウィバーさんはブレスで相殺、龍皇は攻撃後の隙があったので、もろにくらったように見える。

　地に下りた瞬間グウィバーさんが殴りに来たので俺もカウンターで拳を繰り出すが、龍皇やオルムさんほどの攻撃力はない。

　俺とグウィバーさんの拳がぶつかり、グウィバーさんが競り負けた。

　その隙にグウィバーさんの顔を殴ろうとしたが、龍皇が後ろから俺を殴る。

　俺はわざと拳の勢いに抵抗せず飛んで距離をあけた。

　その後改めて龍皇とグウィバーさんに向き合う。

「ふう、やっぱ強いな」

「それは私たちのセリフだ」

「ええ、流石アジ・ダハーカと殴り合った英雄です」

　龍皇とグウィバーさんに言われるのはちょっと嬉しい。

　でも今は……。

「もう少し付き合ってもらいますよ。お二人共！」

「来い！」

「来なさい、リュウ！」

　勝負を楽しもう。




　大分長いこと勝負して時間が経った。

　結果は俺の勝ち。理由はグウィバーさんに参ったと言わせたからだ。

「あ～疲れた」

　流石にドラゴン二体はやっぱり疲れる。

　ま、ダハーカの眷族よりはましか？　不特定多数の敵に襲われるよりは。

「リュウ……まだ動けるのか……」

「これが若さ……でしょうか？」

　子供がまだちっこいのになに言ってんだか。

　けど今回の経験で大分慣れた。

　仲間や大切な誰かを殴る心構えを。

「お二人共、今日はありがとうございました」

「……ティアマトに勝てそうか？」

「勝てるかまではわかりませんが、思いっきり殴れそうです」

「ならいい」

　龍皇はどこか満足そうに言った。

　さて褒賞式はもうすぐ行われる。
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　ティアマトさんとの決闘が決まって一週間、俺はひたすら修行に専念した。

　普通なら作戦の一つでも立てるのがいいのだろうが、俺にそんな知識はないのでとにかく全力でぶつかるしかない。

　修行の他に褒賞式の練習とかもあり、後半は時間がとれなかった時もあったが、やるだけのことはやった。

　他の魔物の長老たちに戦い方を学んだり、オルムさんや龍皇、爺さんたちとの組手、戦闘に関しては万全のはず。

　逆に褒賞式の練習はかなりダメ出しされたけど。

　とにかく今日だ。

　今日ティアマトさんに勝てばオウカとティアマトさんを仲間にできる。

　最初はそこまで考えてなかったけど。

「リュウ、準備はよいか？」

「大丈夫だよ、オウカ。堂々としてティアマトさんの爪を貰えばいいだけだ」

　褒賞式の前、オウカが俺に聞いてきた。

　練習でダメ出しが多かった分、少し不安だったのだろう。

「では頼むぞ。くれぐれも粗相のないようにな」

「あいよー」

　オウカは王族の一人として褒賞を与える側になるので一緒にはいられない。

　龍皇の近くで王女として振る舞うらしい。

　それより俺はこの後のティアマトさんとの決闘の方が気になる。なんせ相手は龍の女王。龍皇夫婦にはなんとか勝てるようにはなったが、それでも負け越している。

　勝てる保証など、どこにもない。

「リュウ様、お時間です」

「あ、はい。わかりました」

　今はまだ早いか。今は式を終わらせることに集中するか。

　褒賞式が始まり、少し経った。

　当然俺以外にも褒賞を貰う人はいて、俺は最後だ。

　なぜ最後になったか龍皇に聞くと「アジ・ダハーカを倒した英雄が目立たないでどうする？」だとか。

　言いたいことはわかるが、大トリにしなくても……。

　最初にしたらしたで、他の者たちが目立たなくなる、との理由もあるらしい。

　だから俺は最後までビシッとしてないといけないので疲れる。

　しかしただビシッとしてるのも暇なので、他の人たちの褒賞を静かに聞いている。

　褒賞も人によって様々だ。

　金品を貰った人、地位が高くなった人、武具や魔道具を貰う人がほとんどだった。

　中には龍皇みたいに地位の高い人との婚約もある。

　本当にするんだな。

　もちろん会場の人たちに祝福されている二人は仲なか睦むつまじくしている。

「リュウ、前に」

「はい」

　ようやく俺の番だ。

　俺は龍皇の前で跪いた。

　龍皇が厳かに言う。

「リュウ、貴殿は人間でありながらアジ・ダハーカと臆せず戦い、勝利した。その礼と感謝を込め、褒賞を贈る。褒賞をここに！」

　するとどよめきが聞こえた。

　さすがティアマトさんの爪。やっぱりかなりの価値があったみたいだ。

「褒賞の『蒼龍女王』の爪だ」

「ありがたく頂戴いたします」

　俺は両手でティアマトさんの爪を受け取った。

　褒賞式の後は食事会になったが、俺は軽くしか食えない。

　この後ティアマトさんとの決闘あるし。

　まさか食いすぎで負けましたとか洒落にならん。

　美味そうな飯がいっぱいあるのにな～。

「リュウ、準備は大丈夫？」

「パパ、緊張してない？」

　リルとカリンが料理を取った皿を手に持ったまま聞いてきた。

「大丈夫。むしろ美味そうな飯を腹いっぱい食えないのが残念だ」

「その調子なら大丈夫そう」

　リルは大して気にも留めず料理に手をつける。

「パパ頑張ってね！」

「おう！　ちょっと頑張ってくるわ」

　軽く手を振って俺は闘技場に向かった。




　闘技場。ここは昔からある場所で様々な目的で使われてきた。

　単に己の力をアピールしたり、道楽目的で軽いスポーツを楽しんだり、あるいは願いを叶えるために戦ったりと色々歴史があるらしい。

　時にここで死んだ戦士やドラゴンもいたとか。

　最後まで負けたくないと、意地を張り合い、死んだドラゴンたちは丁寧に埋葬されていった。

　そこで俺はティアマトさんと戦うことになった。

　きっかけはオウカの世界を見たいという願いからだったが、俺はいい願いだと思う。

　俺はただ強くなりたいと、あいまいな目的で大森林に来て力を手にしてきたが、まだまだ俺は弱い。

　だから俺はここで一つ変わりたい。

　みんなを守れるように。

「リュウ、気負いすぎてないか？」

　突然声をかけたのはオウカだった。

「どうしたオウカ？　早く席に戻んないと龍皇たちが心配するぞ」

「うむ、ただなんとなくリュウが心配でな。少し寄らせてもらった。そうしたらなにか思い悩んでいるように見えたから声をかけたのだ」

　オウカは俺の隣に座りながら言う。

「安心しろ。大したことは考えてない。ただがむしゃらに力を求めて得た俺の力でティアマトさんに勝てるか考えてただけ」

「十分思い悩んでいるのだ。いつもの調子はどうした？」

「………多分俺、緊張してんだと思う。ティアマトさん相手にどこまで戦えるか全く想像できないから」

　軽く手が震えている。

　緊張か、恐怖か、はたまた武者震いなのかはわからない。

「な、ならちょっとしたおまじないをしてやるのだ」

　オウカは顔を少し赤くして、俺の前に立つ。

　どんなおまじないか？　と聞く前にオウカが俺の頬に軽く口を付けた。

「えっと？」

　はっきりいって頭の中が真っ白になった。

　突然すぎて上手くリアクションすらとれない。

「ふ、震えは止めたので私は席に戻るのだ！」

　そう言ってダッシュで帰った。

　確かに手の震えは止まっていた。

　だが……。

「荒療治すぎねぇか？　このおまじない」

　お互いに赤面ものだろ。

　実際自分で顔が熱くなってるのがわかる。

「リュウ様、闘技場にどうぞ」

「あ、ああ」

　全く、勝たざるをえなくなっちまった。

　気合いは十分、勝ちに行くか。

「お久し振りです。リュウ様」

　会場に入るとティアマトさんが話しかけてきた。

　闘技場の上のティアマトさんはいつもと違って給仕の服ではなく、全身を包む蒼いスーツのような物を着ていた。

　今日までティアマトさんとはろくに話してない。

　お互い今日のために調整してきたから。

「お久し振りです。ティアマトさん、今日は勝たせてもらいます」

「早くも宣戦布告ですか」

「まぁ、負けるわけにはいかないので」

「それはリュウ様のためですか？　それともオウカのため？」

　ここは格好よくオウカのためと言うべきなんだろうが……。

「俺のためですよ」

「そうなのですか？　てっきりオウカのためだと言うと思ってました」

「いえ、俺は所詮人間です。俺は俺のためにオウカを旅に出してやりたいと思ったし、ティアマトさんのことも結局は俺一人ではオウカを守りきる自信がないからこその今回の賭けです。所詮俺は弱い人間なんですよ」

　情けは人のためならず。所詮は俺のため。

「そうですか。ならそのご自身のために頑張ってください」

　ティアマトさんは人間の姿のまま構えた。

「ドラゴンの姿にならないんですね」

「この方が小回りも利くので」

　なるほど、納得。

　俺も構えて少しした後、戦闘が始まった。
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　ティアマトさんが速攻で仕掛ける。

　特に慌てることもなく、ティアマトさんの拳や蹴りを防ぐ。

　まずティアマトさんは短期戦か長期戦、どちらを選ぶのか見極めるために少しの間受け身になる。

　ティアマトさんはバランスタイプといった感じで、あらゆる状況でも攻撃できる手段を持っている。

　近距離なら今のように格闘戦もできるし、長距離ならブレスで攻めることができる。まさに遠近の戦い共に優れたドラゴンはティアマトさんなのだろう。

　オルムさんは接近戦が得意で、グウィバーさんは防御とブレスによる長距離戦が得意だった。

　性格や種族、進化によって戦い方も変わるだろうが、ティアマトさんほどバランスを重視しているのも珍しい。

　俺も今回はロウを装備してはいるが、まだ使うかはわからない。

　元々ティアマトさんがドラゴンの姿で戦う時のために用意していたので、人間の姿ではいつ使うかはまだ不明。

　今回ティアマトさんが人間の姿で戦うのを決めたのは、おそらく体格差をなくすため。

　普通なら身体の大きい方が有利だが、俺は体格差に関係なく殴り飛ばせるし、ティアマトさんのドラゴンの姿は四足歩行型。

　両手両足で身体全体を支えていると、その際どうしても腹と地面の間が空き、空間ができる。

　修行前の俺ではその空間に入り込むこともできなかったが、今の俺ならそこまで潜り込める。

　腹部に入られるとどうしても攻撃しづらいので、その空間に入り込ませないために人型を保っているんだろう。

「まだ様子見ですか」

「ええ。弱い人間なのでじっくり観察させてもらってます」

「あまり長く見てると意外な攻撃に足をすくわれますよ！」

　頭を狙ったハイキック、俺は後ろに跳んだ。

　その後に尾が迫っているのを『魔力探知』で知っていたから。

「……そういえば『魔力探知』や『第六感』を持っていましたね」

「はい。だから言いましたよね？　じっくり観察してるって」

　ティアマトさんはすでにドラゴンの角と尾を出していた。

　これは前に龍皇とグウィバーさんがやっていたので、いつかは来ると思ってたが、まさか不意討ちで使うとは思ってなかった。

　後でグウィバーさんにネタバレしてもらったところ、これは人化の術を一部解除しただけらしい。

　ただサイズは任意で変更できるらしいが、元のドラゴンのサイズ以上にはならないのが救いか。

　問題は相手がいつ解除するかと解除する身体の場所だ。

　もし拳と拳がぶつかった時いきなり解除して、ドラゴンの腕で殴られる可能性は十分にあることが俺にとって一番の問題になる。

　でも攻めなきゃ勝てない。

　守って体力を削ることはできても倒せない。

「それじゃ、俺もそろそろ攻めますか」

「やっとですか。来なさい、女王の力を見せ付けてあげましょう」

　俺は改めて構える。

　これは俺の力をティアマトさんに見せるための場所でもある。

　敬意を持って倒そう！

　俺はティアマトさんの腹を思いっきり殴る。

　いやちゃんと殴れてない。

　殴られた瞬間後ろに跳んでダメージを減らしていた。

　今のは経験のなせる技ってとこか。

「驚きました。私の修練をしている時はここまで強い拳ではなかったはずです」

「そりゃ成長しないと生き残れないので」

「その成長、どこまで育っているか確かめさせていただきます」

　俺はティアマトさんの攻撃を今までみたいに防がず、避けてカウンター気味に殴り返す。

　そんな攻撃にどこか嬉しそうにしているティアマトさん。

　結局ティアマトさんもドラゴンだということ。

　なんだかんだで互いに力をぶつけ合うのが楽しいのだろう。

　俺はそれに応える必要がある。

　できなければそれで終わる。

　……いや、これだとダメだ。

　思考に力を割さいて意味のない攻撃が多い。

　ならどうする？　思考を捨てるか？

　それで勝てるのか？

　またいい拳が俺に決まる。

　よろめいた隙に拳と蹴りコンボで浮かされ、さらにブレスで追撃をくらって仰向けに倒れる。

「げほっ、はぁはぁ」

「……この程度ですか。残念です」

　多少の打撲ぐらいしかダメージを与えられない。

　これが俺の限界？

　とどめを刺すために近付いてくる。

　巨大なオーラが手に集まっていく。

　ヤバい、どうすれば助かる？

　どうすればこの危機を乗り越えられる！

「さようなら、リュウ」

　殺され!?

「がっは！」

　咄嗟に足が出た。

　その足はティアマトさんの胸に決まり、空気を吐き出させたようだ。

　これは『生存本能』か？

　……ああなんだ、考えなんて要らなかったのか。

「驚きました。まだ動けたのですね」

「ええ。まだ戦えます」

　俺はゆっくりと立ち上がりながら言った。

「しかしその様子では長くは持たないのでは？」

「はい。持たないので速攻で倒します」

　俺はティアマトさんの目の前に動いた。

「っ!!」

　なにも考えずただ殴りに行く。

　ひたすら殴って蹴って、追い詰める。

　さっきよりも速く、重たい拳にティアマトさんは驚く。

「なぜ、なぜ急に!?」

「俺はとあるスキルを間違って使ってたことに気が付いただけですよ」

　そう、スキル『生存本能』に統合された『第六感』。

　このスキルを俺は今まで防御にばかり使ってきた。

　しかしこのスキルは攻防一体のスキル。

　本能で危険を察知し、本能で最善の攻撃がわかるのが『第六感』。

　俺は素直にそのスキルに身を任せただけ。

　リルやカリン、オウカが言っていたように、気負いすぎていた、考えすぎていた。

　俺はそれをやめただけ。

「ティアマトさん。悪いですが、逆転させてもらいます」

　怒ど涛とうとはこういう時に使うのだろう。

　負け直前だったぼろぼろの身体で確実にダメージを与え、一歩ずつ近付いていく。

「まさか、こんな手段があったなんて!?」

「弱いから、ひたすら強くなるために頑張ってきました。弱いから、ひたすら強い奴と戦ってきました。その修練の成果がこれです。認めてくれますか？」

「……認めざるをえないじゃないですか！」

　ティアマトさんも負けじと戦うが、もう大分弱っていた。

　なら敬意を持って言おう。

「ありがとうございました」

　腹を抉えぐるように拳を食い込ませ、魔力を放出した。

　ティアマトさんは闘技場の壁にぶち当り、気絶する。

　瞬間大歓声が響いたが、俺も疲れきってその場で気絶した。




■




　目が覚めるといつもの部屋。

　もはやお約束になってるな～。

「勝者のリュウ様が私より長く気絶しているのは不思議なものですね」

「あ、ティアマトさん、おはようございます」

　このやりとりも久し振りだ。

「で、ティアマトさんは今日から一緒にいることになるんですよね？」

「そうですね。私は決闘で負けました。なのでこれからはリュウ様が私の主となります」

「ん？　主？」

　主ってなに？　そんなの聞いてないんだけど？

「別に主とか関係ないって」

「いえ関係あります。私は自身を賭けた戦いに負けました。リュウ様が主にならないなら、私はどうすれば」

「はいはい、わかったわかった！　主になればいいんでしょ、ただ堅苦しいのは苦手なんで今まで通りでお願いします」

「しかしリュウ様が私に敬語を使うのは……」

「今まで通りで！」

「はい、承知しました。それからドライグ様がお呼びです。なんでも精霊王の方から連絡があったとか」

　精霊？　なんで精霊が出てくるんだ？

　しかも俺に関することなんだろ？

「わかりました。まず龍皇に話を聞いてみるか」

　てなわけで龍皇が待つ玉座に向かう。

「龍皇、精霊がどうかしたんですか？」

「おおリュウ、すまないな。つい先ほど精霊王の使いが来て、どうもリュウの力を借りたいらしい」

「精霊王がなんで俺のこと知ってるんですか？」

「先ほどの決闘を使い越しに見ていたようでな、おそらく我々ドラゴンの世話になるより人間の方がいいという面もあるのだろう」

　ふーん、精霊王がねぇ。

「で、内容はどんな？」

「どうも人間の密猟者が精霊狩りをしているそうで、森の『妖精亜人エルフ』たちも被害に遭っているとか。精霊は戦力として、エルフは奴隷として捕まえられ、売り捌かれているので手を貸してほしいと連絡を受けた。受けるか受けないかは自由だがどうする？」

　う～ん。どうすっかな？

　個人的には早くドワルのところで剣を造ってほしいってのと、単にリルたちを危険なところに連れていきたくないんだよな。

「リュウ、好きにしていいんだよ」

「そうそう、パパの好きにしていいんだから」

「どうせ人間の悪いところは自然と見えてしまうのだ」

　リル、カリン、オウカが後ろにいた。

「お前ら、これは戦いとは違う意味での危険なことだ。エルフを奴隷にする連中が、ろくでもないのは確定だぞ！」

「そんな悪い人間は殺す」

「焼き殺しちゃっていいよね？」

「触れられる前に殴っていいよな？」

　こいつら……人が心配してるってのに、過激なこと言いやがって。

「リュウ様、我々は大丈夫です。どこでも付いていきますよ」

　あーこいつら精神強すぎ。色々危険な事態を想定してくれよ。

「不安だからオウカとティアマトさんも魂の契約をしてもらいます。異論は認めません」
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「私も……魂で……」

「リュウ様、一生よろしくお願いいたします」

　オウカは魂の契約になぜか強い思いがあったよう。

　ティアマトさんはより忠誠を深くしたみたい。

「ならちょっと寄り道して精霊に恩でも売っておくか」

「では精霊王に伝えておく。連絡が来るまでゆっくりしていくといい」

　さてと、それじゃ次はエルフと精霊を助けることにするか。







［閑話 side 賢者］




　僕はタイガ、『賢者』だ。

　フォールクラウンから帰ってきて早二日、今は事務仕事を片付けている。

　フォールクラウンから帰ってきた『勇者』ティアは僕の幼馴染で昔から一緒にいた。

　今日も練習場で剣を振るい、修行に明け暮れている。

　フェンリルとガルダの話を聞いてからさらに修行に力を入れるようになった。

　確かにフェンリルとガルダは危険な魔物かもしれないが、フォールクラウンの人たちが言っていたようにこちらから手を出さなければ問題は起こらないと僕も思う。

　基本魔物は獣とあまり変わらない。

　ならティアの言うように対策は必要かもしれないが、僕たちから戦いを挑む必要はないと思う。

　いつからティアは魔物を殺すことに拘こだわるようになったか思い出してみる。




　ティアはお転婆で、僕より活発な女の子で、よくティアと僕とリュウのみんなで遊んでた。

　ただ僕たちがカードを貰った五歳の時、ティアが『勇者の卵』を持って生まれたことがわかった。

　大人たちは大喜びしていたので、僕とリュウもよくわからないけど凄いことだとだけは大人たちを見てわかった。

　それがティアの人生を大きく変える。

　まずティアの存在が町から町へと伝わり、国王の耳にも届いた。

　国がティアを『勇者』とするための支援をしたいと言ってきたらしい。

　ティアはこうして国ぐるみで『勇者』として育成されるようになった。

　その後のティアは騎士団の人たちと一緒に剣を振るうようになる。

　僕はそんな同い年の友達が一人もいないティアが心配で『魔術師』としてティアを支えることを決めた。

　最初は教会で簡単な魔術の使い方を学び、ティアを支えることができるように頑張っていると、あの事件が起きた。

　あれは八歳の頃、小さな村で戦闘訓練をしていた時に魔物が村に侵入し、小さな女の子が襲われそうになったことがある。

　女の子を庇かばった時ティアの腹が食い千切られた。

　僕と騎士団の人たちで応急処置をしたが、マリアさんの治療でも大きな傷が腹に残ってしまった。

　ティアが腹の傷痕を見て泣いていたのを知っている。

　勇者になる可能性を持っていてもティアは女の子だ。

　女の子にとって身体のどこかに傷痕があるのは嫌なことなんだろう。

　それからティアは傷痕を見られるのを嫌がって水着や丈の短い服とかは着なくなった。

　逆に黒くて大きな服を好んで着るようになる。

　理由は水に濡れても透けないし、大きな服なら滅多にお腹は見えないから。

　それから鎧も好んで着る。

　鎧なら腹の傷痕が見えることはないから。

　多分それからだ、ティアが魔物を酷く敵視するようになったのは。

　十歳になる頃には魔物を殺すことで平和が来ると信じるようになった。

　だから手当たり次第に魔物を殺し続けた。

　そして最近さらにその傾向が加速した。

　リュウの行方不明でリュウが魔物に殺されていないか心配になり、暴走気味になっている。

　それがいつか身に返ってこないといいけど……。

「ん？」

　書類の一つに少し気になるものがあった。

　それは大陸の南側で起こった精霊とエルフの密猟事件について。

　この国の情報部が妙な男を捕捉していた。

　密猟者を暗殺し、精霊やエルフを助け出した男が一人いたそうだ。

　その男は密猟者を倒し、更にたった一人でエルク公国に赴き、捕まっていた精霊とエルフを情報部の人と逃がしたらしい。

　情報部の一人がその男に接触した際に「ただの調教師だ」と言っていたのでおそらくそうであろう、とのこと。

　あやふやな理由は彼らのスキル『鑑定眼』がろくに作動しなかったため。

『鑑定眼』は持ち主の実力によって左右される。少し実力が上程度なら問題ないが、格上の場合ろくに機能しなくなるデメリットがある。

　つまり彼はかなりの実力者だということ。

　おそらく調教師は嘘で本当は名の知れた戦士の可能性がとても高いとも評価していた。

　その男の名前も最後に書いていた。普通最初に書くものだと思うが、その名前を見て驚いた。

　僕は大急ぎでティアのところに走る。

　男の名はリュウだった。




「ティア！　大変だ！」

　訓練中のティアに大声で叫んだ。

「どうしたのタイガ、大声を出すなんて珍しい」

　ティアはグラン団長との試合を中断して聞いてきた。

「リュウかもしれない人が見つかった！」

「……え？」

「報告書に書いてあった中にリュウって名前があった！　今フォールクラウンに向かってるらしい！」

　情報部が精霊とエルフの解放に協力した際、次はフォールクラウンに向かうと言っていたらしい。

「今もその情報部の人がリュウと行動を共にしているから見つけるのは簡単だ。どうするティア？　どうせ行くって言うと思うけど」

「よかったじゃねーか！　早く確認に行きな！　いや、そのリュウって坊主に俺も会う！」

「ちょっとグラン！　二人の邪魔でもする気！　久々に幼馴染揃って会えるかもしれないのに、あなたが入ったら邪魔になるでしょ！」

「いーや、会う。俺の可愛い弟子をよくわからん奴にくれてやるか！」

「あなた父親でもなんでもないでしょ！　なによ、その言い方！」

　事情を知っているグランさんとマリアさんがなぜか盛り上がっているが、ティアは行くんだろ？

「でも、フェンリルの対策とか色々忙しい時期だし……流石に……」

「問題ねーよ。どうせフェンリルの討伐なんて年単位の準備が必要なんだ。数日ぐらい問題ねーよ」

「そうよ。大事なお友達なんでしょ。本人かまでは今のところわからないけど、会って少し落ち着いたら？　最近のティアちゃん、すっごく疲れてる」

　ティアの不安を消すようにグランさんが言って、マリアさんがティアの背中を押す。

　忙しいのは確かだが、別に今すぐというほどでもない。グランさんが言うように年単位での作戦になるので、ある程度余裕があるのも本当だ。

　一年間の数日なら国王も怒らないだろう。

「……行っていいの？」

「もちろん」

　僕はそう言った。

「私、リュウの前で勇者できないよ？」

「勇者も賢者も関係ないでしょ」

　僕は一個一個ティアの質問に答えていく。

　いつもティアは不安になるとこうして一個一個聞いてくる。

「じゃあ行く」

「わかった」

「けどグランやマリアさんも一緒でもいい？　リュウに紹介したい」

「きっと喜ぶよ」

　僕たちがそう話していると、グランさんとマリアさんが興奮気味に旅の準備を始めようとする。

「マリア、嬢ちゃんの許可は出た。俺は行く！」

「はぁ、できれば三人の邪魔はしたくなかったけどティアちゃんが言うならいっか」

　こうして僕たちは再びフォールクラウンに向かうことになった。

　それにしても、リュウが羨ましい。

　ティアにここまで思われてるリュウが。

　突然いなくなって心配をかけた分、リュウに意地悪でもしようかな？

　旅の準備を考えながらそう僕は思った。










あとがき




　初めまして、七篠龍です。

　今回めでたく書籍化となりました。

　リュウたちの冒険はいかがだったでしょうか。私が書きたかったものは、主人公と仲間が一緒に仲良く冒険する物語です。こうして書籍化までできるとは正直想像していませんでした。最初は誰かが共感してくれればいい、誰かが面白いと感じてくれればそれでいいという感じだったので、こうして手に取ってもらい、楽しいと感じた世界観を共有していただけると本当に幸いです。

　まだまだ半人前なので温かく見守っていただけると助かります。




　それから現在マンガの方も小説サイト「ノベマ！」にて連載しています。

　尾お切ぎり美み月つき様のおかげでより世界観が広がったと感じました。

　だって漫画化ですよ。

　興奮しないわけないじゃないですか。

　誰かが自分の作品を好きだと言ってくれて、それを漫画にしてくれるだけで本当に嬉しいです。




　それでは最後にかかわってくれた皆様にお礼を言いたいと思います。

　まずは書籍化しようと言ってくれたノベマの皆様、本当にありがとうございます。

　まだまだつたない私ですが、声をかけてくださったおかげで本当に私の世界が大きく広がったと感じました。

　書籍化だけでも本当に嬉しいのに漫画も同時にと聞いた時は嬉しさで頭の中がいっぱいになりました。

　皆様のおかげで自信を持ち、本当に夢は叶うと知ることができました。

　ありがとうございます。




　そしてれんた様、竹たけ花はなノート様、尾切美月様。

　みなさんのおかげで世界がよりはっきりと広がりました。

　やはりイラストというものは大切でみんながどんな姿をしているのか、言葉だけでは伝えきれないところを伝えていただきありがとうございます。

　これからもぜひよろしくお願いします。




　最後にこの本を手に取ってくれた読者の皆様、ありがとうございます。

　少しでも読みやすく、伝えやすいよう努力してまいりますのでよろしくお願いします。




　それでは、七篠龍でした。




七なな篠しの龍りゅう










仲良し三人組




「リュウ！　遊ぼー！！」

「今行く―！」




　家の外から聞こえてきた友達の声を聞いて俺は家を出た。

　玄関先では幼馴染の二人、ティアとタイガがいる。

　ティアは金髪の女の子で、タイガは眼鏡をかけた頭のいい男の子。

　二人とも近所に住んでいて近くの森に行って木登りをしたり、鬼ごっこをして遊んでいる。




「今日はどこで遊ぶ？」

「今日は暑いから森の川に行こう」

「さんせー！」




　俺の質問にタイガは答え、ティアも賛成した。

　三人で近くの森に行って一緒に川遊びをする。

　川にいる魚を素手で捕まえようとしたり、川の岩の上を跳びながら反対岸まで行ったり、水の掛け合いをしながら遊んだ。

　遊び疲れて川の近くで休んでいるとティアが明日の事を聞いてきた。




「明日は教会で職業判定楽しみだね！」




　ティアは満面に笑みでそう言った。

　全ての子供にとって最大の楽しみ、職業判定が行われる。

　これにより誰にどのような職業適性があるのか教会の人に教えてもらう。

　年の近い子供達も最近はその話題で盛り上がっている。




「二人はどんな適性があったら嬉しい？」

　ティアの質問に俺は少し考えたが、タイガの方はすぐに答えた。




「僕は『学者』が良いな。いろんなことを知って勉強したい」

「私は『料理人』！　お母さんが料理上手だから私も上手になりたいな～。リュウはどうなの？」

「俺は……まだこれっていうのはないかな～」

「え～なんで？　こんな職業が良いなってないの？」

「思いつかない」




　自分の職業が何になるのか、どのような職業が良いのか想像すらしていない。

　特に英雄願望はないから戦う職業が良いという事はない。

　かといってタイガのように勉強が得意と言う訳でもないから、先生みたいな職業がいいわけでもない。




「どうせ明日には分かるから今希望を言ってもな……それに希望通りの職業になる方が珍しいじゃん」

「それでも何かいいな～っていうの、ないの？」




　ティアに何度も聞かれながらもう少し考えてみる。

　きちんと考えているつもりなのだが、ちゃんと答える気がないとティアは勘違いしているようで頬を膨らませながら肩をゆする。

　その間もちゃんと考えていたのだが……近くの草むらからガサガサという音が聞こえた。

　ティナはその音に驚き俺の後ろに隠れる。

　タイガは近くに落ちていた木の棒を拾って両手で構えた。

　もし野犬だとしたら子供では追い払うだけでも苦労するのは目に見えている。

　俺達が緊張している空気の中、草むらからそれは勢いよく走ってきた。




「キャ！」




　ティアが悲鳴をあげながら体を小さくし、タイガは木の棒を振り上げるが俺だけは間抜けな声が出た。




「お前、また脱走したのか」




　あきれながら言うとタイガは木の棒を振り上げたまま固まり、ティアは俺の後ろからそっと顔をのぞかせていた。

　今俺達の目の前にいる犬は近くに住んでいる『狩人』が飼っている猟犬だ。

　猟犬にしては自由気ままな性格をしており、こうしてたまに脱走をして飼い主を困らせている。




「もしかして俺達の声を聞いてここまで来たのか？　ん？」




　俺がそう聞きながら顔をもむように撫でると嬉しそうに撫でられる。

　うん。めちゃくちゃ人懐っこい。

　人懐っこい犬を前にタイガは木の棒を下ろし、ティアはまだ少し怖いのか俺の後ろから猟犬の様子をうかがう。

　しかし犬はそんなことを一切気にせず俺に喜んで撫でられる。




「ティア、タイガ。こいつは近くの狩人さんが飼ってる猟犬の一匹だ。ちゃんと躾けられているから危なくないぞ」

「本当か」

「ほんとほんと。でなきゃこうして撫でる事なんてできないって。ティアも怖がらずに撫でてみろよ」

「噛まない？」

「噛まないから」




　俺がそう言って促すとティアは恐る恐る手を出すと犬は喜んで撫でられた。

　その姿にティアの表情は完全に崩れ、「可愛い～」と言いながら撫でまくる。

　タイガも完全に警戒を解き、犬を撫でるティアの事を見る。




「何ともなくてよかったよ。もしかして前から知ってるの？」

「知ってる。たまに狩人さんの所に行って猟犬の世話の手伝いしたりしてたから」

「そうなんだ。とにかく野良犬とかじゃなくてよかったよ」

「あ、リュウの職業分かった！！」




　ティアがそんな事を急に言った。

　突然の大声に驚いている俺に向かってティアは言う。




「リュウの適正職業は『調教師』だ！！」




　そう言われた俺は苦笑いをしながら否定も肯定もしなかった。

　確かに動物は好きだし、動物に好かれやすいとも思うがそれだけで調教師とは限らないだろう。

　でもまぁそれも悪くないかな。




「どうせ明日分かるんだから今答えを出さなくてもいいだろ。そろそろ帰ろう。送ってくれるか」




　俺がそう犬に聞くと犬は元気よく鳴いた。

















この物語はフィクションです。実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。













調教師は魔物に囲まれて生きていきます。
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